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第 1章調査の経緯

I 第 1次発掘調査

金沢市北西部の市街地、いわゆる駅西地区において金沢市による大規模な土地区画整理事業が

実施されており、北陸線の高架化、金沢駅西口の開設予定と合せ、同地区は金沢の副都心として

生まれ変わろうとしている。石川県においても、駅西地区における公共福祉施設の充実と勤労者

の労働福祉の向上と健康保持を図るため、教養・文化・スポーツの総合センターの同地区での建

設か計画された。昭和57年度に、石川県、金沢市、雇用促進事業団との共同事業により実施され

ることが決定。昭和59年度完成をめざし、同年10月着工を目途に準備か進められた。北安江町地

内に約12,000面の建設用地か確保され、建物の碁本設計かできあかった同年 7月の時点で、事業

の直接の窓口となった商工労働部職業安定課から、建設予定地に対する埋蔵文化財分布調査の依

粕か県立埋蔵文化財センターに提出された。

これを受けて、同年 7月19• 20日の 2日間にわたって分布調査を実施した。この結果、建設予

定地のはぱ全域に埋蔵文化財包含層か存在することか判明した。予定地は、かつては工場用地等

に使用され、かなり土層か攪乱されていることか予想されたか、工場基礎により東側の一部が損

壊されていたにとどまり、南東部を中心に比較的濃密な包含層の分布が確認された。このため、

事前の発掘調査か必要である旨を回答した。新発見の遺跡であったので、職業安定課長から同年

7月19日付けで「遺跡発見通知」が提出され、 「北安江遺跡」として命名された。事前協議によ

り、建物基礎等に係る約3,100面を発掘調査の対象とすることとし、同年 8月9日から約3ヶ月間

の予定で発掘調査か実施されることとなった。調査は県立埋蔵文化財センターか担当した。

発掘予定地には約50~120cmほどの盛土か施されていたため、重機を導入して包含層までの土

砂を除去した。多量の土砂盛土のため、この作業に約10日間の日数を費した。遺構等の検出作業

か終了したのは10月中旬であり、土器等を多量に廃棄した溝状遺構か発見されるなど予想をうわ

まわる作業量かあり、実測・写真撮影などのすべての現場作業か完了したのは昭和57年11月24日

である。第 1次発掘調査の整理・報告書刊行事業は昭和58• 59年の 2ヶ年度にわたって実施した。

II 第 2次発掘調査

金沢勤労者プラザ修景工事に伴ない、昭和59年度に第 2次発掘調査を実施した。主として、車

庫自転車置場、池、テニスコート等の付随施設に関わるもので、約400mを発掘調査の対象とし

た。調査は昭和59年 7月9日から開始し同年 8月2日に現場作業を完了した。

なお、遺物整理は、石川県埋蔵文化財協会に昭和57• 58 • 59年度の 3ケ年度にわたって委託し、

これを実施した。
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第 2章遺跳 の環境

I 位置と地理的環境

北安江遺跡は金沢市北安江町71街区 1番外に所在する。北安江町は市街地の西北部、国鉄金沢

駅の北に位置。南端は金沢駅構内に接し、東端は浅野川に並行して走る県道安江町向粟崎線で区

切られる。従来は浅野川下流左岸に広がる沖積平野の田園地帯であったか、交通の便か良いこと

から、工場・住宅等か進出、市街化されたため、現況ではほとんど当時の自然環境を窺うことか

できない。さらに、金沢市による大規模な土地区画整理事業（駅西開発）が実施されており、現

在計画されている北陸本線の高架化、金沢駅西口の開設と合せ、金沢の副都心として生まれ変わ

ろうとしている。特に遺跡の位置する南部は金沢駅に近いため、国鉄の体育館・宿舎・保線区な

どの国鉄関係の施設のほか、労済会館、石川県水産会館など公共関係の施設が多く所在している。

II 歴史的環境

遺跡周辺は、浅野川および犀川が運び出した比較的粘性の高い土壌が堆積する沖積平野で、か

ては自然湧水地帯であった。また、平野海岸線における砂丘の発達は、その背後に内陸湖や、

低湿地帯を形成している。こうした自然環境は初期水田経営にあたっての好条件を提供したものと

考えられ、これらの低湿地帯縁辺部を中心に多くの農耕集落か営まれている。特に自然条件に依拠

することか多かった弥生中期から古墳時代初期にかけての集落遺跡か濃密に分布し、寺中遺跡、戸

水 B 遺跡、畝田遺跡、南新保三枚田 •B·C·D遺跡、西念・南新保遺跡、無量寺遺跡、金石東遺．

跡、二口六丁遺跡など発掘調査が実施されたものだけでも列挙にいとまかない。しかし、これらの

遺跡群も短期間で廃絶・移動している場合か多く、自然条件にふりまわされた当時の複雑な生活環

境を物語っている。それはまた、この地域に安定した乾田農耕か容易に導入しえなかった要因と

もなっており、古墳時代中期以降の農耕集落の立地は極めて希薄である。こうした可耕地開発の

停滞に基因する生産性の脆弱さは古墳の分布に反映されている。周辺の古墳群としては、金腐川

流域の丘陵に立地する小坂古墳群（円墳10基・方墳 4基）、御所八ツ塚山古墳群（円墳 5基、方

墳 4基）、犀川左岸の微高地に立地する北塚古墳群（円墳約10基）などか知られるにすぎない。

この荒廃の低湿地帯に人々か再度生産の意欲を燃えたたせるのは律令期に入ってからである。

この期の遺跡としては、畝田・無量寺遺跡、藤江A・B遺跡、大友遺跡、西念・南新保遺跡、金石

東遺跡などか知られる。中には相当規模の建物群を持ち、墨書土器等を伴出する有力集落も多い。

また大野川河口の大野湊は古代・中世を通じて日本海沿岸の要港として知られ、加賀郡津かとみ

られる戸水c遺跡や、中世港湾集落の普正寺遺跡などか発掘調査されている。

参考 文献

『角川日本地名大辞典17 石川県』角川書店 1981他
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5近岡ナカシマ遺跡 18西念クポ遺跡 31千木 41吉原親王塚古墳 53神谷内 A遺跡

6近岡カンタンポ遺跡 19ニロシミズ遺跡 ヤシキダ遺跡 42吉原大門山遺跡 54神谷内古墳・横穴群

7大友遺跡 20ニロ町遺跡 32木越光徳寺跡 43百坂A遺跡 55小坂古墳群

8戸水オモテ遺跡 21藤江 B遺跡 33千木遺跡 44百坂 B遺跡 小坂 1号古墳々頂中

9戸水 B遺跡 22藤江A遺跡 34福久遺跡 45百坂あらや遺跡 世墳墓・経塚

10南新保c遺跡 23出雲じいさまだ遺跡 35大場遺跡 46松陵高校 56野間神社裏古墳群

II南新保D遺跡 24薬師堂遺跡 36オ田御亭山 グランド遺跡 57御所八ツ塚山古墳群

12南新保 B遺跡 25乙丸遺跡 古墳 47吉原法華堂古墳 58御所二条館跡

13南新保三枚田遺跡 26勝願寺跡 37塚崎古墳 48塚崎横穴群 59御所遺跡

第 1 図 周辺の遺跡分布 1 : 50,000 （国土地理院 1: 25,000釜沢」「粟崎」分載）
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第 3章遺

1 第 1次発掘調査の検出遺構

(1) 発掘調査区と検出遺構

構

調査区の設定 発掘調査対象範囲を直接構造物基礎などに係る部分に限定した。建設用地は一

辺約130m前後の略三角形を呈し、建物本体はその北部に設計されているため、第 2図に示した範

囲に調査区を設定した。また、建物付随施設などは第 1次調査段階ではまだ流動的であったため

調査対象から除外した。調査区はやや不整形な L字状を呈し、東西約100m、南北約50m、延面積

約3,100面の規模である。調査にあたって、調査区北東端を基準にして、一辺 5m方眼を単位とす

るグリッド区画割を100m四方にわたって設定した。区画軸は磁北とし、東西軸を数字、南北軸を

アルファベットで表示する。

調査区の層序 調査地点はかつて工場用地等に使用され、地表面にコンクリートの基礎や、そ

の残骸がいたるところに露呈し、土層の攪乱が著しいものと予想された。工場敷地造成の際の客

土は、地形的に高い南東部で約50cm前後、地形的に低所にあたる北西部で100cm前後である。客土

するにあたって、高所にあたる南東部では水田耕土を一部除去しているが、北西半部では水田面

に直接盛土している。このため、南東部では客土工事の際に一部地山面まで削平されるなど攪乱が

著しい。しかし、西半部では観察可能であり、その基本層序は、旧水田耕土および床土直下に暗

灰褐色土層が堆積し、本遺跡の基盤層（地山）とした黄褐色弱粘質土層に達する。遺構は暗灰褐

色土層上面と地山面の 2面から掘り込まれるものがあり、重複関係にあったが、南西部との層序関

連から地山面で検出作業を行った。時期的には、古墳時代前期以前のものは地山面で検出され、

平安時代以後のものは暗灰褐色土層上面で検出可能であった。地山面の標高は、南東部で海抜約

6m、北西部で海抜約5.3mを測り、地形的には北西部方向に約0.7mの比高差をもってゆるやか

に傾斜している。

攪乱状況調査区北東部から中央部（ Fl07• Hl06区）にかけて、長径約30m、深さ約 4mの

大攪乱穴が拡がっている以外は、工場基礎とみられる10面前後の長方形攪乱か一定間隔をおいて

東半部を中心にみとめられる程度で、当初予想したほどではなく、遺構の検出が可能であった。

遣構の分布 検出遺構は、溝状遺構 (42条）、掘立柱建物跡 (5棟）、竪穴状遺構 (1棟）、土

砿状遺構 (8基）、柱穴状遺構（約150個）である。その分布は、溝状遺構がほぼ全域にみとめら

れる以外は、調査区中央部より東に集中している。特に古墳時代前期以前の遺構は地形的に高位

にあたる東半部に限定され、本遺跡の主体は東側に存在したものと推定される。また、 C16溝よ

り本遺跡出土の 9割以上の遺物が出土しており、この溝より西側での遺物の出土がほとんどなか

ったことから、この溝で集落の範囲が画されていた可能性が強い。

検出遺構の主体である溝状遺構は、伴出遺物をもつものが少なく、時期決定が難かしいが、相

互の重複関係から、東西に規則性をもって走る溝を中心に A溝としたものは昭和期の所産であり

- 4 -
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第 2 図発掘調査区

調査対象から除外した。また、柱穴状遺構約150以上を検出したが、建物跡として抽出しえたのは

5棟にすぎなかった。掘込み形状の不定形なものが多く、覆土も昭和期の攪乱土に近いことから

そのほとんどは小規模な攪乱穴であると思われる 。土砿状遺構も同様で、比較的形状が整い覆土

も良好な 8基を遺構として抽出するにとどめた。

(2) 溝状遺構（第 3図・図版 5 • 6) 

A8溝． A9溝 調査区のはぽ中央部をやや西側に湾曲しながら南北に走る溝である。A8溝

は、幅約 6m、深さ約0.6mのなだらかな断面U字状をなし、南部でC16溝を切っている。 A9

溝は A8溝の中央部を掘り返した溝で、幅約 2m、深さ約0.8mを測る 。遺構の重複関係や、底面

近くから近 ・現代の土器が出土していることから、昭和期まで存在した溝と考える 。

All溝 調査区北東部を東西に走る溝状をなす落込みで、幅は調査区東壁で約15m、攪乱部よ

りで約 6mを測り、急激に幅を減じている 。底面近くより、中・近代の遺物が出土している 。

B (1~14)溝 調査区のほぼ全面を占めて、南北に平行する 14条の溝である。約1.8m前後の

- 5 -



間隔を保って平行し、幅約1.5m前後、深さ約15cm前後の規模をもち、底面は平坦に整えられてい

る。溝内よりの出土遺物は極めて乏しいが、近・現代遺物の出土はなく、中世陶磁器の細片が少量

出土をみていることから、中世期の所産である可能性が強い。

C I溝． C2溝 調査区中央部南よりに位置し、ほぼ東西に平行して走る溝である。 C1溝は

幅約1.5m、深さ約15cmの比較的浅い断面U字状を呈する。 C2溝は幅約0.8m、深さ25cmを測り

断面逆台形を呈する。他の溝との重複関係は B (1~6)溝に切られ、 C3溝を切っている。伴

出遺物より 13世紀前半の所産と考える。

C3 溝 •C4 溝 •C5 溝． Cl3溝 調査区中央部を南東から北西方向に横切る溝で、他の遺構

に分断されているが、 C3溝． C5溝． Cl3溝は元来は同一溝であり、 C4溝は Fll2区あたりで

C 3溝に合流している。規模は合流点付近で幅約60cm前後、深さ20cm前後を測る。時期判定しう

る伴出遺物は皆無であるが、重複関係より C1溝． C2溝に先行する時期の所産と考える。

C6溝 調査区中央部南側で検出された溝でほぼ南北に走る。幅約1.5m、深さ約25~30cmを測

り、断面はゆるやかなU字状をなす。ほぽ全域から土器細片を出土。若干の須恵器細片を含むが

これは C5溝などの重複による混入品であり、 C6溝そのものは月影期の所産と考える。

C7 溝 •C9 溝． CIO溝 •CII溝 いずれも溝状をなす浅い掘込み遺構で、削平およぴ攪乱さ

れており形状は不明。 Cll溝などの伴出土器から古墳時代前期の所産であろう。

C 8溝 ほぽ直角に折れL字状を呈する。長辺約 9m、短辺約 7mを測る。上部が削平されて

いるため幅約 lm、深さ約15cm前後、断面はゆるやかなU字状を呈する。竪穴状遺構に先行する。

Cl2溝 •Cl4溝 東側より C16溝に流入する細長い溝で、東端はいずれも削平されている。 C

12溝は西端で幅約60cm、深さ約15cmを測り、断面はU字状を呈する。時期は古墳時代前期。

Cl5溝 調査区南東端に位置する。長さ約450cm, 幅約80cm、深さ25cmを測る。

C18溝 西側の一部を残すのみで他は攪乱され形状は不明であるが、その位置から Cl6溝の北

延長の一部と推定される。 Cl6溝と同じく土器が多量に投棄されている。

(3) Cl6溝（第 4図・図版 8~10) 

規模と形態 北は大規模な攪乱穴で、南はA8溝で切り取られているが、 N-25°-E方向に走る

溝である。少なくとも過去 3回以上にわたって掘り返しが行われているが、現状検出地山面での

規模は幅約450cm前後、深さ45~50cmを測る。断面はゆるやかなU字状を呈する。 北部東岸の落

込み部がゆるやかで、やや東側に広がっているため、上面プランは不整形であるが、底部軸線は

ほぽ直線的に延ぴている。

層序と遣物出土状態 土層観察用ベルトをA-BおよぴC-Dラインの 2地点に設定。 A-B

ラインでは溝底断面はなだらかなU字状を描くが、 C-Dラインでは溝底中央部がやや盛り上り、

溝底断面はW字状となる。この中央部の起伏を境として堆積層序の変化が看取され、溝が東側に

掘り広げられていることが層序の切合い関係からわかる。拡張前の溝を I期の溝、拡張後の溝を

II期の溝とする。 1期の溝の規模は幅約250cm前後、深さ約45cm前後であり、また、 II期の溝は現

状の検出規模に近いものであったと想定しうる。このII期の溝が完全に埋没した後、やや東側に

ふ
b
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第 3 図 北安江遺跡全体図
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土層凡例

① 黒褐色弱粘質土

② 濁黄灰色微砂

③ 灰茶褐色弱粘質土

④ 明灰茶褐色弱粘質土

⑤ 灰色砂質土

⑥ 暗茶褐色弱粘質土

⑦ 暗灰褐色弱粘質土

D ⑧ 濁黄灰色粘質土

⑨ 黒灰色土

⑩ 暗黄灰色微砂

⑪ 黄灰色砂質上

⑫ 灰褐色弱粘質土

⑬ 暗灰褐色粘質土

⑭ 明黄灰色砂質土

⑮ 灰褐色砂質土

2m  

第 4 区IC 16溝実測図



偏って幅約200cm、深さ約50cm前後の断面V字形に近い溝か掘られており、これを III期の溝とする。

各溝の堆積土層は、 I • II期の溝か比較的枯性の弱い黄灰色あるいは灰褐色の砂質土を主体とし

ているのに対して、 III期の溝は灰茶褐色あるいは黒褐色系の弱粘性土が堆積する。

遺物はそのほとんどかIII期の溝から集中して出土している。第 3層とした灰褐色弱粘質上層か

最も遺物を包含する。またその出土状態は溝東側に集中する傾向を示し、そのほとんどか、東側

からの投棄によるものと思われる。 II期の溝では、第 6 • 7層から遺物の出土をみるが希薄であ

り、 1期の溝からはほとんど遺物の出土はなかった。

溝は少なくとも 3時期にわたっており、遺物

の取上げもその層序に従うべきであったが、平

面発掘ではその識別か困難であり、便宜上 2回

に分けて行った。上位出土のものを上層出土、

下位出土のものを下層出土としたか、層序の事

実関係に基づいたものではない。出土土器は、

弥生時代後期から古墳時代前期（高畠期）にわ

たっており、高畠期に最終的に廃絶したものと

推定される。

(4) C 17溝（第 5図・図版11)

規模と形態 調査区北東隅で検出した溝で、

南部がAll溝で切取られており、延長約 6mを

確認したにすぎない。 N-20° -W方向にやや東

に湾曲ぎみに延び、幅約250cm前後、深さ45cm前

後を測り、断面はゆるやかな U字状を呈する。

層序と遺物出土状態 濁青灰色砂質土を主体

に淡灰色あるいは黄茶褐色砂質土か覆土をなし、

黒褐色腐蝕土系の堆積はみとめられない。第 4

層とした濁青灰色砂質土層は土器および木器・

自然木を包含する。土器はほとんどか破片化し

ており、溝の廃絶に伴ない投棄されたものと思

われる。土器は月影期から高畠期のものか混在

し、 C16溝と同様に堆積層序による整合性はな

_

9

l
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5.500 m 

土層凡例

① 明茶褐色砂質土

② 黄茶褐色砂質土

③ 淡灰色枯質土

④ 濁青灰色砂質土

⑤ 明灰色枯質土

0 lm 
l, 9 9 9 l l 

第 5 図 C 17溝実測図
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(5) 掘立柱建物跡（第 6~10図・図版 7)

1号掘立柱建物跡（第 6図） 調査区南

東部で検出した 1間X1間の長方形プラン

の掘立柱建物である。規模は長辺（桁行）

480cm、短辺（梁行） 380cmを測る。桁行方

位は N-45° - Eである。柱穴は素掘で底に

1枚ないし 2枚重ねの礎板を敷く。柱穴は、

検出面で径35cm前後、深さは20cm前後を測

る。造築時期は、礎板を用いていることや、

C 3 溝 •C 5溝などと方向を同じくするこ

とから、平安期に遡るものと推定される。

2号掘立柱建物跡（第 7図） 調査区中

央部で検出した 2間X 1間の掘立柱建物で

ある。桁行方位は N-32° -W。規模は桁行

380cm、梁行350cmを測る。柱穴径は50cmか

ら35cmとやや規格性に欠ける。検出面より

の深さは約40cm前後で、底面レベルはほぱ

均ーである。 1号掘立杜建物跡やC3溝と方

向をはは同一にすることから、同時期の所

産である可能性か高い。

3号掘立柱建物跡（第 8図） 調査区東

部で東壁に接して検出された掘立柱建物で、

東に延びる可能性もあるが、 2間X1間の

建物とした。やや変形した台形プランをと

り、北桁行425cm、南桁行430cm、東梁行

350cm、西梁行320cmの規模をもつ。南桁行

方位は N-83°-W。柱穴は径25~30cm、深

さ10cm前後と小さくわずかに痕跡を残す程

度である。時期は不明。

4号掘立柱建物跡（第 9図） 2号掘立

柱建物跡の北西に位置する 2間X 1間の掘

立柱建物で桁行方位は N-3° - Eとほぱ磁

北。規模は桁行400cm、梁行340cmを測る。柱

穴は径35cm前後と小さいが 2段に掘込まれ

ている。深さは P4柱穴で40cm。造築時期

は中世以降と推定される。

2m 

第 6 図 1号掘立柱建物跡
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5号掘立柱建物跡（第10図） 4号掘立柱建物跡の北に桁行方向をはぼ同一にして位置する。

北側か調査区外に延びるため、規模・構造は不明。南梁行長は360cmを測る。柱穴は径、深さとも

にややばらつきがあり、p2柱穴で径35cm、深さ約20cmを測る。時期は中世以降と推定。

-
r
l
l
 

Lつ
2m  

第 10 図 5号掘立柱建物跡
。~ 2m  

第 9 図 4号掘立柱建物跡 クぐーペしミニ／］

(6) 竪穴状遺構（第11図・図版 6) ___/  L=rで言ニニニニ二□□
規模と形態 C 16溝の東約 3m榊てた

地点で検出された竪穴状を呈する落込み

遺構である。西辺および北辺の一部を除

いては他の遺構の重複または攪乱・削平

されているため全体プランは不明である。

検出上面での推定形態は、長径約 7m、

短径約4.5mの隅丸長方形を呈する。東壁

で深さ約20cmを測り、床面はやや凹凸か

あるかはほ平坦に整えられている。東壁

に沿って幅約10cm、深さ 3cm前後の不明

瞭な溝か‘一部検出されたか、竪穴周溝と

断定しうるものではない。また床面より

柱穴および炉跡などの痕跡は検出されな

かった。

黒褐色腐蝕物含有層 床面より約 5cm 

はど浮いて、腐蝕物を多量に含有する黒

褐色土層の堆積か約350cmX 450cmの長方

形の範囲にみとめられた。特に下部にお

＼
 

＼ ＼ 

5.800m 

゜

3, -
考
⑤ 

2m①暗灰色土
②黙褐色腐蝕物含有土
③暗灰色弱粘質十一
④明灰色弱粘質土
⑤混褐色七プロ／ク員灰色粘質土

第 11図 竪穴状遺構‘火測図
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いては繊維質の腐蝕物か平面的に敷き詰められたような状態で分布し、下の明灰色粘質土層とは

容易に分離しえた。本遺構よりの出土遺物は僅少であるが、すべてこの上面より出土しており、

本遺構に＇‘ムシロ、、のようなものが敷かれていた可能性か強い。造築時期は出土上器より高畠期

と推定する。

(7) 土鉱状遺構

DI土砿（第12図） C 2溝の北に位置する円形土拡。西半部を B2溝が切る。平面プランは

略円形で長径160cm、深さ40cm。

D2土域（第13図） A6溝の北に位置する不整形土址。平面プランは三角形に近く、長径170

cm、短径120cm、深さ約30cm。壁および底面は不整形で凹凸がある。弥生中期初頭の土器片出土。

D3土砿（第14図） A3溝の南に位置する不整形土拡。東半部を B14溝が切るため全体形は

不明。さらに上部が削平されているため、検出面よりの深さは約10cmにすぎない。

D4土砿（第15図） D3土拡の東に位置する不整形土拡。東部は調査外に延び、西部は B14 

溝が切るため、全体形は不明。検出面よりの深さは約15cmにすぎない。

D5土拡（第16図） C 7溝の北に位置する不整形土拡。北半部上面は攪乱されている。検出

面での規模は、長径170cm、短径80cm、深さ 18cmを測る。上面プランは不整形であるが、底面は平

坦に整えられている。

D6土砿（第17図） A8溝の溝底で検出された円形土拡。東部は攪乱され、西部は A9溝か

切るため、全体形は不明であるが、長円形土拡と推定。現存規模は径205cm、深さ30cmを測る。

D7土拡（第18図） 調査区北部A9溝の東に位置する長方形土坑。上面プランは隅丸長方形

を呈し、長径約200cm、短径95cm、深さ32cmを測る。壁および底面は平滑に整えられている。

D8土拡（第19図） A8溝の溝底で検出された円形土址。上部は A8溝が、東半部は A9溝

が切る。現存規模は径85cm、深さ約50cmを測る。底面は平坦に整えられ円筒状をなす。

下這三ブ―
①灰茶褐色粘質土

（炭化物含む）
②青灰色粘質土
③混暗褐色土プロック

青灰色粘質土
（炭化物含む）

゜

5.600m 

三 文言管／
①灰色粘質土
②混黄色砂質土黒色粘質士
③混青灰色砂質土ブロソク

黄灰色砂質土
④青灰色砂質士＋黄灰色砂質土

今

5.900 m 

三

2m 

゜
2m 

゜
2m 

第 12図 D 1号土拡 第 13図 D2号土拡 第 14図 03号土坑
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5. 700 m 

--—ー王――

①灰色砂質土

し
第 15図 D4号土址

2 rn 

゜
2m 

第 16図 D 5号土址

5.400 m 

- _  ----—-三プ―

゜

①灰褐色砂質士
②黒褐色土

2 m 

゜

5.200 m 

こ
①灰色砂質土

①灰褐色砂質土 ②黒褐色土
②黒褐色土 ③混黒褐色土プロソク黄褐色砂質土

2 m O 2 m 

第 17図 D6号士址 第 18図 07号土址 第 19図 D8号土坑

II 第 2次調査の遺構と遺物

第 2次調査では池・カスケード・車廊・照明燈建設予定地の 8地点、面積約200m2（立ち合い調

査箇所を除く）を発掘し、 8条の溝状遺構を検出した（第 3図参照）。いずれも第 1次調査の際に

検出された遺構とつなかるものであるか、なにぶんにも小規模で部分的な発掘調査であったため

その詳細を明らかにすることはできなかった。なお第 2地点はグリッド全体か溝状遺構で、おそ

らく第 1次調査の A8号溝と同一のものと思われるか、先の調在で得られなかった弥生中期末

の上器が出土している。

上器は破片総数1,294点におよび、特に第 2• 3地点の遺構から多量に出土している（破片総数

の74%)。その内訳は弥生中期末の土器 2点（;I弥生後期から古墳前期にかけての土器1,249点、奈良

•平安の須恵器 9 点、土師器 1 点、中世陶器 3 点、近枇陶磁器30点である。しかしなから破片の

ほとんどすべてか小片であるためにその内容を明確に把握できるものは第20図に示した 5点にす

ぎない。 1は口縁か頸部から大きく外反する口径18cmの壺形土器で、第 2地点より出土している。

口唇には 3条の凹線、口縁部には横ナデ調整を施す。頸部には粗いハケ目調整後、 5条の櫛状エ

具による沈線文、ヘラ状工具による沈線文を施す。また内面は口縁部に横ナデ調整後、櫛状工具
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による扇形文、頸部にハケ目調整を施す。なお頸下部内面には指頭圧痕とその際につけられたと

思われる下向きの爪の跡か残されている。にぶい黄橙色を呈し焼成は良好。本土器は弥生中期末

の戸水B式に比定される。 2は肩部から「く」の字状に外反する口縁を折り込み、端部に面取り

を施した受口状口縁をもつ口径12.8cmの小型甕形土器で、これも第 2地点の出土。口縁には 1

条の凹線を、胴上部には 4~ 5条の櫛状工具による刺突文を施す。胴部内面には指頭圧痕か認め

られる。本土器も戸水B式に比定される。 3は肩部から「く」の字状に外反する口縁の先端を外

側に折り返した甕形土器で、第 3地点の溝状遺構の出土。口径20.4cm、にぶい橙色を星する焼成

不良の土器で、胎土には粗粒砂を多く混入する。口縁の屈曲部には突帯の貼付されていた痕跡か

認められる。弥生後期頃のものと思われる。 4は口径12.6cm、器高3.lcmをはかる須恵器坪で3と

同じ遺構の出土。イ本部から口縁部にかけてわすかに外反する器形で、横ナデ調整か施される。青

灰色を呈し焼成はやや不良、胎土に石英粒を含む。 5は灰白色を呈する焼成不良の須恵器有台坪

で4と同じ地点よリ出土。 4 • 5ともに奈良時代末から平安時代初め頃のものと思われる。

第 2次調査の結果、北安江遺跡は南側にいくにしたかって遺構密度か希薄になることか判明し

た。しかしなから第 2地点において弥生中期末の戸水B式土器か出土したことは特筆に値し、か

ってこの周辺に該期の集落か営まれていた可能性か高まった。

註

(1) 器形の判別可能な土器は 2点であるか、小片が多いため次の弥生後期から古墳時代初めの土器 1,249点の

中に弥生中期末の士器か混入していることも十分考えられる。

nn n ~ r 

2
 

ロ」三／
〔ニロ
゜

10cm 

3
 

第 20図 第2次調査出土土器
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第 4章遺 物

I 土器

1. C 16溝出土土器

C 16溝から出土した土器は、実測し得ただけでも上層で224点、下層で178点、計402点を数える。

器種は、甕形上器・壺形土器・高j:い形土器・器台形士器

．鉢形土器・小形土器（手捏ね土器を含む） •その他か

らなる。図化不能なものを含めた器種別構成比は右表

（第 1表）のとおりである。なお図化不能なものの個体

数は、甕形土器・壺形土器・鉢形土器等については口縁

部片を数え、全周の|程度のものを0.25、；程度のもの

を0.125点とし、合計したのち小数点以下第 1位を四捨五

入した。高杯形土器・器台形土器については、脚上位の

屈曲部を含む破片を 1個体として数えた。

(1) 甕形土器 （第28図～第33図•第45図～第48図、

第33図67を除く）

甕形上器の分類にあたっては、主として口縁部の形態

に注目し、擬凹線有段口縁系のものを甕A、無文（ナデ）

有段口縁系のものを甕B、 「くの字」口縁系のものを甕

第 1表 C 16溝出土土器器種別構成北

器種 構成比 個数 実測個数
（％） 

A 25.2 310 45 

B 6.1 75 17 

甕 C 6.1 75 43 

D 0.3 4 4 

E 0.2 2 2 

甕小計 37.9 466 111 

空士 12.5 154 55 

高 :Iィく 18.7 230 73 

器 台 9.9 122 31 

鉢 7.3 90 34 

小型土器 2.8 35 21 

蓋 7.2 88 32 

その他 3.7 45 45 

合 計 100.0 1,230 402 

C、付加状口縁系のものを甕D、受口状口縁系． 「S字」状口縁系のものを甕Eとした。さらに、

これら 5つのグループのそれぞれについて、甕Aを4小形式に、甕Bを7小形式に、甕Cを10小

形式に、甕Dを2小形式に、甕Eを2小形式に細分した。細分類についても、その根拠は主にロ

縁形態に求めたか、法凪が他と明瞭に異なるものは、必要に応じて小型・中型・大型と分類した。

甕 A類（第28図•第29図•第45 図•第46図）

有段口縁体外面に擬凹線文を巡らせた甕A類は、外面は頸部を横ナデ、肩部以下をハケ状具に

よって調整し、内面は口～頸部を横ナデ、肩部以下をヘラ削りによって仕上げたものか大多数を

占める。内面の口縁部に指頭圧痕を、頸部にハケ調整痕を残している例もそれぞれ多い。

甕AI （第45図 7 • 8) 

ロ径11cm前後、器高12cmを測る小型甕である。口縁部は内湾ぎみであまり外傾しない。体部は

最大径を胴上半部に置く肩の張らない倒卵刑で、不安定な平底をもつ。口端部は 7か比較的厚く、

8は先細りしている。 8は胴部内面にヘラ削り痕のはかハケ調整痕か認められる。

褻AII （第45図10)

ロ縁帯の幅か狭いものである。同部は外傾するかほとんど外反しない。内面の口縁上位に指頭
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圧痕がみられる。 ロ径18.4cmを測る。

甕AIII （第29図14)

口縁部がそれほど外傾・外反しないものである。ロ端部はやや厚く丸みをおびている。 口縁部

外面の擬凹線文 (4条）は、中位にのみみられる。肩部は外下方へ大きく張り 出している。

17.8cmを測る。

ロ径

甕 AN

AW類は、

（第28図 1~12 ・第29図13• 15~22 ・第45図 1~6 • 9 • 11 • 12 ・第46図13~23)

さらに少なくとも 5つ以上に細分が可能だと思われるが、もしそれらを小形式とし

た場合、その差異が漸次的であるために、中間的なタイプが多くできてしまう 。したかって、 こ

れら41点を AN類として一括した。 AN類は比較的幅広の口縁部が概ね外傾・外反する。体部は

最大径を胴上半部に置き、肩の張る倒卵形になると思われる。ロ径14~24cmと法量的にもややも

ばらつきが目立つ。以下、特徴的な土器について簡単に説明したい。

第45図9は、 口縁部がやや外傾するもののほとんど外反しない。外面上位には擬凹線文は施さ

れない。肩部外面のハケ調整は、ほぼ縦方向のようである。ロ径13.6cmとやや小型である。

第29図19• 20などは、

しない。

口縁部内面の屈曲が明瞭で比較的シャープである。口縁部はあまり外反

第29図13• 22 ・第46図14などは、 口縁部内面の屈曲部が強いナデによって大きく扶られたよう

に凹み、凹部から端部への境界部分に指頭圧痕を顕著に観察し得る 。このことは、 口縁部（特に

口端部）か外側へ大きく折りまげたように外反することと関係するのであろう 。

第46図17• 18などは、 口縁部内面は凹むもののその度合いは小さく、むしろ「くの字」 口縁に

近いものである 。口縁部全体が外傾・外反しているといってよいかもしれない。

第45図11.第46図13• 23は、 口縁帯の幅が広く、外反はするがあまり外傾しないものである。

ニ＝ロー

烹ピ：

口□ロコ
BIi BIi B III 

一口I

AN 

~I~ 
二 VI

、一 手烹ご「
--__,.--c 

三芦 BVI! L
 

第 21 図 C 16溝出土甕形土器（ A ・B類）形式分類一覧図

- 18 -



11 • 23は外面屈曲部に下稜をもっている。

第29図16• 17は、口端部が比較的厚く丸みをおびている。第28図 2.第29図21は、口縁部外面

の屈曲かやや不明瞭で、口縁下位か内湾ぎみのものである。第28図 1.第45図 lは、口径21~24

cmを測り、大型甕としたほうかよいかもしれない。第28図7は、口径15.1cmを測り、第45図 9同

様AN類のなかでは小型である。

甕B類 （第30図•第47図、第47図30~33 • 35を除く）

有段口縁体の内外面を（横）ナテ調整によって仕上げた甕B類は、外面は頸部を横ナデ、肩部

以下をハケ状具によって調整し、内面は肩部以下をヘラ削りしているものか多い。

甕BI （第30図26• 29 ・第47図24• 34) 

B I類． BII類はともに小型甕であるか、口縁の形態差により 2小形式に分類した。 BI類は

ロ径13cm前後、器高11cmを測り、さほど外傾しない口縁部の外面の屈曲かやや不明瞭なものであ

る。口端部は比較的厚く丸みをおびる。体部は最大径を胴上半部に置く肩の張らない倒卵型で、

不安定な平底をもつ。 26は外傾度の大きい（あまり外反はしない）口縁部の外面の屈曲が明瞭で、

同部には外下方への稜を有し、肩のそれはど張らないものである。甕形土器とするよりも鉢形土

器（または小型土器）としたほうか適切かもしれない。

甕Bil（第30図30)

ロ径12.2cmを測る小型甕である。口縁部外面の屈曲が不明瞭で、内面では「くの字」状を呈す

る。内面頸部には内上方への稜をもつ。体部は最大径を胴上半部に置くが、肩は張らない。

甕BIii（第47図26)

口縁体か内湾し、外面の屈曲か不明瞭なものである。口径15.4cmを測る。

甕BN （第30図23• 24 • 28 ・第47図25• 27) 

口縁部の外傾・外反の度合いか小さいものである。 25• 27 • 28は、口縁部外面の屈曲か明瞭で

稜をもち、口端部は先細りしている。口縁部は、 25か内湾ぎみで、 27は外反するがあまり外傾し

ない。 23• 24は、口端部か比較的厚く丸みをおびる。 24は全体的に器壁が厚い。体部は28かやや

肩が張り、 25• 27はそれほど張らない。口径14~18cmを測る。

甕BV （第30図27・第47図28• 29) 

口縁部の外反度の大きいものである。 27• 28は外傾度も大きい。 28• 29は口端部か不明瞭なが

ら面取りされている。いずれも口縁内面は「くの字」口縁に近い。体部は最大径を胴上半部に置

くと思われるが、 28を除いては肩はあまり張らないようである。 27の肩部内面は縦方向のナデ調

整をおこなっている。口径14~18cmを測る。

甕BVI （第30図25)

ロ縁部の外傾・外反の度合いか大きいものである。外面の屈曲部には稜をもち、内面でははぱ

「くの字」状を呈する。口径18.8cmを測る。

甕BVII （第30図31• 32) 

ロ径30cm前後を測る大型甕である。口縁部は全体的には外傾するか、外面で明瞭な外側への稜

を有する屈曲部付近から下位は外反し、上位はほぼ直線的にのびるかやや内湾する。口端部は外

- 19 -



傾する面をもち、 その上端は内下万へ跳ねあげ状ないしは鋭角的な肥厚帯をつくりだしている 。

体部は最大径を胴上半部に置くものと思われる 。外面肩部は、横方向のハケ調整（31は上位に縦

万向のハケ調整痕を残す）をおこな っている。内面肩部には、指頭圧痕は看取し得ない。32は肩部

外面に上下と水平の両方向にやや不揃な斜行列点文を施している 。

甕C類

「くの字」

（第31図～第33図•第48図、第33図67 • 72を除く ）

口縁系の甕c類は、 口端部内面に肥厚帯をもたない I類～v類と、肥厚帯をもつVI

類～ x類とに大別される 。 I ~ v類は、外面をハケ ・（横）ナデ、内面をハケ ・ヘラ削り ・（横）

ナデ調整によって仕上げるものが多く、畿内布留式土器の影響を受けたVI~X類は、外面をハケ

（タテ→ヨ コ） （横）ナデによって仕上げるものが通例であり、内

面肩部に指頭圧痕を残すものも多い。

甕CI

•横ナデ、内面をヘラ削り ・

（第31図33• 35 • 37 ・第48図43~45)

ロ端部に面をもたないものである。33は口縁部が内湾ぎみであり、 43~45は口端部かやや厚く

丸みをおびる 。35• 37は口縁体が外反し、 ロ端部は先細りしている 。37は外面頸部にかすかでは

あるが、有段状の稜をもっている 。体部は33• 35 • 45がやや肩が張り、 37• 44はあまり張らず、

37は最大径を胴中位に置く ようである 。33は肩部内面に指頭圧痕を残す。
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甕CII （第31図40~43・第48図38~40)

口端部に外傾する面をもつものである。 39• 41は、口縁部かほぼ直線的にのび（かすかに内湾

する）面の幅は狭い。 38• 42は口縁部か外反している。第31図40・第48図40は、口縁部内面はや

や外反するが、外面は部分的には内湾し、口端部下端には稜をもつ。 43は40に似た口縁形態をと

るか、口端部上端に跳ねあげ状の稜をつくりだし、外面肩部以下はタタキ（左→右）によって仕

上げている。淡帳色を呈し、胎土は他と比較しても極めて良好である。このほか、外面肩部以下

をタタキで仕上げたものに第33図44~49・第48図41• 42があるか、いずれも体部小片であるため

器形は不明である。 CII類の体部は、第48図40は肩かかなり張るようだか、他はさほどでもなく、

39は最大径を胴中位に置くものと思われる。口径16~19cmを測る。

甕CIII （第31図34・第48図46)

外反する口縁体の端部はやや不明瞭な面取りを施し、その上下両端にはかすかだが稜をもつ。

46の肩はあまり張らない。口径15cm前後を測る。

甕cw （第31図38・第48図36• 37) 

口径20~24cmを測る大型甕である。やや外反する口縁体の端部は、 38か丸みをおび、 37は不明

瞭な面取り、 36は下端に稜をもつ面をつくりだしている。 37は肩部外面にヘラ削り痕を残す。

甕CV （第31図36• 39) 

口縁部が外側へ強く引きだされているために、 「くの字」口縁特有の頸部の屈曲に鋭さがなく、

全体として大きなカーヴを描くものである。口端部は36か上方へ39か外側へつまみだされている。

ロ径18~23cmを測り、 39は大型甕でもある。

甕CVI （第32図50~52・第48図47)

口端部内面に肥淳帯をもつもので面か外傾するものである。 47• 50の口縁体は内湾し、肥厚帯

は跳ねあげ状であるかはとんど目立たない。 51• 52の口縁体ははほ‘直線的にのび、肥厚帯は内上

方へ鋭角的に整形されている。体部は47を除き肩か張るようである。口径16~19cmを測る。

甕CVII （第32図53• 56) 

口端部は少し凹むものの、比較的平坦に内傾面取りされ、肥淳帯か内側へ鋭角的に整形される。

ロ縁体は53がやや直線的、 56は内湾する。体部は肩か張るようである。口径16~17cmを測る。

甕cvm （第32図54• 57~60 ・第33図61~66)

口端部は内傾する面取りではあるか、面は丸みをもつために、肥厚帯にはそれほどシャープさ

かない。個体差かかなり認められる。 54は水平面取りに近く、逆に61• 63などは内傾度か強い。

66は口端部上端か鋭角的である。口縁体は内湾するものか多いか、 59• 63~65などは直線的ない

しはやや外反する。 61• 62の外面肩部には波状沈線か周っている。体部形は、 61かあまり肩か張

らず、逆に57• 59 • 63などは肩か張るようである。口径15~18cmを測る。

甕CIX （第33図68~71・第48図48)

ロ端部に明瞭な面をもたないものである。口縁体は概ね内湾ぎみである。 48• 69の肥厚帯は跳

ねあげ状に整形されるか、上端は丸みをおびる。 70• 71の肥厚体は丸みをもち、 68は不明瞭であ
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る。体部は70がやや肩か張り、 48• 69はさほど張らないようである。口径16~19cmを測る。

甕ex （第32図55)

ロ径19.8cmを測る大型甕である。口縁部の形態は第32図54に近い。体部はかなり肩が張る。

なお、第33図67は壺形土器として分類したので該当項を参照していただきたい。

甕D類（第47図30~33)

「くの字」口縁の口端部に粘上帯を貼付したのち面取りし、口縁部を強調した付加状口縁系の

甕である D頷は、口縁部の内外面を横ナデ、外面肩部以下をハケ、内面肩部以下をヘラ削り調整

している。口縁部の形態差を根拠に 2小形式に分顆した。

甕oI （第47図30• 31) 

付加部分は、わずかに内傾する比較的幅広の面をもち、外面では外反ぎみとなる。面下端に稜

をもち、内面はやや屈曲する。内面頸部の屈曲は明瞭である。口径16~17cmを測る。

甕DII （第47図32• 33) 

付加部分は外面ではやや外反し、 33はほぼ直立、 32は外傾する。内外面の屈曲が不明瞭なもの

である。体部は肩があまり張らないようである。口径11~14cmを測り、 33は小型である。

甕E類（第33図72.第47図35)

受口状口縁系．「 S字」状口縁系の甕である E顆は、それぞれを 1小形式とした。

甕EI （第33図72)

口縁体は内傾し外面では外反する。口端部はやや厚く丸みをおびる。口径13cmを測る。一応E

類としたが、小片のため他の器種・形式となる可能性かある。

甕EII （第47図35)

「S字」状口縁の上段は、わずかに内傾ぎみに立ちあがったのち、小さくしかし鋭く外上方へ

折りまげられている。口縁部は強い横ナデ調整によって全体的にシャープに仕上げられたうえ、

外面屈曲部にはエ具によって長楕円形の刻目を連続的に施している。頸部以下は、外面では左下

りと右下りのハケののち、頸部と肩部を一部横ハケ調整している。ハケはいずれも粗い。内面は

肩部以下をナデによって仕上げている。淡い黄橙色を呈し、胎土はさはど良好とはいえないが、

金雲母を含んでいる点が注目される。口径12cmを測る。

(2) 壺形土器 （第33図67・第34図～第37図・第38図112·第49図•第50図62~71)

壺形土器は、口縁部と体部の形態差・法量を根拠に10小形式に分顆した。器面は主にヘラ研磨

（横）ナデによって調整しているか、ほかにハケ・ヘラ削りなどの手法も用いられている。

壺 I （第34図73~77・第35図80• 81 • 88 ・第49図49• 54) 

ロ径12~22cmを測る大型有段口縁壺である。口縁部が大きく外傾する49• 73~77と、あまり外

傾しない54• 80 • 81 • 88とに大別される。 49• 73は、外面頸部に突帯を貼付し斜行刻目を施すな

ど加飾性に富むものである。 75は口縁部が大きく外傾するもののなかでは唯一内湾するもので、

内面の屈曲は不明瞭である。 74• 77は口縁部を強い横ナデによって仕上げるもので、内面屈曲部

がかなり凹み、逆に口縁部は外側へ折り曲げられている。 76は内面では「くの字」状に大きく外

傾している。 80• 81は、やや外傾・外反する口縁部の有段帯の幅が狭く、口端部を面取りしてい
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る。 54• 88の口縁部は外反するもののさほど外傾しない。 54は口～頸部の内外面を赤彩している。

76 • 88は他と比較すると小型のようである。 75の体部形は最大径を胴中位に置き、縦方向に少し

扁平な球形をなす（器高は推定40cm前後）。

壺II （第37図104)

体部外面に平行櫛描文・山形文を配す大型壺（口径13.8cm、底径 6cm・ 平底、器高は推定35cm

前後）である。頸部外面は突帯を貼付し斜行刻目を施している。外傾する無段の口縁部は上位か

内湾ぎみとなる。胴下半部を欠くが、体部最大径は同部に位置するであろう。同種の文様を施す

ものに第37図108~111・第50図65• 66かある。これらは104と同一個体を含む可能性かあるか、

同定するには至っていない。 65• 104 • 108 • 109 • 111は山形文を赤彩している。

また、第34図79の頸部片（外面赤彩）は、 I類． II類のどちらかに属するものであろう。

壺III （第37図105・第38図112)

口縁部の形態は、 II類第37図104に類似するが、体部外面に文様を施さず、最大径を胴中位に置

く大型壺（口径13~16cm、112の器高は30.6cm)である。105は外傾する面をもち、下端部に稜をつ

くりだしている。 112の体部形は縦長の楕円形をなす。

壺w （第35図83• 85~87 ・第49図58)

比較的幅広の有段口縁帯か外傾・外反する大型壺（口径14~15cm)である。口縁外面の屈曲は

明瞭で、稜（85• 87)や刻目 (86) をもつが、内面の屈曲はやや不明瞭である。 83は肩が大きく

張りだす。 83の外面． 86（口縁部）の内外面は赤彩されている。

I類～N類はいずれも大刑壺として扱ったが、 II~VI類は I類よりは小型である。

壺V （第35図89・第49図50• 51 • 55~57) 

ロ縁形態はN類に類似するか、あまり外傾・外反しない中型広口有段口縁壺（口径10~14cm)

である。 50• 55は口縁外面に擬凹線文を施している。 51• 89は器壁が薄く、口縁体はほぼ直線的

にのびる。体部は最大径を胴中位に置くものか多い。口縁内面に指頭圧痕を残す50は、やや大型

でW類としたほうがよいかもしれない。

壺VI （第35図84• 90 ・第36図91• 92 • 94 ・第49図52• 53 • 61) 

ロ径10~19cmを測り、口縁帯の幅の狭い中型広口有段口縁壺である。口縁体の内外面の屈曲か

明瞭で直線的にのびる53、内面の屈曲がやや不明瞭で外面中位で外側へ屈曲する84• 90~92 • 94、

内面は「くの字」口縁に近く外面では外反する52• 61などかある。 52は口縁外面に一部擬凹線文

か施されている。体部は52。61かやや肩か張り、 92はあまり張らない。 94は他と比較すると小型

である。

壺VII （第36図95• 96) 

ロ径11~12cmを測るやや小型の広口壺である。有段（内湾する）口縁系のものであるが、屈曲

は不明瞭であり、 96は「くの字」口縁に近い。 96の体部は球形に近く、 VlII類との関連も見逃せな

い。 95の口縁内外面は赤彩されている。

壺VlII （第33図67・第36図97・第37図106・第50図63)

ロ径11~12cmを測るやや小型の壺である。体部は球形に近く、無段の口縁体は内湾ぎみに外上
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方へ開く。 67は内面口端部に不明瞭な肥厚帯をもつか、体部の形状からVIII類とした。106の外面・

内面の口縁部は赤彩されている。

壺IX （第36図100• 101 ・第37図107・第50図62• 71) 

口径 8~10cmを測る細口壺である。長口の62• 107と短口の100• 101かあり、内外面の屈曲は

101 • 107か不明瞭で、 62ははとんど屈曲せず、100は明瞭に屈曲する。縦方向に扁平な楕円形の体

部をもつ71• 107は台付である。 107は口縁下位に擬凹線文 (3条）が施されている。 71の体部外

1/1i • 10()の口縁部内外血・ 107の外面と内lhiの口縁上位は亦彩されている。

壺x （第50図64• 69) 

ロ径 5~7 cmを測る無頸壺である。口縁部か直立する小刃りの69は肩部上位に 2孔一対の孔を穿

ち、口緑部か内傾する64は注ぎ口をもっている。 69の体部は最大径を胴中位付近に置き、縦方向

に扁平な楕円形である。 64の体部は肩か張る。

このはか、特に小形式を設けなかった壺形土器か:10数点出上している。第35図82は大型壺で、

外面口縁中位に沈線 (1条）をもつ。第49図60は口縁外面か有段状、内面か「くの字」状を呈す

る。第36図93• 98 ・第49図59・第50図68は、 「くの字J状（無段）口縁系の壺で、タイプは異な

るものの口端部を面取リしている。第36図99は口縁部が大きく外反し、口端部は外側へ強く引き

だされている。第36図102• 103 ・第50図67は小型の壺である。そのうち102は、外面口縁上位にエ

其による文様か施されている。第50図70は102に類似した文様をもつ。

なお、甕形土器・壺形土器に関わるものとして底部。脚台片かある。底部片では、第38図 115

~119 ・第50図78は甕、第34図78・第38図113• 114 ・第50図72• 73 • 77は壺であろう。脚台片では、

第50図76か内湾し、第50図74• 75は（やや）外反している。第38図122~125・第50図79• 80は外

反しかつ脚端部を面取りしている。他と比較して背の高い第50図81と、逆に低い第50図82• 83は、

梨・壺のものとは考えにくい。

(3) 高杯形土器 （第39図・第40図•第41 図 154~161 ·第51図•第52図•第53図115~120)

高恥形土器は、完器かはとんど出土していないため、主に恥部の形態差を根拠に 6小形式に分

類した。器面はヘラ研磨で仕上げるものか圧倒的に多いか、 （横）ナデ調整を施す例も多く、一

次調整（ハケ状具）脹を残すものも少なくない。脚内面は紋り目（痕）を看取し得るものかあり、

工具によるナテ調整をおこなう例も相当数ある。

高坪 I (第39図128• 129 ・第40図141• 142 • 152 • 153 ・第51図84~87・第52図100• 109) 

杯部は体部と口縁部との境界で屈曲するか、 II類のように有段状を呈しないものである。屈曲

部に稜をもつ84~86• 129と、稜をもたない87• 128かある。体部はほぱ直線的にのびるかかすか

に内湾する。口縁部はやや外反する。脚上位のくびれの大きい85を根拠に142の脚を、体部との接

合のために円盤を充埴したのち、脚内面上位をはとんど二次調整しない128• 129を板拠に 109 • 

152 • 153の脚を I類とした。 100• 141も85・142に顆似したものであろう。口径21~25cm、脚部径

13cm前後を測る。

高坪II （第39図126• 127 • 130~136 ・第51図88~94・第52図95)

杯部か有段状を早するものである。体部と Il縁部の長さの比は、内法で 1: 1.1~1.4利度であ
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る。口径は16~31cmと幅をもっている。 II類は、口径のわりに杯部高の低い（浅い） 89• 90・126 

• 127 • 133と、杯部高の高い（深しヽ） 93~95• 130 • 131 • 136、中間的な88• 91 • 92 • 134 • 135 

の3つのグループに分けることもできるが、その差異は相対的なものである。脚部が窺えるもの

は132だけであるか、概ねラ、ノパ状に開くと思われる。 C16溝出上の高杯の脚は、大半かII類の

ものと思われる。 93• 94の杯部内外面は赤彩されている。

高杯III （第52図96• 105 • 112~114) 

96は坪底部か小さく、口縁部（口径16cm)が内湾するものである。境界部分は屈曲する。脚部

には 3孔 1対の透穴を穿つ105や、脚端部が内湾ぎみの112~114などが対応すると思われる。脚部

径は11~15cmを測る。

高杯N （第40図137~139・第52図97• 98 • 106) 

杯部か逆台形の小型高杯である。屈曲か明瞭で口縁部が外反する97• 98 • 137と、屈曲かやや不

明瞭な138• 139（内湾している）かある。 98の外面屈曲部には刻目が施されている。脚部は大き

くラッパ状に開く 139と、脚端部のみ大きく開く 106かある。口径11~14cm、脚部径15~16cm(139

の器高は10.6cm) を測る。

なお、円錐状（わずかに外反する）の脚部をもつ第40図148~149は、 III類またはN類に関係す

るものと思われる。

高杯V （第52図99)
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ロ径14.5cmを測り、外反する口縁部は比較的短い。小片のため詳細は不明である。

高杯VI （第40図140)

脚部径12.1cmを測る。基本的にはラッパ状に開くが、脚下位で屈曲するものである。杯部を欠

いている。

(4) 器台形土器 （第41図162~166·第42図•第53図121~132)

器台形土器は、比較的完器に恵まれているため、それらをもとに 5小形式に分類した。器面の

調整は、高杯型土器と大差かない。

器台 I （第42図167• 168) 

ラッパ状に開く脚部と、大きく外上方へのびる受部をもつものである。受端部は面取りされ、

沈線 (1条）が巡っている。受部径17~20cm、脚部径11~14cm、器高10~13cmを測る。

器台II （第41図164• 166 ・第53図121)

外反する脚部に、上段の短い有段状の受部をもつものである。 121• 164の外面受部上段には擬

凹線文が施されるが、ヘラ研磨によって大部分消されている。166は外面・内面受部が赤彩されて

いる。受部径19~24cm、脚部径13cm、器高16cmを測る。

器台III （第41図162• 163 • 165) 

脚部と受部は、それぞれ有段状を呈し外反するものである。 162の内面受端部・ 163の外面と内

面受部は赤彩されている。受部径25cm、脚部径13cmを測る。

器台W （第42図169~175)

受部径約 8cm、脚部径9~13cm、器高 6~8 cmを測る小型器台である。脚部はラッパ状に開く

が、外反する174と、あまり外反しない169• 170がある。受部は内湾し端部を丸く仕上げているが、

169 • 170は内湾度が小さく、 171• 172は大きい。 2段に透穴を穿つ173の外面は赤彩されている。。

器台V （第42図177~180・第53図122~124)

体部に雨（涙）滴形透穴を穿つものである。いわゆる装飾器台であるか、有段の脚と受端部に

垂下帯をもつ器台に、有段状の鉢が結合したものと考えられ、結合器台（器台結合鉢）と呼称し

たい。 179は口縁部外面に擬凹線文（13条）を施したもので、 180は垂下帯に雨滴形透穴（逆立形

のみ、 10個）をもっている。 177• 179の（体部）内外面、 123• 180の外面は赤彩されている。ロ

径16~20cm、受部径12~18cmを測る。

このほか、特に分類しなかった脚のうち、有段の第53図125• 128 • 129は、III類かv類のもので

あろう。ラッパ状の第42図176・第53図130は、それぞれ 1小形式となる可能性がある。第53図12

7 • 128は類例に乏しい。第53図131はN類のものとも考えたが、つくりがやや大きい。第53図 132

は高坪形土器としたほうが適切かもしれない。

(5) 鉢形土器 （第43図182• 185~187 • 189 • 192 • 193 • 196 • 200~202 ・第44図205• 206• 第

54図133~139• 143~147 • 153 • 154 ・第55図155~160• 163) 

鉢形土器は、器形差を根拠に、機能差を考慮しながら 6小形式に分類した。器面はヘラ研磨・

（横）ナデによって仕上げるものが多いが、ハケ・ヘラ削りなどの手法も用いられる。

鉢 I （第43図189・第54図133~136)
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有段口縁鉢である。擬凹線文を施す133• 134 • 189と無文の135• 136（口縁体が短い）がある。

体部は最大径を胴中位～上半部に置き、下面がやや凹む平底をもつ。器面は（横）ナデ・ハケ・

ヘラ削りによって調整している。 ロ径10~13cm、底径 l~2 cm、器高 9~10cmを測る。

鉢II （第43図182• 185 ・第54図137~139)

内湾する体部と外反する口縁部をもつものである。境界部分は屈曲し138は稜をもつ。口径 9~ 

20cmを測る。 182はやや小型（器高5.3cm、内外面赤彩）、 139はやや大型である。

鉢III （第43図186• 187 • 193 ・第54図153• 154 ・第55図155~158• 160) 

口縁～体部が内湾するものである。 155• 186は、体部中位か屈曲し口縁部はやや外反する。160

• 193は、 ロ径のわりに深く椀状を呈する。 193は平底、 160は短い脚台をもつ。 153• 154は、口縁

部がゆるやかに内傾し、平底である。155の外面は赤彩されている。器面は外面をヘラ研磨、内面

をヘラ研磨・ヘラ削りなどによって調整している。小型の153(口径・底径ともに3.3cm、器高4.8

cm)除くと、 ロ径11~15cm、底径 5cm・器高 7cm前後を測る。

鉢N （第43図196• 200~202 ・第55図159• 163) 

台付鉢である。 196。202は有段口縁系（202の口縁部は短い）、他は外反する口縁部と体部との

境界部分が屈曲するものである。 201は屈曲部に刻目かみられる。 159• 200は把手(1個）をもち、

200は外面口縁部に擬凹線文 (3条）を施している。 口径 8~l7cmを測る。

鉢v （第43図192・第54図143~147)

底部穿孔鉢である。 口縁部は不明瞭な水平面取りを施し、体部は砲弾形である。平底の143• 
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144 • 146と尖底の147• 192がある。器面は外面をハケ・（横）ナデ、内面をヘラ削り・ （横）ナ

デによって調整している。口径15~18cm、底径 l~9 cm、器高10cm前後を測る。

鉢VI （第44図206)

口縁～肩上位に、 1対の馬蹄形（逆U字形）の把手をもつ大型鉢である。体部最大径を胴下半

部に置く。器面はヘラ研磨・ヘラ削りによって調整している。口径29.3cmを測る。

他に、端部付近に孔（径1.3cm) をもつ小片（外面赤彩）か出土している（第44図205)か、鉢

形土器かどうかも含めて、器形は不明である。

(6) 小型士器 （第43図181• 183 • 184 • 188 • 190 • 191 • 194 • 195 • 197~199 ・第44図207・ 第

54図140~142• 148~152 ・第55図161)

(1)~(5) • (7)のどの器種にも属さない小型土器は、手捏ね土器などの文字通り小型品と、紺形土

器などの精製された小型品を含む。 7小形式に分類した。

小型土器 I （第43図197~199)

小型（丸底）用である。 197は不明瞭な平底（径2.6cm)で、 199はつくりかやや大きい。器面は

ヘラ研磨されている。

小型土器II （第43図188)

口径13cm、器高7.1cmを測る、内湾丸底の小型土器である。体部と短い口縁部との境界は屈曲す

る。器面は薄く、ヘラ研磨か施されている。

小型土器III （第55図161)

ロ径9.2cmを測る、「くの字」口縁系の小型上器である。器面はヘラ研磨・ナデ調整されている。

体部は球形に近く、壺VIII顆との関連に注目しておきたい。

小型土器w （第43図181・第54図140)

口径 9~10cmを測る有段口縁系（内面では「くの字」状）の小型土器である。181は擬凹線文を

施している。体部は肩か張らない。器面はヘラ研磨・ナデによって調整している。

小型土器V （第43図194• 195) 

ロ径 7cm、脚台径 5~8 cm、器高11cm前後を測る、脚台付の有段口縁系（内面では「くの字」

に近い）の小型土器である。 194は体部か縦長、脚台か内湾ぎみ、 195は体部か横長、脚台か外反

し、面をもつ。器面はヘラ研磨・ナテによって調格され、ともに外面は(194は内面口縁部も）赤

彩されている。

小型土器VI （第44図207・第54図141• 142) 

ロ径10.4cm、器高8.6cmを測る尖底の小型上器である。口縁部は内湾ぎみとなる。器面はハケ。

ヘラ削り・ヘラ研磨・ナデによって調整している。

小型土器VII （第43図184・第54図148~152)

ロ径4~8 cm、器高 3~5 cmを測る手捏ね土器である。 150• 151は平底台形を呈し、他は内湾

している。器面はナデのはかハケ・ヘラ研磨によって調整している。

このはか、擬凹線文を施した有段口縁系の第43図183(口径6.2cm、器高6.6cm)、無頸の第43図

191 (口径6.5cm、器高7.8cm)、小型土器v類に似た（ただし脚台はもたない）第43図190（頸部に
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1対の孔をもつ、口径7.8cm、器高8.2cm) も小型土器とした。

(7) 蓋形土器 （第44図208~224・第55図164~178)

蓋形土器は、体部・鉦部・ロ縁部の形差をもとに 9小形式に分類した。体部が直線的にのびる

か（やや）外反するものを 1~VI類とし、内湾するものをVII• VBI類とした。 IX類は口縁部形が特

殊なものである。第55図168• 169 • 173の器面に一部ハケ状具痕がみられるほかは、主にヘラ研

磨・（横）ナデによる調整が施されている。第44図211• 217 ・第55図167• 176は赤彩品である。

蓋 I （第55図177)

ロ径16.7cm、器高7.2cmを測る大型蓋である。体部は直線的にのび、紐部上面は凹む。

蓋II （第44図208• 209 • 212) 

外反する体部をもち、紐部上面は凹み、端部は面取りされている。209は器面に煤・炭化物が付

着している。 212はやや小型（口径9.4cm、器高4.2cm)である。

蓋III （第44図218• 219 ・第55図165)

ロ径8~9 cm、器高 4cm前後を測り、口径と器高に比較して鉦部（径4cm前後）が大きいもの

である。体部は219が内湾ぎみ、218がほぼ直線的、 165は外反している。鉦部上面は凹む。165は両

端が面取りされている。

蓋N （第44図215• 216) 

ロ径 7~8 cm、器高 3cm前後を測り、口径に対して器高の低いものである。体部はほぼ直線的

にのび、鉦部上面は凹む。口端部は面取りされている。器面は全体的に厚い。

蓋V （第44図210• 213 • 214 • 217 ・第55図169~172)

ロ径 9~13cm、器高 3~5 cmを測る。 1顆～N類以外の鉦部上面か凹むものである。体部は外

反するものが多いが、 169は内湾ぎみである。鉦端部を先細りに仕上げる210• 214と、丸く仕上げ

る170• 172、及びその中間的なものがある。169• 170 • 217の口端部は面取りされている。法量的

には210かやや大型で、 171• 172 • 213は口径に対して器高が高い。

蓋VI （第55図166• 176) 

口径 9~llcm、器高 4~6 cmを測る。体部はほぼ直線的にのび、鉦部上面はあまり凹まない。

176は口径に比べて器高が高い。

蓋VII （第44図220~222)

体部が内湾し鉦部か凹むもののうち、口径に比較して器高の低いものである。 220• 221の口端

部は内側へゆるやかに屈曲する。221の鉦部はやや小さく、端部は反転したうえ面取りされている。

二 こ1 こ N ニ VII

爪二汽二こ｀ニミミVI
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ロ径11~12cm、器高 5~6 cmを測る。

蓋VIII （第55図167• 168 • 173~175 • 178) 

体部か内湾し鉦部か凹むもののうち、口径に比較して器高の高いものである。167の鉦部は小さ

く、 173は端部が先細りしている。 173~178の上面はやや広い平坦面をもつ。 168は端部を外側へ

引きだしたうえ面取りしている。口径 9~12cm、器高 5~8 cmを測る。

蓋IX （第44図223)

鉦部は平担（やや凸）で、体部は直線的にのびる。体部内面に短い口縁帯（やや内傾する）を

貼付したものである。体部の突出部は面取りされている。口径4.5cm、器高4.1cmを測る。

このほか、蓋形土器としては、小型品である第44図211・第55図164(164はやや粗製）、鉦部に

水平方向の孔をもつ第44図224かある。

他に、 (1)~(7)の器種に含めなかったものに、第43図203・第44図204・第55図162がある。 203は、

「くの字」状の口縁（端部面取り）をもつもので、鉢（あるいは甕）形土器とすべきであろうか。

204は無文有段口縁系のものであるか、肩かほとんど張らないなど、甕B類としては扱いにくい。

162は甕E類とも考えたか、外面をヘラ研磨している点などが特異である。

2. C 17溝出土上器

わずかな調査面積であったか、約69個体分の土器が出上している。すべて破片であり、溝の廃

絶後に捨てられたものと思われる。出上レベルに約40cm前後の高低差かあり、やや年代幅がある

ものと考えられるか、堆積層序での明確な区別は困難であった。器種別個体数は、甕形土器32点、

壺形土器10点、高杯形土器10点、器台形土器8点、鉢形土器 5点、蓋形土器 2点、その他の器種

2点である。

甕形土器（第56図 1~12 ・第57図13~18• 22~25 ・第58図26~28)

甕形土器は、擬凹線有段口縁甕（甕A類） 16点ー23.2%、無文有段口縁甕（甕B類） 2点ー2.9

％、くの字系口縁甕（甕C類） 13点ー18.9%、その他 1点ー1.4％の割合で出土した。

甕A類は C16溝出土土器で甕ANと分類したいわゆる月影式の甕である。ただC17溝出土のも

のの中には、 2 • 3のように体部径が口縁部径を大きく上まわり球胴化傾向にあるものや、 8~ 

訟のように口縁内面の強いヨコナデにより指頭圧痕を残さないものなどがみとめられ、全体的に

口縁部の外傾度が強く、体部調整がやや乱雑なものか目立つなど、典型的な月影甕と比較してや

や新しい様相を示すものが多く含まれている。しかし、退化傾向は看取されるものの、月影甕と

しての基本的な特徴は失なっておらず、月影II式土器の範疇に入れてよいものと考える。

大型の有段口縁甕13はC16溝出土土器甕BVIIと分顆したものである。口唇部の肥限と口縁帯下

端部の突出を特徴とする。甕c類の布留系甕と同期の所産であろう。

甕c顆には、 C16溝出土土器甕CVI～甕cvmとした布留系甕14~18• 23~28と、口縁端部かヨ

コナデ面取られる22がある。 22は能登の月影併行期にみとめられる甕である。布留系甕には、ロ

唇部の内傾肥厚がそれはど顕著でなく、体部ヨコハケかT寧な16• 26~28などと、肥限度か大き

く、体部調整のやや粗雑な18• 23などかあり、若干の時期差があるものと思われる。 29は布留系
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甕に伴なう山陰系の甕である。

壺形土器（第58図30~35)

30は甕A類と同形態の口縁部をもつ在地系の有段壺である。体部はハケ調整痕を残す。 31は月

影II式の主体をなす在地壺。 32の有段口縁壺は畿内系か。 33の有段直口壺は口縁帯がやや外傾し

段部の稜が不明瞭であり月影期のこの種の壺ではやや新しい傾向を示す。 34• 35は同一個体の可

能性が強く大型の台付壺。器面のヘラ研磨は入念である。

高杯形土器（第57図19・第58図38)

杯部か大きく内湾ぎみに開く 38とやや小ぶりの椀形をなす19があり、いずれも束海系と考えら

れるものである。

器台（第58図36• 37) 

いすれも小型器台で、受部かやや内湾する36は布留系甕と同時期、直線的な37はやや古式か。

小型精製土器（第57図20• 21) 

20はわずかに底部に面を残す小型壺で、いわゆる定型化した丸底紺と区別される。 21は布留式

古段階に伴なう小型鉢形土器か。

3. その他の遺構出土土器

C6溝出土土器（第59図 1~5)

C 6溝からは約200点の上器片か出土したが、すべて 2次的流入と考えられる細片で、図化した

のは 5片にすぎない。月影II式土器を主体とする。

C11溝出土土器（第59図6)

図化しえたのは甕破片 1点のみである。口唇部がわずかに内傾肥厚するくの字口縁甕で、 C16 

溝甕CVIIに近い特徴を示す。体上半部のヨコナデは丁寧である。

C12溝出土土器（第59図7)

口唇部かわずかに内傾肥厚するくの字口縁甕で、体部の張りか大きい。口縁部のヨコナデはや

や弱く、外面に指頭圧痕を残す。

C18溝出土土器（第59図8~10)

8の広口壺は北加賀では類例の乏しいタイプである。体部はほぱ球形に近く、くの字口縁のロ

唇部に面をもつ。 10は蓋形土器とも考えたか、つまみ部か大きいため、鉢とした。月影II式期。

竪穴状遺構出土土器（第59図11~13)

3点が出土しているか、すべて口唇部か内肥するくの字口縁甕である。典型的な布留式甕の影

響下の所産である C16溝甕CVIIIと共通する特徴を示す。

A8溝出土土器 （第60図 1~11)

lは高台径6.1cmの内面黒色土器で、杯の底部片である。 2 • 3の須恵器は、共に平安時代後期

の所産である。 2は高台径約10.3cmの高台坪で、 3は長頸瓶の頸部片である。胎土は共に灰色を

呈して砂粒の含みも少なく焼成も良い。 4は美濃焼の天目茶椀である。高台径は 3.6cmで高台内

の削りは弱く、外面全体に鉄化粧を施こしている。内底の釉は漆黒色を呈して薄い。 5~ 7は唐＇
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津系陶器である。 5は高台径5.6cmで、畳付以外を全面施釉したもので、釉下には草文が描かれて

いる。色調は内外面共に灰色を呈して、胎土は暗灰色を呈する。 6は高台径4.8cmで、 5と同様に

畳付以外を全面施釉している。色調は縁灰色を呈して、外面にはハケによる波状文が白く描かれ

ている。 7は口径14.4cm、高台径 7cm、器高4.9cmの鉢で、口縁部を外面に折り返している。釉は

オリープ黄色を呈して、体部下半まで施され高台近くは釉か削り取られている。素地は灰色を

呈して、堅緻である。 8 • 9は珠洲焼の甕である。 8は玉縁状の口縁を呈して、外面の叩きは 3

cm当り 8条程と荒い。 9は口縁端部が面取りされ、外面の叩きは比較的密である。共に胎土は灰

色を呈するが、 9の焼成は不良である。 15世紀頃の所産と考えられる。 10• 11は越前焼の甕の底

部片と播鉢である。 11は底径10.2cmで、内面の卸し目は10本単位で、右回りに施されている。胎

土は赤褐色を呈して、砂粒の含みが少ない。

All溝出土土器（第60図12~16)

12は底径14.5cmで、底にスダレ状圧痕が残る。調整は外面が荒いハケで、内面はナデによる。

胎土は荒く、色調は暗黄橙色を呈する。 13は越前焼の甕の口縁部片である。色調は内外共に淡黄

褐色を呈して、焼成は不良である。胎土は砂粒の含が少ない。 14は口径10.6cmの青磁の香炉であ

る。口縁部は内へ折り返えした後に上端を押えている。体部には内外共にロクロ目を残している。

釉は灰色に近く気泡の含みか多いか、口縁内面までに施こされている。素地は灰白色で堅緻であ

る。 15は唐津系陶器の鉢である。高台径 9cmで、茶褐色の釉が薄く施こされている。素地は底部

が灰色で砂粒の含みが多くて、体部は灰色で砂粒の含みが無く堅緻である。焼成は不良である。

16は珠洲焼の播鉢である。内面の卸し目は 9本単位で、間隔をおいて施されている。底には糸

切り痕が残る。胎土は橙褐色を呈して密である。焼成は良好である。

Cll • 8溝出土土器（第60図17• 18) 

17はC1溝から出士した珠洲焼の片口鉢である。口径は約26.3cmで、口縁部の内側を少し引

き出している。ロクロ目は内外面とも弱いながらも残っている。胎土は灰色を呈して、堅緻であ

る。焼成は並である。 12世紀後半の所産であろう。 18は唐津系陶器で、高台径4cmの碗である。

外面は高台近くまで淡灰色の釉が施されるが、内面は緑灰色の釉を施した後に、内底部を蛇目

状に削り取っている。素地は灰色を呈して少し荒い。

19は青磁の碗で、高台径4.7cmを計る。外面には鏑蓮弁が巡り、オリープ灰色の釉が高台畳付ま

でに施こされている。外底には砂が付着している。素地は灰白色で、気泡の含みが多い。

なお、包含層出土土器の中で、中・近世陶器（第61図14~17)は4点図示されている。 14は加

賀古陶の甕で、 15は唐津系陶器、 16は珠洲焼の壺、 17は土師質の灯器である。特に16は12世紀後

半頃のものと考えられる。

4. 包含層出土遺物（第61図 1~18!) 

1 ~ 9は包含層出土として取り上げたが、ほとんどがC16溝上面より出土したものである。 1

は体部に入念なヨコハケを残す。 2はタタキ痕を残す甕体部片。 4の有段口縁壺は口縁帯に竹管に

よるスタンプ文を連続して施す。 7は東海系の高杯であるか，杯部が大きく発達しており、 C16溝
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高杯Wより一段階新しいタイプで布留系甕に共伴するものであろう。 5は月影II式の高杯。 6は

蓋形土器となる可能性もある。 9は手捏ねによる雛形土器の蓋。

10~13は須恵器杯および杯蓋で、 10は古墳時代後期の所産。 14~17は中近世陶器類で、 17は土

師質士器、灯器に使用したものであろう。 18は寛永通宝。

5. その他の土器（第62図）

月影 I• II式土器に先行する時期の所産と考えられる土器類をその他の土器として一括した。

1 ~11はC16溝出土、他は包含層出土である。 1は口縁帯に 2条の凹線か施され、体部にタタキ

痕を残す甕である。 タタキ痕は比較的粗く右下り、内面肩部はナデ上げられ、指頭圧痕を残す。

畿内第N様式甕の影響下に在地で製作された甕と考える。 4 ~6 • 8 • 11とほぼ同期の所産と考

えられ、 7 • 9 • 10 • 14はやや先行するものと思われる。 11の高杯は戸水B式土器に類例か求め

られる。 12• 13は中期初頭におかれる柴山出村期の所産と考える。 12は北陸ではほとんど類例は

なく、北九州地方との関連性か強いと思われる。

□□ 
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II 石器と木器

1. 石器と石製品

本遺跡から出土した石器は総数 8点を数え（第 2表）、器種としては打製石斧・磨石・敲石・砥

石か確認された。出土状態については打製石斧 1点がD116区の包含量から出土しているほか、他

の 7点すべてがC16溝から検出され、時期的には月影式～布留式に属するものである。また、石

製品では管玉と勾玉が出土し、総数 8点である。

第2表 石器一覧表 〔単位はcmおよぴg. ( )を付したものは現存値を示す〕

遺物 石器名 出土地点 層出 土位 遺存
石 質 長 さ 幅 厚さ 重 さ

挿図
番号 状態 番号

S 15 打製石斧 D116区 包含層 完形 火山礫凝灰岩 18.4 7.5 2.6 507.4 63-1 
S 11 打製石斧 C 16溝 下層 完形 角閃石安山岩 21.5 10.8 3.2 1020.0 2 
S 18 打製石斧 C 16溝 下層 完形 火山礫凝灰岩 17.6 11.0 3.1 635.5 3 
S 14 磨 石 C 16溝 下層 完形 石英安山岩 9.3 6.9 3.0 280.3 4 
S 17 敲 石 C 16溝 上層 1/4欠 凝灰岩 (10.0) 10.6 4.7 (617.5) 5 
S 16 敲 石 C 16溝 覆土 完形 安山岩 11.5 10.3 7.7 1240.0 6 
S 13 砥 石 C 16溝 上層 完形 緑色凝灰岩 7.6 8.8 6.0 827.3 7 
S 9 砥 石 C 16溝 上層 欠損 緑色凝灰岩 (11. 9) (8.0) 4.5 (517.9) 

打製石斧 3点出土した（第63図 1~ 3)。同図 1は形態的にはいわゆる撥形を呈し、頭部から

刃部にかけて幅広となり、側縁部はほぼ直線的である。打製石斧の機能は一般的に土掘り具とし

て認められているが、その機能と最も密接に関係があると考えられる刃部の形態は直刃をなして

いる。また、側縁部においては刃部から胴部中央付近の高さまで使用によるものか磨痕が認めら

れる。同図 2もいわゆる撥形としてとらえられるものであり、側縁部がゆる＜内曲する形態を呈

している。長さが20cmを越え、重さも 1000gを越える大形品である。刃部ではやや刃こぽれをお

こしており、その形態は明瞭でないが刃縁がゆるく外湾する形態のものと推測される。同図 3は

側縁部が強くくびれるいわゆる弱分銅形をなし、こうした＜ぴれ部は打製石斧を柄に緊縛する時

の紐がかけられた範囲を示しているものと思われる。＜ぴれ部の幅は5.5cmである。これら 3点の

打製石斧はいずれも表面片方に自然面を残しており、河原石を素材としてそれから剥片をとり、

調整を加えて製作されたものと考えられる。 3点から本遺跡の打製石斧の平均的な法量を求めて

みると、長さは17.5~21.5cm、幅は7.5~11.0cm、厚さは2.5~3.2cm、重さは500~1000gに分布

している。打製石斧は着柄して使用されたと推測され、胴部のくぴれ部幅やくびれていないもの

については胴部の最も細い部分の幅が柄の幅と関係あるのではないかと考えられることから、こ

こではその部位についても計測してみた。第63図 1~ 3はそれぞれ5.7cm、7.lcm、5.5cmとなり、

5.5~7. lcmに分布して比較的数値がまとまっている。石質としては、火山礫凝灰岩・角閃石安山

岩などの岩石が利用されている。

磨石 C 16溝下層から 1点出土した（第63図4)。周縁部を除いて両面ともに磨耗痕が認められ、

その程度は著しい。石質は石英安山岩である。

敲石 C 16溝から 2点検出された（第63図5 • 6)。同図 5は凝灰岩の円礫の両面に敲打痕と磨

耗痕を、周縁部に敲打痕をもつものである。上・下面ともに表面中央部の敲打痕は推定長径8cm、

短径6.5cmの楕円形をなし、中心部に向って深くなっており、凹みの最深部は表面から約1.5cmで
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る。磨耗痕はこの敲打痕をとりかこむようにして周囲にめぐっている。周縁部には敲打痕のほか、

タール状付着物か帯状に長さ 10cm、幅2.5cmにわたって付着している。同図 6はほぼ全面に磨耗痕

が認められ、下面には 4X 5 cmの楕円形の平担面がみられ、この部分か特に著しい。敲打痕は上

面にアバタ状のものがみられ、その広がりは直径 4cmの不整円形を呈しており、周縁部にみられ
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第 63 図石器実測図
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るものは軽い敲打痕を残す程度にとどま っている 。周縁部においては長さ 7cm、幅 3cmにわた っ

て帯状にタール状付着物がついている 。石質は安山岩である 。

砥石 C 16溝上層から 2点出土しており （第63図 7)、両者とも粗粒の緑色凝灰岩である 。同図

7は 5面に磨り面が認められる 。上面は全面的に平滑に磨かれており、短い筋状の痕が 5本みら

れる 。下面では図示はされていないが、鋭い鉄製品でも砥いだだめであろうか、幅 2mm、長さ 5

~7  cmの 3条の溝が走っており、側面でも同様な溝が 2条認められる 。

第3表 管玉一覧表 （単位はmmおよぴg. ( )を付したものは現存値を示す〕

遺物 出土地点 層出 位土 闘 石質 長さ 直径 上孔 下孔 重 さ
挿図

番号 番号

1 不明 不明 完形 緑色凝灰岩 25.0 6.5 2.5 2.3 1. 3 64-1 
2 不明 不明 欠損 フリ ント (13.5) 6.5 (2.0) 2.0 (1.0) 2 
3 C 16溝 上層 完形 緑色凝灰岩 16.4 6.1 2.4 2.5 0.8 3 
4 Kl08区 地山直上 完形 緑色凝灰岩 9.5 3.0 1.1 0.8 0.2 4 
5 1106区・ C16溝 覆土 完形 フリント 8.0 2.5 1.4 1. 9 0.1 5 
6 I 109区・ C6溝 覆土 完形 緑色凝灰岩 23.0 5.0 2.5 2.5 0.9 

履冒—-『『◎り
⑤ ◎ 4 0 5 こっ

⑨ 
R 四〕6 7 2 3 

1 

゜
5 cm 

第 64図 管玉 ・勾玉実測図

管玉 6点出土している （第 3表、第64図 1~ 5)。出土状況については、 C16溝から 2点出土

し、時期的には月影式～布留式に伴うものである 。C6溝からも 1点出土しており、これは月影

式的に属するものである 。また、 K108区からも 1点出土しており、出土地点・出土層位不明が 2

点ある 。管玉は大きさか ら2群に分けられ、ひとつは長さ 15~25mm、直径5~6.5mmの 1群であり

（第64図 1~ 3)、もう 1群は長さ 10mm以下、直径 3mm以下のものである （第64図 4 • 5)。前者

では孔の大きさが2~2.5mmであるのに対して後者では 1mm前後とな っている 。石質は淡緑色で細

粒の緑色凝灰岩と深緑色のフリ ントであり、これら石材を利用して製作されている 。また、フリ

ント製の剥片が 1点出土している 。

勾玉 2点出土している （第64図6 • 7)。同図 6はC16溝裂土中から出土し、月影式～布留式

に伴うものである 。光沢のある透明感をもつ緑色を呈しており、硬玉を素材としている 。稜線は

明瞭でなくて全体的に丸味をもつ。大きさは長さ 17mm、幅 9mm、厚さ 4mm、重さ1.7gを測る 。上

孔の直径3.lmm、下孔はl.4mfnであり、上面から下面に向けて一方から穿孔されている。孔に糸を

通して垂らすと尾の先端か約 2mm頭部より前に出る。同図 7はC 6溝から検出されたものであり 、

時期は月影式期と 考えられる 。頭部がやや欠損しており、現存長14mm、幅 6mm、厚さ 3.5mmを測
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る。灰色味を帯びた乳白色を里し、石英質の石材から製作されており、背部では丸味があるか、

腹部では稜線かはっきりしている。上孔は1.7mm、下孔は0.8mmでこれも上面から下面に向けて一

方向から穿孔されている。

第4表 弥生時代～古墳時代前期の打製石斧出土遺跡一覧表

遺跡
遺 跡 名 時 期 総数 文 献

番号

1 七尾市万行赤岩山遺跡 弥生終末 1 土肥1983

2 七尾市国分高井山遺跡 弥生終末 1 土肥1984

3 押水町竹生野トリゲ山遺跡 弥生中期 1 谷 1976

4 金沢市戸水c遺跡 弥生後期 2 平田 1976
栃木1983

5 金沢市無量寺 B遺跡 弥生 中期～後期 1 出越1984

6 金沢市金石東遺跡 弥生終末 戸澗1982

7 金沢 市 寺 中 遺 跡 弥生中期 4 宮本1977

8 金沢市畝田・寺中遺跡 古墳前期 4 楠 1984a ， 金沢市 戸 水 B遺跡 弥生中期 1 湯尻1975a 

10 金沢市南新保三枚田遺跡 弥生中期～後期 1 枡南 1984 b 

11 金沢市南新保 D遺跡 弥生終末 1 宮本1981

12 金沢市西念・南新保遺跡 弥生中期～終末 7 山崎1983

13 金沢市北安江遺跡 弥生終末～古墳前期 3 

14 金沢市下安原海岸遺跡 弥生中期～終末 4 橋本1975

15 金沢市古府クルピ遺跡 弥生後期～終末 1 増山 1984

16 金沢市八日市ヤスマル遺跡 弥生後期～終末 4 i青＊1975

17 金沢市額谷ドウシンダ遺跡 弥生後期～終末 4 出越1984

18 松任市宮永遺跡 弥生終末 中島1978

19 松任市徳光ヨノキヤマ遺跡 弥生 中期～後期 2 高 1976

20 野々市町上林遺跡 弥生中期 18 i易尻1975b 

21 野々市町御経塚ツカダ遺跡 弥生終末 4 吉田 1984

22 辰口町高座遺跡 弥生終末 3 中島1978

23 小松市高堂遺跡 弥生終末 8 戸澗1982

゜

小結 北安江遺跡から月影式～布留式期に属する打製石斧が 3点出土している。石川県内では

打製石斧は縄文時代中期前葉以降に一般的な石器であり、本遺跡のように弥生時代～古墳時代前

期の時期に属するものか出土している遺跡かみられる。これらの集成を通じてこの時期の打製石

斧の様相について概観してみることにする（第 4表）。

弥生時代から古墳時代前期の打製石斧は製作技術からみると縄文時代のものと同一系譜上にあ

る。これらか出土する遺跡の地理的分布についてみてみると、北は七尾市万行赤岩山遺跡（土肥

1983) から南は小松市高堂遺跡（戸澗1982) までの間に23遺跡が分布している。特に集中する地

域は 2地域あり（第65図）、ひとつは犀川と浅野川にはさまれた両河川下流域であり、金沢市北安

江遺跡など10遺跡がみられる。もうひとつの地域は手取扇状地で野々市町上林遺跡（湯尻1975)

など 7遺跡認められる。時期的には弥生終末月影式に伴うものが多いという傾向にある。また、

時間的に弥生終末月影式～古墳前期まで打製石斧か残り、しかもそれか集中している地域は全国

的にみても類例か少なく、金沢平野での当該期の大きな特色のひとつということかできるであろ

つ。

次に第 4表の23遺跡から出土した75点の打製石斧のうち大きさの測定可能な33点について法量

をみてみると；一般的に長さは13.5~18.5cm、幅4.5~8cm、厚さ 2.5~4cm、重さ400~700gで

ある。そして纏文晩期後半のものよりもやや大形化している。また、なかには20cmを越えるよう

な大形品もみられ、特に辰口町高座遺跡（中島1978)や野々市町御経塚ッカダ遺跡（吉田1984)

の例のように25cmを越えるものもみられる。
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第 65図 金沢平野における打製石斧出土遺跡分布図（番号は第 4表参照）

引用文 献

正勝・南 久和•他(1984 a)金沢市文化財紀要42『金沢市畝田・寺中遺跡』 金沢

•宮本哲郎（ 1984 b)金沢市文化財紀要45『金沢市南新保三枚田遺跡』 金沢

清水庄吉・宮岸久司 (1975) 「金沢市八日市ヤスマル遺跡出土の遺物」 『石川考古学研究会々誌』 18

頁 金 沢

高 一男(1976) 『松任市徳光ヨノキヤマ遺跡』 金沢

谷 幸信・西野秀和 (1976) 「羽昨郡押水町竹生野トリゲ山遺跡」

金沢

出越茂和（1984)金沢市文化財紀要44『金沢市額谷ドウシンダ遺跡・金沢市無量寺B遺跡（ II)』

土肥富士夫•他 (1983) 『万行赤岩山遺跡』 七尾

(1984) 『国分高井山遺跡』 七尾

栃木英道・戸澗幹夫•他（ 1983) 『金沢市戸水C遺跡』 金沢

戸澗幹夫 (1982) 『高堂遺跡ー第III次発掘調査概報ー』 金沢

中島悛ー・浅田耕治 (1978) 『辰口町・高座遺跡発掘調査報告』 金沢

橋本澄夫・荒木繁行 (1975) 「金沢市下安原海岸遺跡の第 I次調査」 『石川考古学研究会々誌』 18

金沢

平田天秋・東四柳史明 (1976) 『金沢市・戸水c遺跡発掘調査概報』 金沢

増山 仁・楠 正勝•他 (1984) 金沢市文化財紀要47 『金沢市埋蔵文化財調査年報』

宮本哲郎（1977)金沢市文化財紀要11r金沢市寺中遺跡』 金沢

•他 (1981) 金沢市文化財紀要26 『金沢市南新保 D 遺跡』 金沢

山崎智男•宮本哲郎•他（ 1983) 金沢市文化財紀要40 『金沢市西念・南新保遺跡』

湯尻修平・塚野秀章•他 (1975 a) 『金沢市戸水B遺跡調査報告』 金沢

・ -(1975b) 『安養寺遺跡群（上林地区）調査報告』 金沢

淳(1984) 『御経塚ツカダ遺跡発掘調査報告書 I』 石川県野々市町

楠

『石川考古学研究会会誌』 19

吉田

93~96 

71~79頁

金沢

e 
9~35頁

金沢

金沢
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2. 木器と木製品

本遺跡で確認された木器・木製品は76点であり、これらの木器・木製品には各種多様な用具が

含まれており、機能・用途の不明確な資料も多い（第 5表）。 1号掘立柱建物の柱穴内出土の礎板

を除いたほとんどの木器・木製品は溝から土器片とともに出土した。 17号溝・ 18号溝からはそれ

ぞれ l点出土したにとどまり、他のほとんどすべてのものが16号溝から出土し、時期的には月影

式～布留式の所産である。なお、資料の樹種同定はおこなわれていない。木器・木製品では必要

最低限の報告事項であるにもかかわらず、県内では樹種同定・報告された例はほとんどないとい

った状況である。木取りについては奈良県天理市布留遺跡の報告（金原1981) を参考にした。

穂摘具形木製品 C 16溝から 1点出土している（第66図l)。およそ 1/3ほど欠損しており、現

存値では長さ5.5cm、幅12.6cmである。樹種同定されていないため体積に比重をかけて重さを測定

することはできないが、いくらか水分を含んだ状態での重さは46.1gを測る。形態的には三日月

形を呈し、刃部は直線的であり、その断面においては約40度の角度をもつ刃となっている。孔

は両面からあけられており、上面からは1.3cm、下面からは0.4cm穿孔されている。:JLの部分が欠

損していてその直径は正確には測定できないが、約 5mmと推測される。このほかにも表面には錐

状工具で穿孔されたと考えられる孔が、上面には 7箇所、下面には 9箇所観察でき、貰通してい

るものはわずか 2孔だけである。これらの孔の直径は 1~4 mmと大小さまざまである。背部には

加工による稜線が薄く残っているが、全体的には丸味を帯ぴてなめらかな曲面を描いている。ま

た折れた後に折損部を鉄器か何か鋭利な刃をもつもので荒く削り取り、部分的に丁寧に調整して

仕上げ、断面が丸味を帯ぴた三角形になるようにして刃部を作り出している。そのため刃縁は刃

部中心付近で折れて160度の鈍角をなしている。県内の庖丁形木製品の出土例は金沢市近岡遺跡 5

点（戸澗1984)、羽咋市吉崎次場遺跡 l点（福島1983) の合計 6点を数える。このうち次場遺跡の

ものは木取りは本柾目材で刃部と表面の年輪の線は45度の角度をもつように加工されているのに

対し、本遺跡の例は本柾目材であるが刃部と表面の年輪の線とが平行するように加工されている。

本遺跡で穂摘具形木製品としたものは、一般の石庖丁形木製品と比較して形態、穿孔方法、木取

りと加工方法などにおいて相違点があり、それらと同一の機能・用途を有する木製品とすること

ができない可能性もあり、今後資料の増加を待って検討したい。

鍬鍬身から剥離した舟形突起である（第66図2)。長さ 13.9cm、幅5.9cm、厚さ3.0cmであり、

柄の挿入部分は長径4.4cm、短径2.6cmの楕円形を呈している。鍬身と柄の装着角度はこの突起部

分から推定する限りにおいては約50度の角度をなす。板目材 Iの木取りである。

すりこぎ状木製品 1点出土（第66図3)。辺材。折損しており、現存長は16.7cm、幅・厚さと

もに4.2cmである。先端部分は丸く作り出され、鉄器のエ具で加工されたような痕を有しており、

稜線はやや磨滅して余り明瞭ではない。

火鑽臼 2点出土した（第66図4 • 5)。2点とも断面が四角形を呈し、表面に荒い加工を残し

た棒材の辺材を利用している。焼け焦げた跡のある円孔に関しては、第66図4では 1箇所だけで

あり、直径 1cm、深さ0.5cm、断面形態は半円というよりはむしろ隅丸の五角形といった状況で

中心部が少しばかりへっこんでいる。第66図5では 4箇所認められるがはっきりとしているのは
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2孔だけであり、完形の円孔の直径は1.2cm、深さ0.9cmであり、他方の欠損している円孔は推定

直径1.2cmである。

火鑽杵 1点出土したのみである。（第66図6)。欠損しており、現存長19.5cmである。先端部は

黒く焼け焦げており、この部分は直径 1cm、高さ0.4cmの半球状を呈しており、直径 1cmという太

さは火切臼の円孔のそれが1.0~1.2cmであり、ほぼ合致する数値といえるであろう。

訥孔を有した木製品 4点出上している（第67図 1~ 4)。いすれも C16溝からの検出てあり、辺

材を利用している。同図 1は長さ46.4cm、幅2.4CIJI、厚さ 2.3cmを測る完形品である。両端には周

囲をめぐるように溝状の加工を 2箇所施し、先端部から中央部にかけてややふくらみをもち、こ

の幅広となった中央部に柄孔かあけられている。この柄孔は長さ 2.3cm、幅0.9cmである。同図 2

は両端とも折れており、現存長26.0cm、幅4.6cm、厚さ3.6cmである。表面にはやや加工痕は残っ

てわずかながら稜線か認められる程度であり、断面はやや角張った楕円形の形状である。柄孔は

3 Xl.6cmの長方形を呈して下面に向ってわずかなから狭くなっていっており、この部位から上

端にかけて削られて細くなっている。また下端は段状に加工されてその部位で折れている。同図

3は上面の表面が剥離し、上端か欠けているかほぽ完形であり、長さ 24.8cm、幅2.7cm、厚さ 2.3

cmである。柄孔は中央部よりやや上にあけられており、上面では3.1X 1.5cmであるのに対して下

面では2.0X0.9cmで下面に近づくにつれて孔か狭く、細くなっている。同図 4は 3個の柄孔を 3

個もつものであり、上端かやや欠けているか長さは22.8cm、幅2.4cm、厚さは2.5cmである。柄孔

の平面形態は細長い楕円形ないしは隅丸方形を呈しており、大きさは上から順に2.1XO.5cm、2.0

X0.5cm、2.1X0.7cmである。

杓子状木製品 2点出土（第67図 5 • 6)。庫さ 6~7  mmの薄い板目材 Iをはご板形に平面形態

を整えたものである。第67図 5は長さ 17.2cm、幅6.7cmを測り、柄か接合されていたようで端部に

はそれかとれた跡かみられる。第67図 6は細長い形態を呈して両端が欠損しており、現存長24.9

cm、幅5.4cmである。

有頭棒 5点出土している（第68図 l~ 5)。辺材利用の棒状を呈するものであり、体部の断面

が隅丸方形・楕円形・円形を呈し、その一端に頭部状のかかりを作り出したものである。同図 1

は長さ62.6cm、幅2.1cm、厚さ 1.5cmを測り、同図 2は長さ59.2cm、幅2.3cm、厚さ 1.7cmを測る完

形品である。同図 3~ 5はその欠損品である。有頭棒の機能の問題としては、河川や湖沼沢地に

おいて漁網を張る時に使われた棒状の漁具としての可能性も考えられるのではないかと思われる。

棒状木製品 24点出土し、体部の断面が楕円形もしくは円形を呈するもの（第68図 6~12、第

69図 1~4) とそれか長方形ないし方形を呈するもの（第69図 5~17) に分けられる。後者のう

ち、同図 5~8  • 11の 5点は一端を削り出して尖らせており、杭状木製品とでも呼べるものであ

る。また、はとんどすべてのものか欠損品であり、完形品はわずか 1点しかなく（第68図 9）、こ

れは長さ59.0cm、幅23cm、厚さ 1.1cmであり、有頭棒の頭部か作り出されていないものという表現

もできよう。すべて辺材である。

手網 1点出土した（第70図 1)。木の幹を柄とし、 2又に分枝する枝を枠としている。柄部は

長さ38.0cm、直径1.8cmを測り、下端にいくにつれて細くなっている。また手で持ってみると長
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第5表木製品一覧表 〔単位はcmおよびg. ( )を付したものは現存値を示す〕

遺物番号 出土地点 出土層位 木取り 遺存状態 長さ 幅 厚さ 挿図番号

W - 14 C 16溝 本柾目材 欠損 5.5) (9.1) (1.4) 66-1 
w- Cl6溝 板目材 I 欠損 13.9) (5.9) (3.0) 2 
w - Cl6溝 辺 材 欠損 16.7) 4.4 4.2 3 
w - Cl6溝 辺 材 欠損 51.0) 3.3 1. 7 4 
w -34 Cl6溝 辺 材 欠損 13.8) 2.4 1. 5 5 
W - 3 C16溝 辺 材 欠損 19.5) 1.2 1.1 6 
w -152 Cl6溝 追柾目材 欠損 16.7) (5.4) (1.2) 7 
W - 6 Cl6溝 心持材 完形 10.2 1.5 1.1 8 
W - 197 Cl6溝 辺 材 欠損 (30.4) 2.8 1. 9 ， 
w -244 Cl6溝 下層 本柾目材 欠損 (8.5) 2.6 0.5 10 
w - Cl6溝 板目材 I 欠損 (15.4) 2.4 0.9 11 
w -101 C 16溝 辺 材 完形 46.4 2.4 2.3 67 -l 
W - 68 Cl6溝 辺 材 欠損 (26.0) 4.6 3.6 2 
W - 108 Cl6溝 辺 材 欠損 (24.8) 2.7 2.3 3 
W - 171 Cl6溝 辺 材 欠損 (22.8) 2.4 2.5 4 
w - Cl6溝 板目材 I 欠損 (17.2) 6.7 0.7 5 
w -47 Cl6溝 板目材 I 欠損 (24.9) 5.4 0.6 6 
W ~ 198 Cl6溝 下層 辺 材 完形 62.6 2.1 1.5 68 -1 
w -82 Cl6溝 辺 材 完形 59.2 2.3 1. 7 2 
W - 151 Cl6溝 辺 材 欠損 (54.4) 1.6 1.2 3 
W - 183 Cl6溝 辺 材 欠損 (27.1) 2.6 1 9 4 
W - 110 Cl6溝 辺 材 欠損 (24.7) 1.6 1.1 5 
W - 172 Cl6溝 辺 材 欠損 (42.8) 1.5 1.3 6 
W - 19 Cl6溝 辺 材 欠損 (38.1) 2.0 1.4 7 
W - 41 C16溝 辺 材 欠損 (56.2) 1.5 1.2 8 
W - 131 Cl6溝 辺 材 完形 59.0 2.3 1.1 ， 
W - 139 C16溝 辺 材 欠損 (19.4) 1.8 0.9 10 
W - 2 Cl6溝 辺 材 欠損 (19. 5) 2.0 0.9 11 
W - 211 C!6溝 下層 辺 材 欠損 (33.1) 2.0 1.4 12 
W - 189 Cl6溝 下層 辺 材 欠損 (24.4) 1.3 1.1 69-1 
W - 149 C16溝 辺 材 欠損 (28.7) 2.1 1.1 2 
W - 145 Cl6溝 辺 材 欠損 (38.2) 1. 9 1.6 3 
w -5 C16溝 辺 材 欠損 (14.4) (2.3) (1.8) 4 
W - 11 Cl6溝 板目材 I 欠損 (35.1) 2.6 1.8 5 
W - 176 Cl6溝 上層 本柾目材 欠損 (26.5) 2.3 1.0 6 
W - 181 C16溝 上層 本柾目材 欠損 (20.7) 3.4 0.7 7 
W - 134 C16溝 板目材 I 欠損 (15. 5) 2.5 0.7 8 
W - 136 C16溝 追柾目材 欠損 (32.9) 3.2 0.9 ， 
w - Cl6溝 本柾目材 欠損 (20. 1) (3. 0) (0. 9) 10 
W - 248 C 16溝 下層 本柾目材 欠損 (23.5) 2.9 1.3 11 
w -135 C 16溝 板目材 I 欠損 (35.8) 2.9 0.8 12 
W - 271 Cl6溝 下層 板目材 I 欠損 (41. 7) 2.4 1.6 13 
W - 265 Cl6溝 下層 辺 材 欠損 (32.6) 2.1 0.8 14 
w -177 Cl6溝 上層 辺 材 欠損 (26. 7) 2.3 0.9 15 
W - 170 Cl6溝 辺 材 欠損 (27.7) 1.6 1.5 16 
W - 133 C 16溝 辺 材 欠損 (18.4) 1. 9 1.1 17 
w - C 16溝 心持材 欠損 (50.2) 1. 9 1.8 70-1 
W - 4 C 16溝 辺 材 欠損 (15.2) 1.2) 1.1) 2 
W - 112 C 16溝 心持材 欠損 (62.0) 2.3) 1.6) 3 
W - 1 C 16溝 心持材 欠損 (25.9) 2.0) 1.6) 4 
w - C 16溝 心持材 欠損 (39.5) 1.3) 0.7) 5 
W - 30 C 17溝 板目材 I 欠損 (26.1) 6.7 0.7 6 
W - 180 C 16溝 上層 板且材 I 欠損 (20.5) (9.8) (0.8) 7 
w -182 C 16溝 追柾目材 欠損 (21.3) (10.1) (1 0) 8 
W - 167 C 16溝 追柾目材 欠損 15.3 9.5 1.1 ， 
w - Cl6溝 追柾目材 欠損 (11.5) 3.5) 0.6 10 
W - 229 C 16溝 下層 板目材 I 欠損 28.4 4.8) 0.7 71-1 
W - 24 C 16溝 辺 材 欠損 (24.6) 2. 3) (1.1) 2 
w - C 16溝 板目材 I 欠損 (20.8) 3.0) 0.9 3 
w - C 16溝 不 明 欠損 (19. 5) 2.6) 0.5 4 
W - 205 C 16溝 下層 不 明 欠損 (18.2) 6.9) 1.1 5 
w -213 C 16溝 下層 板H材 I 欠損 (23.2) 6.5) 1.3 6 
w - C 16溝 追柾目材 欠損 (10.8) 3.1) (0.6) 7 
w - C 16溝 板目材II 欠損 (11.4) 3.9) (0.6) 8 
w -7 C 16溝 不 明 欠損 (13. 7) 5.8) 1. 2 ， 
W - 243 C 16溝 板目材 I 欠損 (19.3) 6.9) 1.1 10 
w - C 16溝 本柾目材 欠損 (20.9) 4.9) 0.8 11 
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遺物番号 出土地点出士層位 木 取 り 遺存状態 長さ 幅 厚さ 挿図番号

W - 102 C 16溝 板目材 I 欠損 (21.8) 5.5 0.8 12 
w -3 C 18溝 板目材 I 欠損 (28.2) (9.4) 0.7 13 
W - 168 C 16溝 辺 材 完形 29.2 2.6 0.6 14 
W - 171 C 16溝 辺 材 欠損 (40.5) 2.0 1. 7 15 
w - P-143 追柾目材 欠損 30.0 12.0 4.8 72-1 
w- P-146 板目材II 完形 36.9 12.3 5.7 2 
W- P-159 板目材 I 欠損 (35.3) (9.0) (2.9) 3 
w- P-148 不 明 完形 32.7 16.0 4.3 4 
W- P-151 板目材 I 欠損 (33.7) 17.0 2.2 5 

さ・太さともに手頃な大きさである。枝が 2又に分枝する所より上部の幹は切り取られ、枠のつ

け根部分では刀子状工具のようなもので丁寧に削られて加工痕をとどめており、断面に年輪が観

察される。柄の体部はややわずかであるが湾曲していて表面はきれいに加工されて平滑な曲面を

なしており、先端部には平面形態か二等辺三角形をした頭部状のものか作り出されている。枠部

は一方かつけね部で折れており、他方も途中で折損している。枠部も丁寧に加工されており、直

径1.0cmを測る。

湾曲した木製品 棒状の湾曲した木製品を集めた（第70図 2~ 5)。同図 2は先端を削り出して

頭部を作り出したものである。同図 3は両端ともに欠損しており、半円形に固定化するために火

熱処理されたものであろうか、全体的に黒く焦げている。同様に同図 4 • 5も部分的に焼けて炭

化している。

有孔の木製品 孔のあけられている棒材・板材である（第71図 l~ 7)。孔数は 1~ 3個であり、

孔の直径は 1~15mmである。

その他の木製品 加工されて形の整った木製品や加工痕のある部材である。第66図 7は3/4は

ど欠損しており、本来は直径約18cmの円形になってそれに張り出し部かつく形態をとるものと推

測され、張り出し部には直径0.9cmの円孔があけられている。下面の表面か剥離している。第66図

8は細長い棒材の下端部に段をつけて先端を尖らせたものであり、長さ 10.2cm、幅1.5cm、厚さ1.

1cmを測る。第66図 9は経巻具と考えられる資料である。途中で折損し、その部分を荒く加工して

おり現存長30.4cm、幅2.8cm、厚さ 1.9cmである。端部は両側面を削り込んで高さ 2mmはどの段が

ついている。全体に粗雑な加工である。第66図10• 11は扁平薄手の板材で側縁部かくびれた形態

をなすものである。第71図8 • 9は周囲を削って丸味をもたせて円形状に仕上げたものであり、

同図14は刀子状の形態に整えられた木製品である。また、第70図 6~10.第72図10~13• 15は加

工痕をもつ部材である。

礎板 いずれも柱穴内出土である（第72図）。ピソト 143• 148 • 151 • 159は 1号掘立柱建物の柱

穴であり、同図 1 • 3 ~  5の礎板か出土している。また同図 2はピット 146内出土である。これら

の一般的な大きさを求めてみると、長さ30~37cm、幅12~17cm、厚さ 2~6  cmである。木取りと

しては板目材 I• IIや追柾目材か利用されている。

引用文 献

金原正明・嶋倉已三郎 (1981)布留遺跡研究中間報告 3 『出土木器の樹種と木取り I• II』 天理

福島正実（1983) 「羽咋市吉崎・次場遺跡」 『拓影』 l1 金沢

戸澗幹夫・栃木英道(1984) 『金沢市近岡遺跡』 金沢
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第 5章考 定
/r、

I 北安江遺跡出土の月影式土器について

ここでは、 C16溝出土上器を主たる対象とし、その他の遺構等出土土器は文末で触れることと

したい。

甕A類（擬凹線有段口縁系）は、幅広の口縁体か外傾・外反し、内面では連続的な指頭圧痕を

施し、稜をもつものが主流を占める。古府クルビ期に残存する A類相当甕の諸特徴（口縁部内外

面の「くの字」化、指頭圧痕の消失、体部の球胴化と外面のハケ調整の乱雑化など）のいくつか

にあてはまる個体はあるものの、全体としては谷内尾編年（11でいう月影II式土器の範疇で捉えら

れるものであるり口端部の外反度が小さく、倒卵形を呈する体部外面を右下りのハケ調整で仕上

げる第29図19。20などは幾分古相を示し、球形に近い体部外面のハケ調整かやや乱雑な第29図13

• 22 ・第46図14（口縁内面屈曲部か強い横ナデ調整によって大きく凹み、上位に稜をもつ）や、

第46図17• 18（口縁内面の屈曲か弱く、 「くの字」に近い）などはやや後出的な要素をもってい

る。

甕B類（無文有段口縁系）では、 1~v顆が甕A顆と同時期のものであろうり型式論的には、

口縁部の外傾・外反度か大きくなり、内（外）面の屈曲が不明瞭となる（「くの字」化が進行す

る）という点からみれば、 I → II 顆• N→ V顆という流れが考えられる。なお、 N類の第30図23

•第47図27は、口縁部を強い横ナデによって仕上げており（第30図23は外面を 2 段にナデ分けて

いる）、 V類に近い手法を用いている。

甕c額（「くの字」口縁系）では、 I~v類か概ね月影II期の所産といえよう。 II類第31図41

• 42 ・第48図39は、あまり外反しない口縁部にハケ調整痕が残り、体部内面をハケ・ナデ調整で

仕上げており、やや古相をおびる。 III類第48図46も同様の手法を用いている。また、 I類第31図

35 • 37は、金沢市南新保 D 遺跡（~)同ニロ六丁遺跡（り高松町二、ノ屋遺跡（6) などに類例を求め得るこ

とから、後出的な印象を受ける。なお、 II頚第31図43は、面取りした口縁上端に跳ねあげ状の稜

をもち、体部外面をタタキによって仕上げるものであるり淡掲色を呈し、胎土は精選され焼成も

良好であることから、搬人品の可能性がある。畿内庄内式土器（新段階）と月影II式土器との対

応関係を考えるうえで賞重な資料といえよう。

栽D類（付加状口縁系）は、地域的には能登に多く出土を見（8)北加賀では出土例はある（9)か量

的には少ないものである。

甕EII類（「 S字」状口縁系）は、金沢市南新保D遺跡凹同近岡遺跡剋同松寺遺跡四同古府ク

ルビ遺跡(13)に出土例がある。第47図35は、口縁内面の屈曲か弱く指ナデか可能であることから、

月影II期の所産といえよう（り第47図35は体部外面をハケ、内面をナデによって調整し、器壁か薄

く、胎土中に在地のものにはみられない金雲母を含むことなどから、搬入品の可能性が強い。

壺 I類では、外面頸部に突帯と刻目をもつ第49図49か月影II式土器を代表する形式である。第
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35図80• 81 • 88 ・第49図54は、口縁部の外傾・外反か弱く、口端部もあまりのびす、やや古相を示

している。壺II類は、いわゆるパレス＝スタイルの壺である。外上方へ内湾ぎみに広かる（無段

の）口縁をもつものは、愛知県一宮市元屋敷遺跡(15)に類例かみられる。全体的につくりか丁寧

であることから、第37図104は月影II期の所産と考えておきたい。外面口端部に平行櫛描文と山形

文をもつ第36図102は、壺II類同様東海地方(16)に顆品かみられ、“Ifク土器といわれる小型壼である。

壺II類第37図104と同時期のものであろう。壺N~VI類は、タイプは異なるか、月影期によくみら

れる広口壺である。口縁部の外傾・外反か強いものか主流を占める。壺IX類は細口（頸）壺であ

る。脚台付のものが多い。壺X顆は無頸壺である。肩部に 2孔一対の孔を穿つ小型の第50図69は、

南新保D遺跡Ilnなどに類例かみられる。壺W~V・IX・ X類は月影II式土器として大過あるまい雙

たたし、壺IX類第37図107・第50図62は口頚部か長く、法仏期の器形か月影期に一部継承されたも

のと考えておきたい。

高杯 I• II類は、系譜的には法仏期以前に遡る。谷内尾氏は、弥生時代後期～末期の高坪に関

して、その新旧関係をみるメルクマールとして、杯部の体部長と口縁部長の比をあげられている。

すなわち「法仏 I式においては 2対 1、法仏II式においては 3対 2、月影 I式期においては 1対

1あるいは口縁部かやや長い、月影II式期においては口縁部か体部長をはるかにうわまわるのを

一般的な碁準とする」］91C 16溝出土高杯 I• II顆の同比は（内法で） 1: 1~1.4程度であること

から、月影期の所産といえよう。ところで、杯部が有段（鉢）状を呈する高杯II類は、 「有段浅

鉢の出現と密接な因果関係のもとに創成された器種」 (20)であり、杯部が屈曲するだけの高坪 I類と

は「系譜上異なる形式に大別される性格のもの」(21)である。高杯II類に相当する月影期の類例をみ

てみると、辰口町高座遺跡出土高打綱（月影 I期）は、口径27cm、脚部径15cm、器高18cm前後を測

り、口径と杯部の深さの比は 4: 1程度、南新保D遺跡出土高杯(23)（月影II期）は、口径18cm、脚

部径1lcm、器高13cm前後を測り、同比は 3: 1程度である。両者の差異は、前者にたいする後者

の全体的な法量の小型化と、坪部の相対的な深杯化（口縁部の外傾度か小さい）といえよう。 C

16溝出土高杯II類は、大型の第39図133を除けば、口径16~25cm（平均20cm) を測り、法量的には

後者に近く、杯部の深いもの（第39図130• 131 ・第51図93• 94 ・第52図95など）か多いが、深杯

化かあまり進行せず、主として口縁部ののびを強調するもの（第39図 126• 第51 図88~90など）も

少なくない。これは同一型式内の時期差（浅恥→深坪・外傾大→外傾小）と理解しておきたい尼41

なお、大型（口径31cm)の第39図133は、有段脚をもつ可能性もあり、古相を示すものといえる。

高杯III類は、小さい杯底部に内湾する口縁部をもつもので、月影II期以降に出現するものである。

第52図96は、体部と口縁部の境界か明瞭に屈曲しており、古府クルビ期に下ることはないであろ

う。高坪N類第40図137• 138 ・第52図97• 98は、杯部か逆台形を呈し、口縁部か（やや）外反し

ている。型式論的には、つくりが丁寧で、体部と口縁部との境界か明瞭に屈曲する第52図97• 98 

か古相をおび、やや屈曲の弱い第40図137• 138か新しい様相を示すか、ともに月影II式土器の範

疇で捉えられよう。

器台 I類は、ラッパ状に開く脚部と大きく外上方へのびる受部をもつものである。類例に乏し

いか、先行形態として脚上位の屈曲の弱い金沢市塚崎遺跡出土器台(25) をあげられるのではあるま
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いか。器台II類は、外反する脚部と上段の短い有段の受部をもつもので、金沢市近岡遺跡伽）．同

南新保三枚田遺跡仰．同吉原七ッ塚遺跡別などに類例がみられる。器壁の薄い第53図121、受端部

があまりのぴない第41図26はやや古相をおぴる。器台III類は、有段の脚部と受部が外反するもの

で、南新保D遺跡似9) ・南新保三枚田遺跡伽）などに類品をみる。第41図162• 165は脚部の矮小化や

受部ののびが顕著であるが、第41図163は受部そのもののつくりが大きい熙器台N類は、体部に雨

滴（涙滴）形透穴を穿つもので、いわゆる有透装飾器台であるが、ここでは器台と鉢の結合せる

形式と考え、結合器台（器台結合鉢）とした。結合器台は、月影 (II)式土器を代表する形式で

ある熙器種構成上の比率は小さい(33)が、近年類例が増加しつつある。第42図179は、口縁外面に擬

凹線文を巡らせたものである。口径 (20cm)が比較的大きく、口縁部もあまり外反していない。

透穴も 16(8組）と多いことからやや古相を示している。第42図180は、口縁部の外傾・外反が強

く、端部に反転ぎみの面をもっている呼体部の矮小化とは対照的に口縁部はよく発達し、新しい

様相を呈するが、受端部垂下帯にも雨滴形透穴（逆立形のみ）を穿つ点では類例に乏しい。器台

I ~W類は、概ね月影式土器と考えられよう。

鉢形土器 (I~VI類）と小型土器のW~VII類は、既応の成果から月影II期を大きく上下するこ

とはないと思われるが、完器に乏しいため、代表的なものについて簡単に触れることとし、個別

土器については、今後の類例の増加を待って再検討したい。鉢 I類第54図135は、口径が小さいわ

りに深い。鉢VI類第44図206は、把手（逆U字形）付の大型鉢である。ともに南新保三枚田遺跡価）

に類例がみられる。鉢III類第43図193は、椀状を呈し、南新保D遺跡06)に出土例が多い。小型土

器VI類は、尖底土器で、金沢市下安原遺跡(37)などで出土をみている。

蓋形土器は、体部がほぼ直線的にのびるかないしは外反するもの(I~VI類）と、内湾するも

の (VII• VIII類）に大別できる。大型（口径17cm)の蓋 I類は、直線的にのびるが、口端部を丸く

おさめている。蓋II類は鉦端部を面取りするもので、蓋V類は同部を先細りに仕上げるものであ

る。蓋II• V類は、南新保D遺跡阿南新保三枚田遺跡悶近岡遺跡（雙野々市町御経塚ツカダ遺跡(411

などに類例を見い出せるが、金沢市西念・南新保遺跡(42)ではほとんどみられない。比較的器高の

低い蓋III・N類は、上記の遺跡のはかに、金沢市無量B遺跡(43)などでも類品をみる。鉦部上面が

あまり凹まない蓋VI類も蓋II• V類と同様である。体部が内湾する蓋は、金沢市塚崎遺跡（り同額

谷ドウシンダ遺跡（但同寺中遺跡(46)などで出土しているが、北加賀地域では少ないとされている呼

類例からみて、内湾度が大きい（器高にたいして口径が小さい）ものが古相を示し、ややなだら

かなカーヴを描いて広がるものが新しい様相をおびるようである。蓋VII• VIII類は後者に属する。

蓋IX類は、体部内面に短い口縁帯を貼付するものである。北加賀では無量寺B遺跡（雙南新保D遺

跡四御経塚ツカダ遺跡ffiO)で出土している。蓋 I~IX類は、法仏期に遡ることはなく、また古府ク

ルピ期には蓋形土器は残存するに過ぎないffil)ことから、月影期の所産、それも伴出土器から判断

して、古相をおぴるものは少ないといえよう。

C 16溝以外では、 C6溝出土土器が月影II期の所産であろう。 Cl7溝では擬凹線有段口縁系甕

第56図 l~12が、 C16溝甕A類に対応する。体部外面のハケ調整の乱雑化、口縁内面の指頭圧痕

の消失と「くの字」化の進行がやや目につくが、月影II式土器と考えられよう。第58図38は、 C

゜
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16溝高杯III顆に対応する。近岡遺跡(52)に類例がみられる。第57図37は、受部が内湾せず直線的に

のぴる小型器台である。南新保D遺跡悶南新保三枚田遺跡(51)に出土例がある。第57図37• 38も月

影II期の所産であろう。包含層出土品では、第61図5がC16溝高杯II類に対応し、同時期のもの

といえよう。
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(27) 楠 正勝・宮本哲郎『金沢市南新保三枚田遺跡』金沢市教育委員会 昭和59年

(28) 橋本澄夫・谷内尾晋司他『北陸自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 I』石川県教育委員会・石川県北

陸自動車道埋蔵文化財調査団 昭和51年 第18号墓周溝内より出士。

(29) 註（ 4)に同じ。 A区大溝などより出土。

(30) 註 (27) に同じ。 A-5•6 区沼状遺構などより出土。

(31) 受部のつくりの大きい第41図163は、塚崎遺跡（註（25))21号竪穴出土器台（塚崎II期古）に類似して

おり、法仏II期に遡る可能性があるか、両端を欠くためどちらとも言えない。

(32) 栃木英道「器台形土器の形態の変遷について」 『北陸の考古学』（『石川考古学研究会々誌』 第26号）

石川考古学研究会昭和58年

(33) 栃木英道・宮本哲郎「装飾性を帯びた器台形土器（いわゆる装飾器台）について」 『註(4)』

(34) 吉田 淳『御経塚ツカダ遺跡（御経塚B遺跡）発掘調査報告書 I』石川県野々市町教育委員会 昭和

59年 類品が81-3 D （土i廣）より出土している。

(35) 註（ 27) に同じ。 9 号土i廣及びA-5•6 区沼状遺構より出土。

(36) 註（ 4)に同じ。 A区大溝などより出土。

(37) 橋本澄夫「金沢市下安原海岸遺跡の第 I次調査」（『石川考古学研究会々誌』第18号）石川考古学研究

会昭和50年

(38) 註（ 4) に同じ。 A区大溝などより出土。

(39) 註（ 27) に同じ。 A-5•6 区沼状遺構より出士。

(40) 註（11)に同じ。大溝より出土。

(41) 註（34)に同じ。

(42) 宮本哲郎・栃木英道・楠 正勝他『金沢市西念・南新保遺跡』金沢市教育委貝会 昭和58年 月影期

の遺構等出土品を除いた、弥生後期前半～法仏II期のものに限る。

(43) 宮本哲郎他『金沢市無量寺B遺跡』金沢市教育委員会 昭和57年

(44) 註 (25)に同じ。

(45) 出越茂和『金沢市額谷ドウシンダ遺跡』金沢市教育委員会 昭和59年

(46) 橋本澄夫・荒木繁行「金沢市寺中遺跡の第 I次調査」（『石川考古学研究会々誌』第12号） 石川考古

学研究会昭和44年

(47) 南 勉「蓋形土器」『註（42)』 内湾の度合いがわずかである場合は別として、大きく内湾するもの

は、しばしば鉢形土器（台付椀状）と混同されることがあり、確かに主流を占めることはない（体部か

外反するものが主流を占める）にせよ、具体的な比率については再検討を要すると思われる。

(48) 註 (43) に同じ。包含層より出土。

(49) 註（ 4)に同じ。 A区大溝より出土。

(50) 註（34)に同じ。 80-7住居址より出土。

(51) 谷内尾晋司氏の御教示による。同氏によれば、月影期の蓋形土器は、有段広口壺（ C16溝壺V・VI顆）

や細口（頸）壺（同壺IX顆）と密接な関連かあり、器種構成の上からは、同時に姿を消す可能性がある

とのことである。

(52) 註 (11) に同じ。大溝より出士。

(53) 註（ 4)に同じ。 D区T-104 （溝）より出土。

(54) 註 (27) に同じ。 1号溝より出土。

令
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Q 

II 北加賀出土の布留系土器について

北安江遺跡出土の布留系甕の分析から

(I) はじめに

北安江遺跡から甕を主体とした多量の布留系土器か出土した。しかし、前述したように大半が

C 16溝． C17溝という溝状遺構からの出土で、特に C16溝上層においては月影式上器との混在か

苫しく、層位的にその区別と関連性を明確に把握することかできなかった。溝状遺構という開ロ

遺構にあっては、出土遺物はある程度の時間幅をもって投棄された可能性は強い。ただその時間

幅は、明瞭な中間層をおかない場合は、一定期間内での連続的な行為によるものと考えられる。

C 16溝・ C 17溝での土器の堆積を、こうした一定時間幅での連続的な堆積と理解することを前提

として、月影式土器から布留系土器への転換かいか様であったのかを概観してみたい。なお、その

方法として、布留系甕の形式分類をこころみ、それを軸にして北加賀地域の他遺跡での出土状況

をふまえ、転換期の段階設定をすることとする。

(2) 北安江遺跡出土の布留系甕の形式分類

形式分類は、全体形を残すものかほとんどないため、口縁形態によった。口縁端部の肥厚度に

より I• II • IIIに大別し、さらに端部形態によりそれぞれを A~ Dの4形態に細別し、その組合

せにより 8形式に分類した。その規準は次のとおりである。

I一口縁端部の肥厚かほとんどなく、ほぼ直

線的あるいはやや内湾ぎみに外反する。

IIーロ縁端部の肥厚かわずかにみとめられ、

内湾ぎみに外反する。

III ロ縁端部の肥厚か明瞭で、内湾して外反

する。

Aーロ縁端部か平面あるいはわずかに丸みを

もち、外傾する。

B 口縁端部か丸い（内面かわずかに凹み端

部か丸くハネ上げ状になるものも含む）。

C一口縁端部が平面あるいはやや凹み、ほほ‘

水ギかやや内傾する。

A 

＜ 
< 
III 

B C D 

＜ 
＜ 〈＜ 
〈< 

D 口縁端部か内傾する。 第 73図 北安江遺跡出土布留系甕口縁部形態分類図

甕 IA C 16溝上下層から各 l点出土している。口縁部のヨコナデは極めて入念で、器面はギ

滑である。体部は長胴となると思われ、肩は張りの少ないなで肩である。体部外面は中位近くま

でヨコハケを施した後、屑部はヨコナデされる。内面のヘラ削りは頸部まで達していない。胎土は

微砂粒を含むか、この手の甕では最も精良。 C16溝分類では甕CVとしたもの。

墾IB C 16溝下層から 1点、上層から 2点、 C17溝から 1点出土している。口縁部のヨコナ
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デは入念で、器壁は薄い。体部は甕 IAと

同じくなで肩。体部外面はタテハケ後中位

までヨコハケ調整される 。ハケ状具は極め

て単位の細いものが使用され、調整は丁寧。

内面のヘラ削りは甕 IAと同様に肩部まで

にとどめ、それより上はヨコナデ調整され

る。C16溝分類では甕CIXとしたもの。

甕IIA C 16溝上層から 7点、 C17溝か

ら5点、 C6溝から 1点出土している 。ロ

縁部の屈曲が強く、体部は球胴をなすもの

と思われる 。口縁部のヨコナデは上部と頸

部の 2段にわたって強く入念に施されるた

め、頸部上位に弱い稜を作るものも多い。

｀ ーーニ＜ □ 
；スロス
一ロス、衷IIIC

第 74図布留系甕各種

体部外面の調整はタテハケ後に肩部までヨコハケ調整される 。その後さらに肩部がヨコナデされ

るものもみとめられる 。内面のヘラ削りは肩部までで、肩部には指頭圧痕を残すものが多い。胎

土にはやや砂粒か目立つ。C16溝分類では甕CVIとしたものである 。

甕IIB C 16溝上層から10点が出土、甕CIXとしたもの。口縁部が比較的長く、頸部での屈曲

が強く体部は球胴をなすと思われる 。口縁部のヨコナデは入念で体部肩までヨコナデされている

ものが多い。内面は頸部近くまでヘラ削りされる。胎土は比較的良好で明るく発色するものが多い。

甕IIC C 16溝上層から 8点、 C17溝から 3点が出土。 C16溝分類では甕CVIIIに包括される 。

頸部の屈曲が強く体部は球胴をなすと思われる。口縁部のヨコ ナデは入念で、甕IIBと同じく体

部肩までヨコナデされるものが多い。内面は頸部近くまでヘラ削りされるが、一部指頭圧痕を残

すものもみられる 。胎土は粗砂粒を比較的多く含む。

甕IID C 16溝上層から 7点、 C17溝から 3点が出土。C16溝分類で甕CVIIとしたもの。頸部で

の屈曲が強く体部は球胴をなすものと思われる 。タテハケ後体部上半部をヨ コハケ調整するものが

多いが、ヨコハケがさほど顕著でないものもみとめられる 。タテ・ヨコともハケ目は細く、調整

は丁寧である 。内面のヘラ削りは肩部までで、肩部には指頭圧痕を顕著に残す。

甕me c16溝上層から24点、 C17溝から 6点が出土。Cl6溝分類で甕CVIIIとして甕IIC・甕III

Dとともに包括したものである 。上方から強くナデあげられるため口縁端部かやや凹み内側に突

出肥厚する特徴をもつ。口頸部は入念にヨコナテされるか、体部外面がヨコナテされるものはな

い。体部はタテハケ後、上半部はヨコハケ調整される 。肩部に乱雑なクシ描き波状文が施される

例も多い。内面のヘラ削りは頸部までのものは少なく、肩部に指頭圧痕を残す。

甕IIID Cl6溝から約90点、 C17溝を主体としたその他の遺構から約30点と 、布留系甕全出土

量の約75％を占める。口縁端部の幅 ・内傾度 ・肥厚度などなお細分すべき個体差が存在する 。 し

かし長く平面的に内傾肥厚するものは少ない。体部上半部はタテハケ後ヨコハケ調整されているが、

頸部まで入念にヨ コハケが施されるものやタテハケの痕跡を残すものもみられる 。内面のヘラ削
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りは、頸部までのものか多いが、肩部に指頭圧痕を残すものも相当量含まれ、画ー的ではない。

なおこの分類を、布留式土器の安達・木下分類(I)に対応させるならば、甕 IB・甕IIB 甕

Aa、甕IIC・甕IIIC 甕Ab、甕IIID 甕Ac、甕IID 甕Bにそれぞれ対応するものと思わ

れる。初期の布留式甕の特徴として、口縁部か丸く内肥し、その肥厚はわずかであり、口縁部の

器壁か薄いことかあげられているり口縁端部の肥厚かほとんどない甕 IA ・甕 IBは畿内でいう

布留傾向甕（3)に近い特徴をもつ。こうしたことから、本遺跡の布留系甕を単純に口縁形態からそ

の変化をみるならば、甕 IA→甕IIA、甕 IB→甕IIB、甕IIC→甕IIIC・甕IIIDと移行したと

考えられる。また、本遺跡でみるかぎり、第73図で系列化したとおり、 A・B形態ではIII形態に

ゆくものはなく、 C・D形態では 1形態にゆくものはない。したがって、 I→II→IIIか時間的な

移行を示し、 A~Dは個別形態差を示すものと思われる。次に畿内での布留式甕の規準資料とさ

れている各遺跡出土土器といかなる対応関係を示すかみてみたい。

(3) 畿内布留式土器との対応関係

まず、大和では、安達・木下編年(4) と纏向編年庄藤井編年(6)などがある。安達・木下編年では、

坂田寺下層→上ノ井手遺跡SD031、藤原宮 SD912 • SD 914→上ノ井手遺跡井戸下層→同上層と細

分されている。坂田寺下層では甕IIB、同時期におかれる平城宮下層溝SD603017)でも甕 IIBか

出土している。上ノ井手遺跡SD031では甕IIB．甕IICを主体に甕IID・甕IIIDか出土、藤原宮

SD912 • SD914でもほぼ同様であり、上ノ井手遺跡井戸下層では甕IIIC・甕IIIDか出土甕の主体と

なっており、本遺跡の形式移行とほぼ同じ傾向を示す。纏向遺跡（8)では、東田地区南溝（北部）

中層から甕IIDか、東田地区南溝（南部）中層から甕 IBか、東田地区南溝（南部）上層から、

甕IIB、甕IIC、甕IIDか、東田地区土紘から甕IIAか、辻地区土坑 4下層から甕 IA、甕 IB、

甕IIA、甕IIB、甕IIC、甕IIICか、石塚周溝（西側）下層から甕IIDか、辻地区土坑4上層か

ら甕IIA、甕IIB、甕IICか出土している。編年的には、纏向 2式に甕 IBが、纏向 3式（古）

に甕IIB・甕IIC、甕IIDか、纏向 3式（新）に甕 IA、甕 IB、甕IIA、甕IIB、甕IIC、甕

IID、甕IIICか、纏向 4式に甕IIA、甕IIB、甕IICか伴うこととなる。纏向遺跡では庄内式

古段階で布留傾向甕か出現し、庄内新式におかれる 3式期には個別形態差の目立つ布留式甕か相

当量伴なうと考えてよいようである。また、 3式（新）と 4式は、小型精製土器の伴出の有無を

除けば、甕ではほとんど区別かつかないこととなる。こうしたあり方は奈良県院上遺跡（9)でもみ

とめられる。

発志院遺跡110)では、布留 I式と編年される神築田溝SD50下層より、甕IIB、甕IIIC、甕IIIDか、

方形落込遺構SK15中層より甕IIC、甕IIDか、布留II式（古）とされる神築田溝SD50中層より

甕IIA、甕IIB、甕IIIC、甕IIIDか、布留II式（新）とされる神築田溝SD50上層より甕IID、甕

IIIDか出土している。布留 I式とする神築田 SD50下層には型式的に新しいと思われる甕IIIC、

甕IIIDか含まれ、また体部調整か雑なものかみとめられるなど、布留式甕にあっても、新しい傾

向か窺え、安達・木下編年の上ノ井遺跡井戸下層式に近いものと考える。

河内では、西岩田遺跡illIBトレンチ河川 Iか庄内式（新）から布留式（古段階）の土器を多量
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に出土し注目される。布留型甕は甕 IA、甕 IB、甕IIA、甕IIB、甕IIC、甕IIDか出土してい

る。甕 IA、甕 IB、甕IIAが主体をなし、甕IIBや甕IIDは少ない。口縁部か二段に屈曲する

小型鉢や小型丸底壺の小型精製土器を伴う。吉備系甕や山陰系甕（秋里 I、青木V・VI)の出土

も顕著である。調査者は、「V様式系＋庄内式＋布留式」の共存関係を示すもの（古相）と繹向辻

上拡4上層や坂田寺下層と併行するもの（新相）と 2分して位置づけ、古相も布留式としている四

これらの段階にあっては、庄内系甕か相当量残存することか、馬場川遺跡T地点四菅振遺跡凹八

尾南遺跡(!~などで確認されており河内ではこうした段階から布留式とする見解か有力となってい

る。八尾南遺跡の米田編年(16)では、纏向3式（新）併行におく SKlO出土甕に甕IIBかみとめられ、

坂田寺下層併行期におく SE9より甕IIB、甕IIDか、 SE4より甕IIAか、 SK74より甕IIA、甕

IICが出土している。また、定型化した布留式土器の標式とされる小若江北遺跡(17)出土甕では甕II

B、甕IIIDが出土している。阪田編年118)で小若江北式併行とする佐堂遺跡SD6014から甕 IIA、

甕IIBか、それより後出的とされる SD6003から甕IIB、甕IIIC、甕IIIDか出土している。こうし

たことから河内においては、小若江北式以前の段階では甕 IA、甕 IB、甕IIA、甕IICか主体

をなし、小若江北式併行期では甕IIBを主体に甕IIA、甕lllC、甕IIIDか、小若江北式以降では

甕IIICか主体的な布留刑甕とみてよいようである。

摂津では柳本編年(19)かある。提示された資料でみると、布留 I式とされる、穂積遺跡SK44井

戸から甕 IA、甕IICか、利倉西遺跡第 3調査区第 3層溝から甕IIA、甕IIB、甕IIC、甕IIID

か一括出土している。 II式小若江北併行期とする島田川遺跡資料では甕の実体か不明、 III式とす

る北条遺跡資料では、内傾肥原する甕IIIDと口緑端部が丸く終るものが出土、須恵器と共伴する

前段階のものとしている。

以上、大和•河内地方の資料を中心に、布留型甕の様相を信越ではあるか北安江遺跡出土の布

留系甕の形式分類をもとにみてきた。その結果を整理すると、甕 IA、甕 IBは布留型甕として

定型しえてない布留傾向甕で、 V様式型甕や庄内型甕と共伴すると理解でき、甕IIAもこれに近

い特徴をもち、小若江北式期直前まで残存する甕IIBは布留型甕では古い特徴をもつもので、小

若江北式期では甕IIIDとともに主体をなす。甕IIC、甕IID、甕IIICは小若江北式期以前に出現

しており、口縁端部形態の定刑化以前に個別形態か著しい段階かあったことを示すものと理解で

きる。これらは少量ではあるか小若北式期に残存する。甕IIIDは内傾幅広肥厚傾向か顕著となり

小若北式期以降の布留型甕の主体をなす。

(4) 北加賀での出土状況

南新保D遺跡(20) 金沢市北西の沖積平野に位置する月影期を中心とする集落遺跡。布留系甕は、

A区包含層から甕IIIDか、 D区T-102溝から甕 IA、甕 IBか、 D区T-105溝から甕IIA、甕

II Cが出土。甕IIIDを除いていすれも月影II式土器と共存するか、 T-105溝は重複関係よりやや

新相。

御経塚ッカダ遺跡(21) 野々市町北束の沖積平野に位置する月影期を中心とする集落遺跡。 81-

1号住から甕 IA、甕IICか、 81-6 D土砿から甕IIAか、 81-1 T溝（南地区）から甕IIDか
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出土。 81-1号住は月影II式（新）土器を伴出。 81-1 T溝は（北地区）から月影II式士器が一

括出土。

無量寺遣跡(22) 金沢市北東の沖積平野に位置。溝状遺構から甕 IA、甕IIDか出土。月影II式

およびその退化式を主体とする土器と伴出。また、小型器台、庄内系タタキ調整甕 (7点）を伴

出するが、山陰、東海、近江系土器の伴出はない。

無量寺B遺跡(23) 無量寺遺跡に隣接し同一遺跡となる可能性が大。月影期を主体とした沼状落

込み遺構から甕 IA、甕IIA 甕IIB、甕IIDが出土。庄内系甕を伴出。

南新保三枚田遣跡(24) 南新保D遺跡の北西に隣接。月影II式期を主体とする 1号溝から甕 IA 

が出士。沼状遺構から甕 IA、甕IIA、甕IIB、甕IIC、甕IIDが出土。沼状遺構は月影II式期

を主体とし、他に庄内系甕、山陰系甕を伴出。

下安原海岸遺跡(25) 金沢市北西の海岸に位置。第 2次調査G区上層から甕 IA、甕 IB、甕II

D、甕IIIC、甕IIIDが出土。月影II式およびその退化型式を主体とし、他に山陰系甕、近江系甕

を伴出する。

ニロ六丁遺跡2° 金沢市北西郊の沖積平野に位置。大溝から甕 IA、甕 IB、甕IIA、甕IIB、

甕IIC、甕IID、甕IIIC、甕IIIDと全種が多量に出士。量的には甕IIA、甕IIB、甕IIC、甕III

Dか多い。月影系甕は少なく、庄内系甕の出土が目立つ。他に山陰系甕．壺、近江系甕を伴う。

小型精製土器としては、丸底壺、鉢、器台か小羅出土。また、小溝Aから月影系甕とともに甕 I

B、甕IIDが、第 3号ピットから甕 IA、甕 IB、甕IICが出土。

古府クルピ遺跡(2り 金沢市北西郊伏見川西岸の微高地に位置。古府クルビ式の標式的土器群を

抽出した遺跡である。大溝跡と推定される包含層から多量の布留系甕が出土。北安江遺跡で確認

したすべての甕が存在する。中でも、甕IIA、甕IIB、甕IIC、甕IIDなど口縁端部の肥厚が目立

たない古式のものを主体とする。月影系甕は出土量の約10.4％と少なく、山陰系甕を中心に庄内系

甕、東海系甕を伴出する。小型精製器種は丸底壺、鉢、器台かあるが定型化したものではない。

また、山陰系壺とともに、器面を飾った中刑有段壺が多出することが特徴的である。

畝田・寺中遺跡(2° 金沢市北西の沖積平野に位置する方形周溝墓 5基、土坑状遺構14基からな

る遺跡。 1号周溝雄から甕 IA、甕IICか、 2号周溝墓から甕IIC、甕IID、3号周溝墓から甕

IID、4号周溝墓から甕 IA、甕 IB、甕IIC、甕IIDか出土。山陰系甕．壺の伴出か目立ち、

月影系土器は 1 • 2号周溝墓に数点伴出するにすぎない。小型器台を除いて小型精製土器の伴出

はみられない。

押野酋遺跡(29) 金沢市南西郊外に位置。 L-4土坑から甕 IB、甕IIA、甕IICが出土。月影

系土器は含まず庄内系タタキ調整甕を伴出。

法仏遺跡(301 松任市南西に位置。大溝から甕IIA、甕IIB、甕IICか月影系甕、山陰系甕．壺

とともに出土。古府クルピ式の標式的土器群とされている。

田中 B遺跡(31) 金沢市北郊の沖積平野に位置。 A・BトレンチおよびA拡張区では、大きく 2

層の他含層が存在し、下層とされる黒褐色土層から甕IIB、甕IID、上層とされる灰黒色土層か

ら甕IIIC、甕IIIDが出土。下層から月影系土器が小鼠伴出、上層は初期須恵器直前までの資料を
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含む。

高畠遺跡(32) 金沢市西郊に位置する土砿墓と推定される土士広群からなる遺跡で、玉造関係の資

料を伴っている。多量の布留系土器か出土し、高畠式上器が設定された。 1次 4号土拡から甕

IIDか、 1次 9号土拡から甕IIB、甕IIC、甕lIIC、甕IIIDか、 1次10号土絋から甕IIIC・甕III

Dか、 1次12号土絋から甕IICか、 2次 1号上絋から甕IIA、甕IID、甕IIIDか、 2次32号土琺

から甕IIC・甕IIIDか出土。全体に山陰系甕．壺との共伴例か多く、 1次 4号土砿から月影系甕

か、 1次32号土砿から小型精製壺（平底）か、 1次 9• 10号土砿から小型器台とともに畿内型高杯

か出土している。また、 1次10号土址に石釧か伴う可能性か強い。高畠式土器の標式とされる

のは、 1次 9 • 10号土砿、 2次32号土砿出土土器と考えられ、 1次 4 • 12号土拡はやや先行する

可能性か強い。

以上、北加賀の報告書か刊行されている遺跡での布留系甕の出土状況をみた。その結果を整理

する。甕 IA、甕 IBは南新保D遺跡や御経塚ツカダ遺跡例などから月影II式期に少量伴うものと

推定される。こうした事実は金沢市近岡ナカシマ遺跡溝上層(33)でも確認される。つづく古府クルビ

期にはほぼすべての形態の布留系甕か出揃うか、 II類においた肥厚度の小さいものか主体をなす。

甕IIB、甕IIIC、甕IIIDは極めて少量である。また、遺構によってはその出土比に傾向差かあり、

伴出土器の様相差もみとめられることから、新・古相と 2分されうる可能性か強い。またこの段

階では、定型化した小型精製土器はみとめられなく、脚底部でラッパ状に開脚する畿内型の高杯

もほとんどみられない。甕IIB、甕IIIC、甕IIIDは高畠遺跡土砿群では主体をなし、高畠式土器

は，この種の甕の多出、小型精製士器の伴出、畿内型高杯の普遍化などの事実によって、古府ク

ルビ式と区別される。こうした結果から、北加賀においても畿内とほぼ同一歩調でもって、在地

土器から布留系土器への転換かはかられた可能性か強い。また、転換期にあっては、遺跡や個別

遺構単位で、上器相か著しく偏る場合かあり、その編年的他置づけは複雑である。こうした実

体をふまえ、段階設定と他地域との併行関係を次に考えてみたい。

(5) 転換期土器の編年区分と他地域との併行関係

北加賀における畿内第v様式併行期から布留式併行期にいたる転換期土器の推移は、法仏 I

II式一畿内第v様式後半、月影 I• II式ー第v様式亜式ないしは庄内式、古府クルビ式・高畠式

ー布留式古段階、の大きく 3段階 6小期に編年される阿この編年案での段階区分の要点を整理し、

他地域との併行関係の見通しについて若干述べ、まとめとしたい。

法仏 I• II式期 日本海を介して山陰地方と濃密な関係を保ちつつ、北陸独自の地方色か強ま

る段階。法仏 I式土器は、有段口縁甕．壺、器台やスタンプ加飾土器など山陰地方の該期土器

（波来浜式・九菫式竺青木II式(36)) と極めて近似し、姉妹関係にある土器群で、その類似土器の分

布も日本海沿岸域を中心に広く分布している。また、法仏II式土器は、広義の「北陸型土器」と

して定着化の方向性を明確に志向するもので、次段階の月影式土器の祖型をなす土器群である。

月影 I式期 法仏 I• II式期での汎北陸型ともいうべき斉一性が失なわれ、北隆内部の個別地

域差かもっとも顕著化する段階。北加賀では法仏II式土器の直接的系譜下のもとで月影 I式土器
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゜

が出現する。明確に山陰系土器と訣別した在地性の強い土器群で、遺跡によってはほとんど他地

域からの流入土器やその影響を受けた土器を含まないところに大きな特色かある。また、塚崎遺

跡13りや鉢伏ギョウダカ遺跡(3%など、特殊な台地性集落や環濠などの防御機能をそなえた集落がこの

期を中心に営まれるなど、社会構造そのものが変動的であり、かつ閉鎖的であったと思われる。

他地域との併行関係を示す資料に乏しいが前後の関係から、畿内の都出編年(39)北鳥池下層式～上

田町 I式、纏向編年 1式～ II式のある時期、山陰の鍵尾 I式あるいは青木N式、東海大参編年(40)

の山中式～欠山式にかけてのある時期と併行するものと考えられる。畿内にあっては高地性集落

がこの期に顕現化するという事象(41)や、東海の環濠集落がこの期に集中するという事象(12)とも一

致をみる。

月影II式期 月影II式土器に示されるように在地土器の定型化が極致に達する一方で、外来系

土器の流入、在地土器の地域間の移動など、上器の動態が活発化する段階。すなわち、月影 I式

期の段階で顕現化した北陸内部の地域差が、地域集団の再編成過程の中でさらに明確化されると

同時に、土器の移動などに示される地域間交流が活発になるが、在地土器そのものの変容はほと

んどなく、逆に地域色を強固に主張するところに大きな特色がある。この期における独自の在地

性を示すものとして、月影式特有の有段擬凹線文甕の一元的盛行、赤彩・加飾された有透結合タ

イプのいわいる装飾器台、小型台付装飾壺などの在地祭式土器の盛行がある。

また、集落遺跡の動態でみるなら、塚崎遺跡、額谷ドウシンダ遺跡四西念・南新保遺跡などこの

期で廃絶する遺跡と、逆にこの期を契機にして出現する御経塚ツカダ遺跡、南新保D遺跡、田中B

遺跡など集落の興廃が大きく二つの動態に分けられる。また、月影 I式期にみとめられた特殊な

台地性集落の消滅、環濠の廃棄なども注目すべき特徴のひとつである。この期で廃絶する遺跡は

塚崎遺跡などのように外来系土器をほとんど含まないことが多く、この期に開始される遺跡とき

わだった傾向性の違いを示している。それが時期差に基因するものか、遺跡の性格に基因するもの

か、今後の検討課題として残る。いずれにしても、都出比呂志が「畿内第 6様式の社会（りとして

設定した社会構造の段階が月影II式期と想定しうる。

他地域との併行関係を示す外来系土器の流入も多く、また北陸系土器も、畿内をはじめ、遠く

備後の神辺御領遺跡{46)や北九州の三雲遺跡四東国の千葉県大崎台遺跡(48)や神門 5号墳(49)にまでそ

の足跡を残している。こうした事実から、月影II式期は、畿内では都出編年上田町 I式～ II式期、

纏向編年II式～III式（古）に、山陰では的場式・鍵尾II式あるいは青木V・VI式、秋里遺跡(50)8 

~10区土器群（秋里 I式）に、東海では S字状口縁の伴出例から欠山式（新）（51)に併行すると考えら

れる。

古府クルピ式期 土器の地域色が急速に失なわれ、畿内系土器に同化してゆく過度期の段階。

土器相としては、畿内・山陰・東海・近江系土器の影響が濃厚に看取され、その諸要素か複雑に

からみあった形で構成されるなど、遺跡単位にその組成は複雑で多様性に富む。このため、在地

系土器を純粋に「型式」として、これらの土器相から抽出するのは困難である。中でも在地系土

器の変容に大きな影響力を与えたのは、山陰系および布留系土器と思われ、その系譜下におか

れる土器の出土比が最も多い。すなわち、畿内庄内系土器や近江・東海系土器が流入という形
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をとるのに対して、布留系土器や山陰系土

器は在地土器相をその根底から変節させる

がのごとくに在地土器と取りかわっている。

北陸を含む西日本において在地土器から布

留系土器の転換にあたっては、山陰系上器

が大きな役割をはたしている可能性が強く、

各地域の転換期土器とともに山陰系土器が

伴出する例か、畿内や北部九州でも比較的

多く確認されていることは興味深い現象で

ある竺古府クルビ期を定型化した布留型甕

や小型精製土器群を主要な組成とする上器

群（小若江北式）の北加賀での定着化以前

におくとするなら、前述した布留系甕の出
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士状況からこの期の土器相は新旧 2相に分かれる可能性か強い。ただ、この期の土器相は個別遺跡

や遺構によって様相差か大きく、その取扱いば慎重を要するか、古相にあっては、在地系土器の

残存度か高く、新相においてはほほ布留系、山陰系土器に限られてくることかその一応の目安と

なろう。

さて、他地域との併行関係であるが、畿内では西岩田遺跡Bトレンチ河川 l・馬場川遺跡T地

点、穂積遺跡 SK44井戸など庄内式土器共伴期から坂田寺下層式、平城宮下層式の段階すなわち

柳本編年(53)の I式期、纏向編年では 3式新から 4式期に、山陰では長瀬高浜 I式期臼 東海では

元屋敷式期に対応するものと考える。

また、この期を契機としていわいる「古墳」が出現することも大きな特色である竺この期の古

墳としては出土上器からみて加賀市小菅波 4 号墳竺宇気塚越 1 号墳阿大槻11号墳~8) 国分尼塚 1 号

墳(59)などかあげられる。ただ、現在のところこの期にまで遡る石製腕飾類の製作遺跡が確認され

ておらず、前期古墳でも石製腕飾類を副葬しない古墳の段階と理解される。こうした意味でも、先

にあげた前方後方墳を主体とした北陸の初期古墳の出現は畿内とそう前後しない時期であった可

能性か極めて高いと考える。

高畠式期 前段階で顕現化した複雑な多様性か失なわれ、畿内布留系土器として定型化した段

階。甕は布留系甕で占められ、定型化した小型丸底壺・鉢・小型器台などの小型精製土器や畿内型

高杯か確実に器種構成の中に加わるなど、在地の自立性を示すものは土器組成の上では皆無である。

このように、高畠式土器は斉ー化した布留系土器主体の土器群であるところに大きな特色かあり

この地方か畿内を中心とした政治圏に物身ともに面的に組込まれていったことを示している。そ

れはまたこの地が数少ない玉製作地であったこととも無関係ではなく、石製腕飾類の生産かこの期

を特徴づけるものとなっている。すなわち、石製腕飾類のエ房址と考えられる加賀市片山津玉造

遺跡(601 1. 2. 3. 6号住居跡出土上器かこの期を遡るものではなく、この期の標式的土器群と

した高畠遺跡 9 • 10号土拡出土土器に玉造関係遺物か伴っている事実からも、畿内政権か石製

-')ぶー

囁



c 

腕飾類を必要とした段階：6l)それを副葬品としてもつ古墳の築造時期かほぱこの期とみてよいと考

える。

布留系上器以外に他地域との併行関係を対比しうる資料にめぐまれないか、畿内では、上ノ井

遺跡溝、藤原宮内裏外郭 SD9!2 ・同 SD914などの小若江北式期、山陰では小谷式、長瀬高浜II期、

東海では石塚式期に併行するものと考えておきたい。

(6) おわりに

地域における転換期の士器相を考える上で、在地系土器と外来系上器はその共伴関係において

常に問題となる。北安江遺跡での C16溝． C17溝における土器出土状態は、溝という性格もあり

意識的に観察したか、かなり混然としたものであった。こうした溝出土の土器は士器編年上全く

使用不可であるのであろうか。このような疑問につきあたる中で、南久和氏の一連の論り女 (62)-(63)は

これらの問題をみごとに解消して〈れるもので大いに男気づけられた。いささか独断的ではあっ

たか布留系甕の地域での展開をとおして、転換期社会の変革過程を追求した。北加賀での諸段階

と他地域での併行関係も不完全で説明不足ではあるが提示した。諸先学の御批判・御叱正をいた

だければ幸いである。

なお、本稿は、先に発表した「北加賀における古墳出現期の土器について」の小稿の不十分さ

を少しでも補えることかできたらという意図もあり、個別遺跡のまとめとしてはやや体裁の悪

いものとなったか、先の小稿と合わせて御叱読いただきたい。

最後に、本稿を記すにあたって、田嶋明人、南久和、宮本哲郎、出越茂和、楠正勝の諸氏より

格別の御教示を頂いたが、十分に生しきれなかったことを心よりお詫びしたい。
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(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(JO) 

(ll) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(17) 

(18) 

(19) 

(20) 

註

安達原三・木下正史「飛鳥地域出土の古式土師器」（『考古学雑誌』第60巻第 2号） 1974

米田敏幸「第 8章考察第 1節古墳時代前期の土器について」『八尾南遺跡』八尾南遺跡調査会 1981 

米田文孝「弥生後期型甕から布留型甕へ」（『ヒストリア』第97号） 1982 

註(1)文献に同じ

関川尚功「V考察篇第 1章纏向遺跡の古式土帥器ー纏向 l~4式の設定」『纏向』橿原考古学研究所 1976 

藤井利章「第 6章考察第5節発志院遺跡の布留式土器とその編年試案」『発志院遺跡』橿原考古学研究所 1980 

安達庫三「第48次調査第 2次朝堂院東朝集殿地域」『奈良国立文化財研究所年報1969』

註(5)文献に同じ

奈良県立橿原考古学研究所編『院上遺跡』 1983 

註(6)文献に作］じ

財団法人大阪文化財センター『西岩田』 1983 

小山田宏一「第V章総括追記」文献（11)に同し

東大阪市教育委員会『馬場JII遺跡発掘調査概要N』 1976 

大阪府教育委員会『萱振遺跡発掘調査概要』 1983 

八尾南遺跡調査会『八尾南遺跡』 1981

註(2)文献に同し

坪井清足『固山県笠岡市高島遺跡調査報告』 1956 

阪田育巧「河内における布留式土器の一様相」『佐堂（その 2-1)』大阪府教育委員会 1984 

柳本照男「布留式土器に関する一試考」（『ヒストリア』第101号） 1983 

金沢市教育委員会『金沢市南新保D遺跡』 1981 
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(21) 野々市町教育委員会『御経塚ツカダ遺跡』 1984 

(22) 金沢市教育委員会『金沢市無量寺遺跡』 1984 

(23) 金沢市教育委員会『金沢市無量寺B遺跡』 1982 

(24) 金沢市教育委員会『金沢市南新保三枚田遺跡』 1984 

(25) 橋本澄夫I「金沢市下安原海岸遺跡の第 1次調査」（『石川考古学研究会々誌』第18号） 1975 

(26) 金沢市教育委員会『金沢市ニロ六丁遺跡』 1983 

(27) 橋本澄夫・高橋裕「金沢市古府クルビ遺跡」『北陸自動車道関係埋蔵文化財調査報告書III』石川県教育委

員会 1976 

(28) 金沢市教育委員会『金沢市畝田・寺中遺跡』 1984 

(29) 南 勉「金沢市押野西遺跡第2次発掘調査 L-4土址の概要」『金沢市ニロ町遺跡』金沢市教育委員会 1983 

(30) 谷内尾晋司「北加賀における古墳出現期の土器について」（『北陸の考古学』石川考古学研究会々誌第26号）

1983 

(31) 橋本澄夫「金沢市田中 B遺跡」『北陸自動車道関係埋蔵文化財調査報告書III』石川県教育委員会 1976 

(32) 金沢市教育委員会『金沢市高畠遺跡』 1975 

(33) 出越茂和氏の御教示による。

(34) 註(36)文献に同し

(35) 東森市良「入門講座・弥生土器ー山陰 3」(『月刊考古学ジャーナル』 No.192) 1981 

(36) 青木遺跡調査団『青木遺跡発掘調査報告書III』 1978 

(37) 石川県教育委員会『北陸自動車道関係埋蔵文化財調査報告書II』 1976 

(38) 石川県立埋蔵文化財センター『宇ノ気町鉢伏茶臼山遺跡発掘調査報告書』 1980 

(39) 都出比呂志「古墳出現前夜の集団関係」（『考古学研究』第20巻第 4号） 1974 

(40) 大参義一「弥生式土器から土師器へ」（『名古屋大学文学部研究論集』 XLVII) 1968 

(41) 註(38)文献に同じ

(42) 三渡悛一郎「名古屋市見晴台遺跡と附近の弥生時代濠状遺構」（『古代人』 40号） 1982 

(43) 金沢市教育委員会『金沢市額谷ドウシンダ遺跡・金沢市無量寺B遺跡II』 1984 

(44) 金沢市教育委員会『金沢市西念・南新保遺跡』 1983 

(45) 註(38)文献に同じ

(46) 広島県教育委貝会『神辺御領遺跡』 1981 E地点 SD08遺構出土土器

(47) 福岡県教育委員会『三雲遺蹟III』 1982 イフ地区大溝上層出土土器

(48) 八王子市郷土資料館『三～四世紀の東国』 1983

(49) 田中新史「出現期古墳の理解と展望」（『古代』第77号） 1984 

(50) 鳥取市教育委員会『秋里遺跡 I』 1976 

(51) 古墳時代土器研究会『古墳時代土器の研究』 1984 

(52) 「遺跡単位での在地土器と流入土器」『埋蔵文化財研究会第15回研究集会資料』 1984 

(53) 註（19) 文献に同し

(54) 鳥取県教育文化財団『長瀬高浜遺跡発掘調査報告書III』 1981 

(55) 石川県内では現在のところ古府クルビ式以前に遡る前方後方（円）形の墳丘をもつ墓の発見例はない。ただし、

盛土をもつ方形周溝墓あるいは台状墓の類、すなわち「墳丘墓」に顆する大型区画墓は月影式期およびそ

れ以前に存在することは確認されている。しかし古府クルビ式期を契機に、突出部を設ける「前方後方形」

を呈する区画墓が出現することは墳墓構造上でも大きな画期であり、北陸の古墳時代はこの期をもって開

始されると考えたい。こうした「古墳」と「墳丘墓jの違いをみる一例として、墳墓供献土器の相違があ

げられる。この手の「古墳」から出土する土器は、ほぼ壺と高杯に限定される傾向があり、中でもクシ描

き文で加飾した中型有段壺や、椀状をなす杯部をもつ小型高杯など外来系と考えられる土器を供献して

いる例が多いことか特徴的である。これに対してそれ以前の「墳丘墓」は、「在地型祭式土器」を主体

に、甕など日常品の供献か多いことを特徴としている。こうしたことから、北陸にあっては、墓制の変革

と土器祭式の変化が一体的なものであった可能性が高い。「前方後方形」という墳形の採用にあたっては、

なんらかの地域の枠を超えるようなきわめて政治的な契機か存在したことは疑いえない。
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(56) 小菅波遺跡発掘調査団『小菅波遺跡発掘調査ニュース』 1978 報告書末刊。

(57) 石川県教育委員会『河北郡宇ノ気町宇ノ気塚越遺跡』 1978 

(58) 石川考古学研究会「鳥屋・高階古墳群分布調査報告」（『石川考古学研究会々誌』第20号） 1977 

(59) 和田晴吾「石川県国分尼塚 1 • 2号墳」（『月刊文化財』 254号） 1984 

(60) 加賀市教育委員会『加賀市片山津玉造遺跡の研究』 1963 

(61) 初期畿内政権が、政治的連合性が強い地域同盟国家から、政治的統一性の強い国家へと性格を変節する段

階、すなわち畿内政権による地方首長層への石製腕飾類の一元的配布がそれを物語るものと考える。いわ

ゆる定型的とされる「畿内型古墳」の県下での造営はこの時点であったと考える。

(62) 南 久和「金沢市古府クルビ遺跡出土土器に認められる代謝現象について」『金沢市畝田・寺中遺跡』金沢

市教育委員会 1984 

(63) 南 久和「相対的編年の方法論に関する試論」『南久和著作集第 1集』 1985 
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土器観察記録表

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴
焼成 内

調整の特徴 備 考

外反する有段口縁、
外頸ヨコナデ、肩ハ

第28図 1 猿 A N u 径24.4 ともに並 淡黄橙色
ケのちヨコナデ、内

外面に煤付着擬凹線10条 ロ縁ヨコナデ、頸ハ
ケ、肩ヘラ削り

第28図 2 ＂ ロ径20.4
やや不良

茶褐色
外傾する有段口縁、

外頸ヨコナデ、肩以

不良 擬凹線 5条
下ハケ、内山～頸ヨ II 

コナデ、肩ヘラ削り

外傾する有段口縁、
外頸部ヨコナデ、肩

第28図 3 ＂ 口f至178 II 黄灰色
部以下ハケ、内口縁

擬凹線 3条 ヨコナテ、頸部ハケ、
肩部ヘラ削り

外傾する有段口縁、
外頸部ヨコナデ、肩

第28図 4 II 口 径192 ともに並 淡橙褐色
ハケ、内口縁指頭圧

擬凹線 6条 のちヨコナテ、頸部
ハケ、肩ヘラ削り

外反する有段口縁、
外頸ヨコナデ、屑以

第28図 5 
” ロ径19.4 II 暗褐色

下ハケ、内口縁ヨコ
擬凹線 8条 ナデと指頭圧、頸ハ

ケ、肩以下ヘラ削リ

並 外反する有段口縁、
外頸部ヨコナデ、肩

第28図 6 II ロ．径18 褐灰色
部以下ハケ、内口緑 外面一部に煤

良 好 擬凹線 8~9条 ョコナデと指頭圧、 付着
肩部以下ヘラ削り

ロ径15.I 外反する有段口緑、
内外面頸ヨコナデ、

第28図 7 ＂ ともに並 淡黄褐色
外肩～胴ハケ、内ロ

胴部径13.5 擬凹線 6条 縁ヨコナテと指頭圧、
肩～胴ヘラ削り

桃褐～
外反する有段口縁、

外面頸部ヨコナデ、

第28図 8 ＂ ロ径175 ＂ 橙褐色
肩部ハケ、内面口緑 外面一部に煤

淡椙色
擬凹線 7条 部ヨコナテ、頸部ハ 付着

ケ、肩部ヘラ削り

第28図 ， 
＂ 口f至18.6 II 

淡黄掲色
外肩以下ハケ、内ロ

暗褐色 ＂ 縁指頭圧のちヨコナ
テ、肩以下ヘラ削り

外傾する有段口緑、
外頸部ヨコナテ、肩 外面に煤付着、

第28図 10 ＂ ロ径17.3 ＂ 茶謁色
以下ハケ、内口縁部 胎土中0 5~1 

擬凹線 7条 ョコナデと指頭圧、 mm大の砂粒を
肩以下ヘラ削り 含む

外反する有段口縁、
外頸部ヨコナデ、肩

第28図]] II ロ径184 II 淡茶褐色
以下ハケ、内口縁指

外面に煤付着
擬凹線 5~ 6条 頭圧のちヨコナテ、

肩以下ヘラ削り

外面頸部ヨコナデ、

第28図 12 ＂ 口径169 II 暗謁色
外反する有段口絃、

肩部以下ハケ、内面

擬凹線 8条
口緑部指頭圧のちヨ
コナデ、頸部ハケ、
肩部以下ヘラ削り

淡掲～
外反する有段口縁、

外頸部ヨコナデ、肩
外面およぴ内

第29図 13 II 口 径19.4
” 暗褐色

以下ハケ、内口縁部

暗掲色
擬凹線 6条 ヨコナテと指頭圧、

面の口唇部に

肩以下ヘラ削り
煤付着

並 外反する有段口縁、
外頸ヨコナデ、肩ハ

第29図］4 痰 A III ロ径17.8 淡橙色
ケ、内口縁上位ナデ、

良 好 擬凹線 4条 下位ヨコナデ、頸ナ
テ、肩ヘラ削り

外頸部ヨコナデ、肩

第29図 15 痰 A N ロ径21.2 ともに並 淡黄褐色
外反する有段口絃、

部ハケ、内口縁ヨコ

擬凹線 7条
ナデと指頭圧、頸部
ハケのち一部ヨコナ
デ、肩部ヘラ削り

外頸部ヨコナデ、肩

第29図 16 II 口｛条186 
やや不良

橙褐色
外反する有段口縁、

部以下ハケ、内 Ll縁

不良 擬凹線 6~ 7条
部指頭圧のちヨコナ 外面に煤付着
デ、頸部ヨコナテ、
肩部以下ヘラ削＇）

C 16溝J::.層出上土器

＂ 
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土器観察記録表 C 16溝上層出土土器

F
 

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

外口縁一部ヨコナデ、
外面に煤付着、

第29図 17 甕 A N ロ径18.9
並 橙褐色 外反する有段口縁、 肩以下ハケ、内口縁

全体にやや摩
不 良 淡橙色 擬凹線 5~ 6条 ヨコナデと指頭圧、

肩以下ヘラ削り
耗している

外頸ヨコナデ、肩以

外反する有段口縁、
下ハケ、内口縁ヨコ

第29図 18 II 口 径18
＂ 

黄橙色
擬凹線 8条

ナデと指頭圧、頸ハ 外面に煤付着

ケのち一部ヨコナデ、
肩以下ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩～

ロ径17.4 外反する有段口縁、
胴ハケ、内口縁ヨコ

第29図 19
＂ 胴部径18.6

ともに並 暗褐色
擬凹線 7条

ナデと指頭圧、頸ハ
ケのち一部ヨコナデ、

肩～胴ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩ハ

並 (1mm 淡黄褐色
ケのちヨコナデ、胴

第29図 20
＂ 

口径17.8 大の砂粒 黄橙～ II 
ハケ、内口縁ヨコナ

外面に煤付着
胴部径20.4 を含む） 淡黄褐色

テと指頭圧、頸ハケ

並 のち一部ヨコナデ、
肩以下ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩～

やや不良 外傾する有段口緑、
胴ハケ、内口縁ヨコ

第29図 21 ” ロ径17.6
並

暗褐色
擬凹線 9条

ナデと指頭圧、頸ハ ＂ ケのち一部ヨコナデ、
肩以下ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩以

第29図 22 II 

＂ ともに並
淡黄橙色 外反する有段口縁、 下ハケ、内口縁ヨコ 外面一部に煤

明褐灰色 擬凹線 5条 ナデと指頭圧、頸ナ 付着

ケ、肩以下ヘラ削り

外口縁摩耗不明、頸

第30図 23 甕 B N ロ径16.5
並 褐灰色 外傾する有段口縁

ヨコナデ、肩以下ハ
外面に煤付着

不 良 ケ、内口～頸ヨコナ
デ、肩以下ヘラ肖iJり

外口縁～頸部ヨコナ

第30図 24 II ロ 径17.9 ともに並
淡褐色

II 
デ、肩部ハケ、内ロ

II 

淡橙褐色 縁～頸部ヨコナデ、
肩部ハケのちナデ

やや不良
外反する有段口縁、 外面ヨコナデ、内面

第30図 25 甕 B VI ロ径18.8
不良

淡黄橙色 口縁部内面は「く」 口縁部ハケのちヨコ

の字に近い ナデ、肩部ヘラ削り

外口～頸ヨコナデ、

第30図 26 甕 B I 
ロ径13.8

暗褐色 外反する有段口縁
肩以下ハケ、内口絃 外曲胴部に煤

胴部径122 
II ョコナデ、肩上位ハ 付着

ケ、肩～胴ヘラ削リ

外口～頸部ヨコナテ、

第30図 27 猥 B V ロ径185 ともに並 ＂ 
II 

肩部以下ハケ、内ロ

～肩部上位ヨコナデ、
肩部以下ナテ‘‘

外面口絃～頸部ヨコ 外面に煤、内

第30図 28 猥 B N ＂ 
やや不良

明橙褐色 II 
ナデ、肩部以下ハケ、 面に炭化物付

並
内面口縁部ヨコナテ、 着、内面肩部

肩部以下ヘラ削＇） に接合痕あり

第30図 29 痰 B I 
口径124 並 暗黄橙色 ＂ 

II 
外面煤、内面

胴部径11.4 良 好 炭化物付着

外反する有段口絨、
外口～頸ヨコナデ、

外面肩～l|9］部

第30図 30 痰 B II 
ロ径12.2 やや不良

濁橙褐色 口縁部内面は「く」
肩～胴ハケのち一部

の一部に黒斑
胴部径11.2 並 ナデ、内口縁ヨコナ

の字に近い デ、肩～胴ヘラ削り
あり

外傾する有段口緑、
外口縁有段部にヨコ 内外面口～頸部ヨコ

胎土中 l~ 2 

第30図 31 甕 B VII ロ径32
灰茶褐色 ナデによる稜をもつ、 ナデ、外肩以下ハケ、

mm大の砂粒を

＂ 暗褐色 内肩以下ヘラ削りの内口唇部にはねあげ 多く含む
状の肥厚をもつ ち一部ナデ

外傾する有段口縁、
外面口縁有段部にヨ 外面口縁～頸部ヨコ

外面村部に斜

第30図 32 II ロ 径28.7 ＂ 
淡茶掲色 コナデによる稜をも ナテ、外肩部以下ハ

行点文（右ト・
つ、内面口唇部に肥 ケ、内肩部以下ヘラ

り）を施す
厚をもつ 削りのち一部にナテ
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土器観察記録表 C 16溝上層出土上器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 傭I 考焼成 内

外口縁ヨコナデ、肩
外面に煤付着

第31図 33 甕 C I ロ径12.6 ともに並 淡褐色 「く」の字口縁
部摩耗不明、内口～

内面肩部に接頸ヨコナデ、肩部ハ
ケのちナデと指頭圧

合痕あり

「く」の字口縁、端 外口縁ヨコナデ、肩

第31図 34 甕 C Ill ロ径14.2
やや不良

淡茶色
部は面取り、内面で あらいハケ、内口縁

外面に煤付着不良 ははねあげ状の稜を ョコナデ、肩上位指
もつ 頭圧、肩部ヘラ削り

外口～頸部ハケのち

外反する「く」の字
一部ヨコナデ、肩部

第31図 35 甕 C I ロ径16 ともに並 暗灰褐色 以下ハケのち一部ナ
＂ 口縁

デ、内口緑ヨコナデ、
肩部以下ヘラ削り

外口縁上位ヨコナデ、

大きく外反する「く」
口縁下位ハケ、頸部

内面肩部に接第31図 36 甕 C V ロ径18.2
＂ 

暗褐色 ハケのち一部ヨコナの字口縁
デ、肩ハケ、内口～

合痕あり ＜ 

頸ヨコナデ、肩ナテ

外反する「く」の字
外口縁ヨコナデ、肩

ロ径15.2 部以下ハケ、内口縁第31図 37 襄 C I 
胴部径20 ＂ 

淡褐色 ロ縁、外面頸部上位
部ヨコナデ、肩部以 ＂ に有段状の稜をもつ
下ハケのちナデ

やや不良 外口縁ヨコナデ、肩
外面一部に黒第31図 38 甕 C W ロ径24.4

良好 ＂ 
「く」の字口縁 ハケ、内口～肩上ヨ

政王あり
コナデ、肩ヘラ削り

やや不良
淡灰褐色

外反する「く」の字
外口縁ヨコナデ、頸 外口縁と内ロ

第31図 39 甕 C V ロ径22.8 淡黄褐～ 以下ハケ、内口縁ヨ 唇に煤、外ロ並
暗灰褐色

口縁
コナデ、頸以下ハケ 縁に接合痕

「く」の字口縁、端 外口～頸ヨコナデ、

第31図 40 甕 C II ロ径16.9
やや不良 淡橙褐色 部は面取り、外面で 肩以下ハケのち一部

外面に煤付着不良 暗褐色 は外下方への稜をも ナデ、内口縁ヨコナ
つ デ、肩以下ヘラ削り

「く」の字口縁、端
外口唇部を除きハケ、

第31図 41 II ロ径19.2 ともに並 暗褐色 内口縁部ヨコナデ、部は面取り
肩部以下ハケ

外反する「く」の字 外口縁上位ヨコナデ、

第31図 42
＂ 

口径16.2
良好

＂ 
口縁、端部は面取り、 口～肩以下ハケ、内

外面に煤付着並 外面では外下方への 口縁ハケのちヨコナ
稜をかすかにもつ デ、肩部以下ナテ~

「く」の字口縁、端 内外面口～頸ヨコナ

第31図 43
＂ 

口径17 II 淡褐色
部は面取り、内面で デ、外肩以下タタキ

II 
ははねあげにより稜 （左→右）、内肩以下
をもつ ヘラ削り

第31図 44 甕 ともに並
＂ 外面肩部以下タタキ

第31図 45
＂ ＂ ” ＂ 

第31図 46 II 

＂ ＂ ＂ 
第31図 47

＂ ＂ ＂ ＂ ゜
第31図 48

” ＂ ＂ 外面タタキ

第31図 49 II 

＂ ＂ ” 
やや内湾ぎみの「く」 外口～肩上位ヨコナ 外面煤付着、

第32図 50 甕 C VI 口径18.6
やや不良

黄橙色
の字口縁、端部は面 デ、肩以下ハケ、内 胎土中 1~ 2 

並 取り、内面ではわず 口～肩上位ヨコナデ、 mm大の砂粒を
かに肥厚する 肩以下ヘラ削リ 含む

「く」の字口縁、端 外口～頸部ヨコナデ、

第32図 51
＂ 

ロ径16.6 ともに並 暗褐色
部は面取り、内面で 肩～胴ハケ、内口縁
ははねあげ状の肥厚 ヨコナデ、肩ナデと
（内上方）をもつ 指頭圧、胴ヘラ削り

第32図 52
＂ 

ロ径16.4
＂ ＂ ＂ ＂ 

外面に煤付着
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土器観察記録表 C 16溝上層出土土器

c
 

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

やや内湾ぎみの「く」 外面口～頸部ヨコナ

第32図 53 痰 C VIl 口径17.1 ともに並 淡褐色
の字口縁、端部は内 デ、肩部ハケ、内面 外面に煤付着
傾面取り、内面では ロ縁部ヨコナデと指

肥厚する 頭圧、肩部ナデ

「＜ jの字口縁、端 外口～頸部ヨコナデ、

第32図 54 哀 C Vlll ロ径16.8
やや不良

淡茶褐色
部はやや内傾する面 肩ハケ、内口縁部ヨ

並 取り、内面では肥厚 コナデ、肩上位指頭
// 

する 圧、肩ヘラ削り

並 (1mm 「く」の字口縁、端
外口縁ヨコナデ、肩

第32図 55 甕 C X 大の砂粒 部は不明瞭な内傾面
以下ハケ、内口縁ハ

ロ径19.8
を含む）

茶褐色
取り、内面では肥厚

ケのちヨコナデ、肩 ” 
並 する

ヨコナデと指頭圧、
肩以下ヘラ削り

「く」の字口縁、端 外口～頸部ヨコナデ、

第32図 56 痰 cvn ロ径15.6 ともに並 暗椙色
部は内傾面取り、内 肩～胴ハケ、内口～

面では内下方への肥 頸部ヨコナデ、肩ナ

厚をもつ デ、胴ヘラ削り

やや内湾ぎみの「く」 外口～頸部ヨコナデ

第32図 57 甕 C Vlll ロf至15.8 II 淡褐色
の字口縁、端部は内 肩以下ハケ、内口～

傾面取り、内面では 頸部ヨコナデ、肩以

肥厚する 下ヘラ削り

外口～頸部ヨコナデ、

第32図 58 口径165 
やや不良

肩部ハケのちナデ、

＂ 並
淡橙色 ＂ 

内口縁ヨコナデ、肩
上位ハケと指頭圧、
肩部ヘラ削り

「く」の字口縁、端
外口～頸部ヨコナデ、

第32図 59 ＂ 
口径166 II 

淡橙褐色
部は内傾面取り、内

肩以下ハケ、内口縁
外面に煤付着

明橙褐色
面では肥厚する

ヨコナテ、肩ナデ、
胴ヘラ削り

第32図 60 II 口 径15 ともに並 暗灰褐色
外口縁ヨコナデ、肩

＂ 
不明、内口～頸部ヨ // 

コナデ、肩ヘラ削り

外口～頸ヨコナデ、

第33図 61 ＂ 口径166 II 暗褐色
肩ハケのちヨコナデ、

外面肩部に波

＂ 
胴ハケ、胴下位ハケ、
内口縁ヨコナデ、肩

状沈線あり

以下ヘラ削り

外口～頸ヨコナテ、 外面肩部に波

第33図 62 II 口径184 II 
渇 色

＂ 
肩～胴ハケ、内口縁 状沈線あ＇）、

淡黄褐色 ヨコナデ、肩ナデと 内外肩部に指

指頭圧、胴ヘラ削り 頭圧痕を残す

内外面口～頸部ヨコ

第33図 63 II ロ 径17.4
やや不良

暗灰褐色 ＂ 
ナデ、外肩部以下ハ

外面に煤付着
不良 ケ、内肩部以下ヘラ

削りと指頭圧

外口～頸部ヨコナテ、

第33図 64 ” 口径18.2 II 黄橙色 ＂ 
肩部以下ハケ、内ロ

// 
～肩部上位ヨコナテ、
肩部ヘラ削り

内外面口縁ヨコナテ、

第33図 65 ” ロ径17.7 ともに並 淡黄褐色 II 
外肩以下ハケ、内肩

// 
上位ナテと指頭圧、
肩以下ヘラ削り

灰褐色 「く」の字口縁、端 外口～頸部ヨコナテ、

第33図 66 ＂ 口f至15.4 II 灰褐～ 部不明瞭な内傾面取 肩ハケ、内口縁ハケ、 II 

淡黒褐色 り、内面は肥厚する 肩ヘラ削り

外口～頸ヨコナテ、

内湾ぎみの「く」の
肩上位ハケのちヨコ

口径11 やや不良 橙掲色 ナデ、胴ハケ、胴下
第33図 67 空ギ 暉

胴部径142 並 暗褐色
字口縁、端部内面は

位ハケのちナデ、内 ＂ 肥厚する
口～肩ヨコナデ、胴
ヘラ削りと指頭圧

外面口緑～頸部ヨコ

第33図 68 痰 C IX ロf至158 II 淡黄橙色 II 
ナテ、肩部ハケ、内

" 面口縁～頸部ヨコナ
デ、肩部ヘラ削り
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土器観察記録表 C 16溝上層出土土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考焼成 内

内湾ぎみの「く」の
外口～頸部ヨコナテ、

第33図 69 痰 C IX ロ径158 
やや不良

淡黄橙色 字口絃、端部内面は
肩部以下ハケ、内ロ

外面に煤付着並 ～頸部ヨコナデ、肩肥厚する
部以下ヘラ削＇）

「く」の字口縁、端 外口縁ヨコナデ、肩
外面一部に煤第33図 70 II 口径16 II 明黄橙色

部内面は肥厚する 不明、内LJ～頸ヨコ
付着

ナデ、肩ヘラ削り

外口～頸部ヨコナデ、

第33図 71 ＂ 口径18.8 ともに並 淡褐色 II 
内口縁ヨコナデ、頸

外面に煤付祈ハケのちナデと指頭
圧、肩ヘラ削り

第33図 72 決 E I 口径13
やや不良

橙褐色 受口状口縁 内外面ともにヨコナ
II 

並 デ

外反する有段口縁、
端部面取り、外有段 む

やや不良 部は下稜をもつ、頸 外面LJ縁端部ナテ｀、
胎土中の砂粒(1~5mm 

淡乳褐色
下位に突帯と斜行刻 口縁部上位ハケのち

は、 1~2  mm 第34図 73 宰ギ I ロ径218 大の砂粒
淡黄褐色

目、肩部に山形文、 ナテ、下位ヨコナデ、
大のものか多を含む） 有段部に斜行刻目と 頸部ハケのちヘラ磨

並 竹管文スタンプ、ロ き ・
し、

縁端部に棒状浮文
（二本一組） 4ケ所

第34図 74
＂ 口径20.2

やや不良
褐灰色 外反する有段LI縁 内外面ヨコナテ 外面に煤付着並

外口縁ヨコナテ、頸 内肩部と内外
内湾する有段口糠、 ハケ、肩～胴上位ハ 底部付近に接

口径20 内面では無段に近い、 ケのちナテ、中～下 合痕、外胴下
第34図 75

＂ 胴部径36
良好

暗褐色
胴部はほぽ球形、肩 位ハケ、下位ハケの 位に黒斑、内

（器高39推） 並 部に孔 (4~6mm、 ちヘラ削り、内口縁 胴部は所々剥
lヶ）あり、焼成後 上位ヨコナデ、下位 離している、
穿孔か ～頸ハケのち一部ナ 内胴部に指頭

テ、肩～胴ハケ 圧痕あり

第34図 76 II ロ径173 並 橙 色
外反する有段口縁、

内外面摩耗不明
不 良

内面では無段に近い

第34図 77 II ロ径21.l 
やや不良 淡橙色

外反する有段口棘 内外面ヨコナデ不良 淡茶色

第34図 78 壺（底部）
胴部径135 

ともに並 淡茶色 内外面ヘラ磨き、内
外面赤彩底径 I5 面下位に指頭圧痕

第34図 79 壺（頸部）
良 好

淡謁色
外面頚部に突帯と斜

” 並 行刻目

外傾する布一段 U絃、 外口縁ヨコナデ、頸
胎土中 1~ 2 

第35凶 80 、亜ー士— I 口径20.4
やや不良 淡灰 端部は不明瞭な面取 ハケのち一部ナデ、

mm大の砂粒を並 茶謁色 リ、内面では無段に 内口絨ヨコナデ、頸
多く含む近し、 ハケのち一部ナデ

やや不良
外傾する有段口絨、

外面 L)縁部ヨコナデ、
(I~2mm 頸部ハケのち一部ナ 外面口縁の有

第35図 81
＂ 

LI 径202 大の砂粒 ＂ 
端部は不明瞭な血取 デ、内面口絃部ヨコ 段部に斜行刻

を含む） り、内面てはほぼ無 ナテ、頸部ハケのち 目あり
並 段 一部ナテ‘‘

゜I 内外面とも無段に近 外面一部に煤

第35図 82 戒 ロ径198 
やや不良

明樹灰色
い有段口縁、外面口 外面ヘラ磨きとナデ、 付着、内面肩

良好 絃中位に沈線（輯 4 内面ナデ 部に接合眼あ
mm、 1) り

口f条14.2 良好
淡黄色 外反する有段口縁、 外面と内口～頸ヘラ 外面亦彩、内

第35図 83 宰-~ w 
胴部径28.3 並

暗褐～ 端部は不明瞭な面取 磨き、肩～胴ヘラ削 面頸部に接合
褪灰色 リ りのち一部ナデ 痕あり

並
外口縁ヘラ磨き、頸 外面LJ縁部に

第35図 84 宰—七 YI ロ径19.2 淡茶色
＂ 

部ヨコナデ、肩ヘラ 擬凹線状の凹良 好
磨き、内ヘラ磨き み 3条あり

第35図 85 壼 w 口径152 ともに並 淡橙褐色 II 
内外面ハケのち一部 内面口縁部に
ナデ 炭化物付着

良好
外反する有段口該、 外面い絃部ヘラ磨き、

第35図 86 II ロ径154 淡褐色 外有段部に沈線 2と 頸部ナデ、内面ヘラ 内外面亦彩並
やや斜行する刻 H 磨き
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上器観察点じ録表 C 16溝上層出土土器

ヽ

I ！図 番 号 1I 器樟法益 (cm) 関虞色調闘 器形の特徴 調格の特徴 備 考 I 

第35図 87,./,;・ N 口径142 並 黄橙色 外反する有段い縁 外面ヘラ磨き、内面
不良暗灰色 摩耗不明

1 外口縁摩耗不明、頸

第35図 88 如 I 口径124 II 橙 色 ，， ヨコナデ、内口絨上
位摩耗不明、 ド位ヨ
コナデ、頸ヘラ磨き

第35図 89 壺 V LI 径］0 良 並 好 11 II 内外面摩耗不明

第35凶 90 壺 VI l I 径16 I とも,-並 淡茶 色 外傾する有段口緑、 外と内口縁ヘラ磨き、 外面一部に煤
• - 内面は「く」の字状 内肩部以下ヘラ削り 付着

1 良好(Imm 外血口縁部ヘラ磨き、 外面煤付着

如似I 91 11 ロ 径 18.4 大の砂粒＇＇ 茶総 色 外反する有段口絃 頸部上位ヨコナテ、 内面に炭化物
を含む）、 頸部以下ヘラ磨き、 付着

並 内面ヘラ磨き

［ 外反する有段口絨、 外面ハケのちナテ、
第36図 92 II ~如晶悶］や]t不良 明橙灰色 内面では「く」の字 内血口縁部ヘラ磨き、 摩耗力署しい

状 肩部以下ヘラ削り

ロ 径 10.9 灰褐～ 「く」の字口縁、肩 外面口縁～胴部中位 外面に煤、内

第36図 93 壼 !f•l部径24 2 とも 1三佗 橙褐色 はあまり張らない、 ハケ、胴部下半ナテ、 面胴部下位～
底径 5.2 - 灰閑色 iI•）部最大径は胴部中 内面口縁～り1n)部中位 底部に炭化物
器高281 位にある、平底 ナデ、胴部下半ナデ 付着

1 外口緑ヨコナテ、肩

! 第36図 94 壺 VI 口 径 104 やや不良灰閑～ やや外反する有段口 摩耗不明、内口絃ヨ 外面i1 煤付着
並 淡褐色縁 コナデ、肩上位指頭 ― 

暗灰褪色 圧、肩ヘラ削り

並 (05~ | 内外面赤彩、
1 mm大の 胎上中には 3

第36凶 95 II ロ 径 11.4 砂粒を含淡褐色 内冷きみの有段口縁 内外面ヨコナテ ～ 4 mm大の砂

む） 礫も数個含ま I 
並 れる

| 
外口～頸ヨコナテ、

第36図 96 II ロ佳11.8 ともに良茶褐色 内湾きみの「く」の 肩以下ヘラ磨き、内 外面1→煤付着
胴部径13.7 好 字 口 縁 口縁ヘラ磨き、頸ナ ― 

デ、肩以下ヘラ削り

I I 外部一部煤付
第36図 97 ，壺 VIII LI 径 124 l やや不良淡橙褐色 「く」の字口縁 内外面ヨコナテ 着、内面肩部

並明橙総色 に接合痕

1 外反する「く」の字 胎土中05~2 

第36図 98 喉 口径119 ともに並黄橙色 口縁、端部は面取り、 11 mm大の砂粒を
外面では外下方への 含む
稜をもつ

第36図 99 II LI 径 175, 1／ 淡茶渇色 大、きく外反する「く」 内外面ハケのちナテ~ 塁悶悶「；図ぷ
淡椙灰色のt:LI縁 土貼付あり

外反する有段口縁、 内外面ヘラ磨き、た 内外面か彩、

第め凶 loo 帝 IX I口 佳 l() 良並好淡褐色 ｛備部は小明瞭な面取 だし内1旬珀部はエ具 ］：［閏ぶ；：；

） によるナデ 少し含む

ー 内外面ヘラ磨き、内
第36［メ1IOI 11 口 径 8 ともし並 1I 樹 灰 色 ，＇ 面頸部はナテ

内湾きみの口縁、［］

第36図 102 喉 口径 8 I やや不良 Ii炎負橙色 縁上位施文、上から ，1 
' 並 斜行刻目、櫛描文 2、

山形文、櫛描文 7

第36凶 l()3 1， 口径106 良 並 好 ＇， 内沼きみの口緑 内外血ヘラli"iき 1 

如 0.5- 内1乃ぎぅの口縁、外 内外面口縁 1位ヨコ 内血一部に黒
l」径13.8 1 mm大の 面頸部し突帯と針行 ナテ、ド位ハケ、外 斑あり、内面

如71•1 104 令 II り l•I 部径27.8 砂粒を含／火褐色 1 亥lj目、肩部以下（櫛 頸部ヨコナテ、/,l~ r月～ lI"1部r接
底 径 6 ： 描文、山形文） X3、 胴ハケのちヘラ磨き I -

（器高34推） む）並 ！191部は球形に近い、 内肩指頭圧、胴ハケ ； -痕施-文あ-部）亦、ニ彩外 I 

杓氏 ---- -の-ち-ナテ‘. 11 
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土器観察記録表

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

並 (1~ 外上方へひろかる口 外面口縁～頸部ヨコ 外面一部に黒

ロ径15.8
2 mm大の 緑、端部は面取＇）、 ナデ、肩部以下ハケ 斑あり、胎土

第37図 105 空士 III 
胴部径252 

砂粒を含 淡灰褐色 外面では外下方への のちナデ、内面口縁 中には 3~ 5 
む） 稜をもつ、月l•l部はは 部ヨコナデ、肩部指 mm大の砂礫も

並 ぼ球形 頭圧、胴部ヘラ削リ 少し含まれる

やや不良
外面ヘラ磨き、内面 内口縁と外面

第27図 106 蛮•上 VIII ロ径116 
良

褐灰色 内湾ぎみの口縁 ロ縁部ヘラ磨き、肩 赤彩、胴内面
部以下ナデと指頭圧 に接合痕

口径 76 良 好
内湾ぎみの長い有段 外面ヘラ磨き、内面

内面口縁部上
第37図 107 宮手 IX 

胴部径15.6 不 良
濁黄橙色 口縁、外面口縁部下 口縁部上位ヘラ磨き、

位と外面亦彩
位擬凹線 3条 下位以下ナデ

第37図 108 空．一~→ II ともに並 淡褐色
外面櫛描文、山形文、

外面ハケ、内面ナテ
外面山形文赤

櫛描文 彩

第37図 109 II II 

” 
II 

＂ ” 
第37図 110 ” ＂ 淡黄褐色

外面山形文、櫛描文
II 

山形文

1第37図 111 ＂ 
II 

明褐色
外面櫛描文、山形文 II 

外面山形文亦
暗掲色 彩

口行を13 並 (05~ 
やや外反きみの口縁、

外面摩耗不明、内面 胎土中には 3

第38図 112 壺 III 
胴部径252 I mm大の

淡橙褐色 胴部はやや縦長の卵
口縁部ナデ、肩部ナ ~5  mm大の砂

底径 56 砂粒を含 テと指頭圧、胴部ハ 礫もごく少最
器高306 む）、並

形、平底
ケのちナデ 含まれる

並 (2~3
外面に煤、内

第38図 113 底部（壺） 底径 58 
mm大の砂

暗褐色
平底、下面はやや凹

内外面ハケ 面に炭化物付
粒含む）、 む

並
着

第38図 114 底部（壺） 底径 3.2 ともに並 ＂ 平底、下面は凹む 外ヘラ肖IJリ、内ナテ‘ 外面に煤付着

胴部径104 平底、胴部は縦長の
外面ハケ、内面頸部

第38図 115 底部（甕）
底径1.5 ＂ 

II 
卵形

ハケ、肩～胴部ヘラ II 

削り、底部ナデ

第38図 116 II 底 径 25 II II やや不明瞭なギ底 外ハケ、内ヘラ削り

並 (1~

第38図 117 II 底径1.6
2 mm大の

茶褐色
平底、下面はやや凹 外面ハケ、内面ヘラ

外面に煤付着
砂沫立を含 む 削り、底部は未調整
む）、並

1 第38図］18 II 底 径 22 ともに並 暗灰褐色 II 外ハケ、内ヘラ削リ II 

第38図 119 II 底 径 2 ＂ 茶閲色 II 
外面ハケ、内面胴部

II 
ヘラ削り、底部ハケ

内湾ぎみの脚台、端
外底付近ハケ、脚台 外血に一部黙

第38図 120 脚 台 脚台径 7.8 II 暗褐色 部はやや不明瞭な面
ナテ、内底工具によ 斑あり、脚台

取り
るナテ、脚台指によ 部に接合痕あ
る調整のちヨコナテ I) 

並 (05~ 
脚台部内外面とも手

第38図 121 II l脚台径 62 
1 mm大の

淡茶褐色
比較的知い脚台、端

指による調繋、指頭
底部付近は摩

砂粒含む） 部は面取リ
圧痕あり

耗不明
並

外反ぎみの脚台、端
外ヘラ磨き、端部ナ
テ、内底付近ナテ、第38図 122

＂ 脚台径 97 ともに並 茶褐色 部は面取り、上端は
底ヘラ靡き、脚台へ

外十方への稜をもつ
ラ磨きのち一部ナテ

第38図 123 II 脚台径11.4
やや不良

淡掲色 ＂ 
外ヘラ磨き、端部は

並 ヨコナデ、内ナテ

並
外反ぎみの脚台、端

外面底部ハケ、脚台 脚端部に沈線
第38図 124 II 脚台径 9.2

良 好
淡橙色 部は面取り、上端は

部ナテ、内血ナテ‘~ 1条
外卜］方への稜をもつ

外反きみの脚台、端
外ヘラ磨き、端部ナ

胎土中05~1 
第38図 125 II 脚台径 76 ともに並 淡茶渇色 部は面取＇）、り 1n)部は

デ、内胴～底ヘラ磨
mm大の砂粒を

I求形か
き、脚台上位ヘラ磨

少し含む I き、下位ヨコナテ‘`

C 16溝上層出土土器

冷
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土器観察記録表 C 16溝上層出土土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 オ•9▼ 

焼 成 内

並
やや内湾する体部と

第39図 126 高杯 II 口行を25
不 良

黄橙色 外反する口縁、境界 内外面ヘラ磨き

部は屈曲し稜をもつ

やや外反する体部と
第39図 127

＂ 
口径192 

＂ 橙褐色 口縁部、境界部は屈 II 

曲し、稜をもつ i 

直線的にのびる体部
と口縁部、枠状に近

外面ヘラ磨き、内面
淡褐～ い脚上位から下位へ

第39図 128 高坪 l 脚部径13.I 
＂ 橙褐色 やや屈曲しつつ開く、

口縁～体部ヘラ磨き、

透し穴は 2孔 1対
脚部ナデ

（径 5~6  mm、 4)

やや外反する体部と

第39図 129 II 
やや不良

淡橙褐色
口緑部、脚部は上位

” 良好 が枠状に近く、下位
は外下方へ開く

並
内湾する体部と外反 外面ヘラ磨き、内面 胎士中に 3mm 

第39図 130 高杯 II ロt至16
不 良

淡黄橙色 する口緑部、境界部 ロ縁部ヘラ磨き、体 大の砂粒を数
は屈曲し、稜をもつ 部ヨコナデ 個含む

並 (1~

第39図 131 ” 
［］径18

2 mm大の
淡茶褐色

＂ 
内外面ハケのちヘラ 外面一部に黒

砂粒を含 靡き、一部ナテ‘` 政［あり
む）、並

やや内湾する体部と 外面ヘラ磨き、内面
脚部の透し穴

第39図 132 ” 脚部径10.6 ともに並 淡橙色
外反する口縁、境界 L]縁～体部ヘラ磨き、

はZ'fし］対（径
部は屈曲し、稜をも 脚部上位しばり（痕）、

6 ~7  mm、4)
つ、脚は外反する 下位ハケのちナデ

淡茶褐
内湾する体部と外反 胎土中に 1~ 

第39図 133 II ロ径．31
＂ 

する口縁部、境界部 内外面ヘラ磨き 2 mm大の砂粒
～茶褐色 は屈曲し、稜をもつ を少し含む

第39図 134
＂ 

口径21.7 
やや不良 明椙灰色

II 

＂ 良好 暗黄橙色

第39図 135
＂ 

口径21.1 並
明褐灰色

＂ ” 良 好

第39図 136 II ロ 径19.8 II 淡黄橙色 ＂ 
II ロ端部面取り

良 好
やや外反する体部と

内外面ハケのちヘラ
第40図 137 高杯 N 口径12 淡褐色 口縁部、境界部は屈

並
曲する（逆台形）

磨き

第40図 138 ” 
良 好

暗灰色
直線的にのびる体部

内外I旬字耗不明
不 良 と口緑部

ロ径10.5
並 (1mm 小さい体部と内湾す

外面ヘラ磨き、内面
第40図 139 II 脚部径16.4

大の砂粒
橙 色

る口縁、境界部は外 u縁～体部ヘラ磨き、
脚部に透穴

器高10.6
を含む） 面で屈曲、大きく外

脚部ハケのちナデ
（径 9mm、 3)

並 反する脚

ラノパ状に広がる脚
外ヘラ磨き、内上位

第40図 140 高邸 VI 脚部径12.I ともに並 明黄橙色
部

しほ‘り、中位ヘラ削
り、下位ヨコナデ

〕`

第40図 141 高杯 I
やや不良

淡掲色
直線的にのひる体部 外面ヘラ磨き、内面 外面一部に其

良好 と外反する脚部 ナデ 政Lあり

並 (1~
外反する体部と脚部、 外面ヘラ磨き、内面 胎土中 3~ 6 

第40図 142 II 
2 mm大の

淡茶謁色 脚部に透し穴（径 6 体部摩耗不明、脚部 mm大の砂礫を
砂粒を含

mm、個数不明）あり j--^ 位ナデ、下位ハケ 数個含む
む）、並

良 好
外反する脚部、上位 外面ヘラ磨き、内面

第40図 143 高 杯 淡黄褐色 に沈線（幅 2mm、焼 上位しばり（痕）、
不 良 成後）あり 下位ハケのちナデ

並
外反する脚部、端部 外面ヘラ磨き、内面

第40図 144 II 脚部径13
良 好

茶褐色 面取り、上端はやや 上位しばり（痕）、
反転する 中位ナテ、下位ハケ

並
外反する脚部、脚部

外面ヘラ磨き、内面第40図 145 II 脚部径13.8 橙渇色 に透し穴 2孔 l対
不 良

（径 5~8  mm、 4) ナテ‘‘

- !()l) -



土器観察記録表 C 16溝上層出土土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の物徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

第40図 146 高 杯 脚部径11.6 ともに並 明灰褐色 外反する脚部
外ハケのちヘラ磨き、 脚部に透穴、
内ハケのちナデ 径?-12mm 

やや不良
外反する脚部、脚部 胎土中 0.5~

第40図 147
＂ 

脚部径12.7
不良

乳褐色 に透し穴（径 8~18 内外面膚耗不明 1 mm大の砂粒
mm、 4) あり を含む

良 好
ほぼ直線的に大きく 外面摩耗不明、内面

第40図 148 ＂ 
脚部径15.4

不 良
橙 色 広がる脚部に透し穴 は摩耗しているか、

（径12mm、 3) 一部にハケあり

第40図 149 脚（高杯） 脚部径13 ともに並 淡黄褐色
はぽ直線的に広がる 外ヘラ磨き、内ナデ 脚部に透穴 3、
脚部 とヘラ状具痕 径 10mm

良 好
ほぽ直線的に広がる 外面ヘラ磨き、内面

外面一部に黒
第40図 150 ＂ 脚部径12.2

不 良
淡茶褐色 脚部に透し穴（径12 上位ヘラ削り、下位

斑あり
~14mm、 3) あり ハケのち一部ナデ

第40図 151 ＂ 
脚部径12 並 淡橙色 外反する脚部、端部 外面ヘラ磨き、内面

不 良 黄橙色 は不明瞭な面取り ナデと指頭圧

やや不良
(1~2mm 

外面ヘラ磨き、内面
胎土中 3mm大

第40図 152 高杯 I 脚部径12.2 大の砂粒 淡黄褐色 外反する脚部 の砂礫も数個
を含む）

摩耗不明
含まれる

並

外反する脚部に透し
外面中～上位ヘラ磨

第40図 153 II 脚部径12 並
灰褐色 穴（径 7~8  mm、3)

き、下位ハケのちへ
良 好 ラ磨き、内面体部へ

あり
ラ磨き、脚部ナデ

第41図 154 高 杯 脚部径10.5
やや不良

淡黄橙色
脚部上位は棒状に近 外面ヘラ磨き、内面

並 く、下位は外反する ナデ

外反する脚部に透し
外面ヘラ磨き、内面第41図 155 脚 脚部径 9 ともに並 明褐灰色 穴（径 9mm、 1、焼

成後）あり
上位ナデ、下位ハケ

第41図 156 II 脚部径11.4
良好

淡茶褐色
外反する脚、端部面 外ヘラ磨き、内上位

並 取り、上端は反転 ナデ、下位ヘラ磨き

第41図 157 高 杯 脚部径12.5
やや不良

淡橙色
外反する脚、端部面 外面ヘラ磨き、内面 外面一部に赤

不良 取り、脚上位は肉厚 ナデ 彩（痕）

第41図 158 ＂ 脚部径11 ともに並 橙 色
脚部上位はやや内湾 外面ヘラ磨き、内面

外面赤彩し、下位は外反する ハケのちナデ

外反する脚部、端部 外面ヘラ磨き、端部
脚部に透し穴第41図 159 脚 脚部径12.4 ＂ 橙褐色 面取＇）、上端はやや ナデ、内面上位ナデ、
（径 9mm、3)

反転する 下位ヨコナデ

良 好
外反する脚部に透し 外面ヘラ磨き、内面

内面一部に黒第41図 160 II 脚部径13
不 良

II 穴（径 5mm、 4)、端 上位ヘラ削り、下位
斑あり

部面取り ハケのちナデ

外反する脚部に透し

第41図 161 ＂ 脚部径 8.8 ともに並
淡明 穴 (2段 6X 2) 、 外面ヘラ磨き、内面

褐灰色 径： 4mm、上位l'l通 2、 ハケのちヘラ磨き
未t［通 4

並 (0.5~
外反する体部と受部、

第41図 162 器台 III 受部径24.8
2 mmの砂

茶褐色 境界部は屈曲し、弱
内外面ハケのちヘラ 内面受部端部

粒含む）、
い稜をもつ 磨き 赤彩

並

＂ 

外反する体部と脚部、 外面ヘラ磨き、内面

第41図 163
＂ 

やや不良
黄橙色

脚部上位は棒状、体 体部ヘラ磨き、脚部
内外面赤彩

不良 部と受部の境界部は 上位ヘラ削り、下位
屈曲し、稜をもつ 9 ケヽ

棒状の脚上位と外反 外面ヘラ磨き、体部 外面受部の擬

やや不良
ぎみの体部、受部は 上位に一部ヘラ削り 凹線は、ヘラ

第41図 164 器台 II 受部径19.2
並

淡褐色 やや外反、体部と受 痕、内面体～受部へ 磨きによって
部の境界は屈曲、外 ラ磨き、脚上位ヘラ かなり消され
受部擬凹線 5~6条 削り、下位指頭圧 ている

棒状に近い脚部上位、 外面ヘラ磨き、内面

第41図 165 器台 III 脚部径12.7
やや不良

黄橙色
外反する体部と脚部 体部と脚部下位ヘラ

不良 下位、脚部上位両端 磨き、脚部上位摩耗
で屈曲し稜をもっ 不明

- l l1) -



土器観察記録表 C 16溝上層出士土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土

色調外 器形の特徴 調整の特徴 I 備 名焼成 内

受部径234 
外反する体部と脚、

外面ヘラ磨き、内血
第4]図 166 器台 II 脚部径12.8

やや不良
橙 色

直線的な受端部、体
体～受部ヘラ磨き、 内外lfn亦彩不良 部と受部の境界は屈器高164 

曲し、脚端部面取り
脚部ハケのちナデ

受部径166 
やや不良

外反する脚部と受部、
外面ヘラ磨き、内面第42図 167 器台 I 脚部径10.6 淡茶色 受端部は面取りて1尤

器高 9 5 
並

線（ 1) ナデ

受部径 20 外反ぎみの脚部と直 外と内受部ヘラ磨き、
内面脚部に接第42図 168

＂ 脚部径 14
＂ 淡茶謁色 線的な受部、受端部 脚上位ナテ、下位ハ

器高 12.7 面取りで沈線 2 ケのちナデ
合痕あり

外受上位ヘラ削りの

I 

受部径 8.2 内湾する受部と外反
ちナデ、下位～脚上

第42図 169 器台 N 脚部径 96 ” 淡黄謁色 する脚部、脚端部は
位ヘラ削り、 F位ハ

器高 6.4 不明瞭な面取り
ケのちヘラ磨き、内
受ハケのちナデ、脚
上位ナテ、下位ハケ

受部径 8.5
良 好 内湾する受部と外反 外血ヘラ磨き、内面第42図 170 II 脚部径12.2
不 良

淡褐灰色
する脚部 ナテ‘

器高 8.4

第42図 171 ＂ 受部径 8 1 
並

黄橙色 内湾する受部 内外[/JJヘラ磨き
良 好

第42図 172 II 受部径 8.4
良好

黄灰掲色
内湾する受部と外反 外と内受部ヘラ磨き、

並 する脚部 脚部摩耗不明

やや不良 橙 色
やや外反する脚に透 外面摩耗不明、内面

第42図 173 ” 並 淡橙褐色
し穴 2段 1組 3個所、 上位ヘラ削り、下位
（径10~16mm、 6) ノヽケ

淡明 外反する脚部に透し
外と内受部ヘラ磨き、

第42図 174 II 脚部径12.5 ＂ 樹灰色 穴（径12mm、 3)
脚上位指おさえ、 ド
位ハケのちヨコナテ‘`

第42図 175 ＂ 脚部径116 ともに並
淡褐灰色 外反する脚に透し穴、 外ヘラ磨き、内脚」こ
黄灰色 （径11~19mm、 3) ヘラ削り、下ナデ

第42図 176 脚（器台） 脚部径106 
やや不良

黄灰色
外反する脚に透し穴、 内外血摩耗不明、内

不良 （径:6~7mm、 3) 脚 1こ位にしはり（痕）

ともに
外反する体部とい緑

内外血ハケのちヘラ
内外1/11,か彩、

第42図 177 器台 V ロ径16.3
良好

淡褐色 部、境界部は屈曲す
咽き

涙滴形透し穴
る、端部面取り 6組 12個

棒状の脚上位と外反
外面ヘラ磨き、内面する下位、境界部は
体部上位～口縁部へ 体部の涙滴形

第42図 178
＂ 

口径16.2
ともに並 明茶褐色

屈曲し稜をもつ、や
ラ磨き、体部下位～ 透し穴は 4組受部径12.3 や内湾ぎみの体底部
体底部ナデ、脚部ナ 8個

と外反する垂ド帯、
デ、車下帯ヨコナデ外反する体部と口縁

やや不良
やや外反する体部と 内外由l，か彩、

第42図 179 II ロ径20
並

黄橙色 口縁部、口縁部に擬 内外面ヘラ磨き 涙滴形透し穴
凹線13条 8組 16個

I 

やや外反する体底部、 外ハケのちヘラ磨き、 涙滴形透し穴
i 外反する体部と[J縁 体底部下面はハケの 体部 4組 8個、

ロi条186 
部、外反する垂下帯、 ちナデ、内口縁ハケ 垂下帯10個、

第42図 180 II 
受部径148 

ともに並 淡橙褐色 体底部、垂下帯、ロ のちヘラ磨きと指頭 体底部に円形
縁部の各端部は面取 圧、体～体底部ハケ 透し穴 3 （径
I)、口縁端は外下方 のちナデ、垂下帯内 はmm)、外ロへの稜をもつ 面ヨコナデ

外傾する有段口縁、 外面肩部以ドハケの

第43図 181
小'I'Jj器

LI 径 92 " 明褐灰色
内面では「く」の字 ち一部ヘラ磨き、内

N に近い、外面擬凹線 面口縁部ヘラ磨き、
5条、肩は弘らない 肩部以下ナテ

ト—―←

口径： 88 内冷する体部と外反

第43図 182 鉢 II 
胴部径103 やや不良

黄橙色
する口緑部、下面の 外面ヘラ磨き、内面

底径 I8 並 凹むやや不明瞭なギ ナデ
器高 5.3 底

Ill 



土器観察記録表 C 16溝上層出土土器

図番号 器 種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

口径 6.2
やや内湾する有段口 外面肩部以下ハケの

胴部径 5.1 ともに良
縁、内面では「く」 ちヘラ磨き、内面口

第43図 183 小型士器
底径 0.9 好

淡褐色 の字に近い、外面擬 縁部ヘラ磨き、肩部

器高 6.6
凹線 2条、肩は張ら

以下ナデ
ない、不明瞭な乎底

小型士器
ロ径 5.4

やや不良 内湾する体～口縁部、 外面摩耗不明、内面
第43図 184 底径 2.8 淡橙褐色 外面黒斑ありvn 

器高 4 並 不明瞭な平底 ナデと指頭圧

ロ径14.2
内湾する体部と外反

外面ハケのちヘラ磨
第43図 185 鉢 II 

胴部径14.1 ＂ 
橙 色 する口縁、境界部屈

き、内面ヘラ磨き
曲

内湾する体部とやや
外面端部付近

第43図 186 鉢 Ill ロ径15.2
やや不良

淡橙褐色
外反する口縁部、端

内外面ヘラ磨き にヘラ状具痕
良好 部は反転、境界部は

屈曲し、稜をもつ
あり

第43図 187 ＂ 
口径13.2 ともに良 褐 色 内湾する体～口縁部 II 

小型土器 ロ径13 良 好 淡橙灰色
内湾する体～口縁部、

第43図 188
II 器高 7.1 並 暗掲 色

境界部は屈曲し、外 II 

面ではやや凹む

第43図 189 鉢
口径10 やや不良

淡茶褐色
外反する有段口緑、 外ナデ、内口縁ナデ、

I 胴部径 9.7 不良 擬凹線 1~2条 肩以下ヘラ削り

ロ径 7.8 外反ぎみの有段口縁、
外面ヘラ磨き、内面 頸部に 1対の

第43図 190 小型土器
胴部径10.3

ともに並 橙 色
胴部はやや縦に扁平

口緑部ヘラ磨き、肩 孔（径 4~ 6 
底径1.1 な球形、下面のやや
器高 8.2 凹む平底

部以下ナデ mm) 

ロ径 6.5
直線的にのぴる短い 外口縁部指頭圧、胴

胴部径 8.9 やや不良
第43図 191 II 

底径 2.1 並
褐 灰 色 口緑部、やや縦長の ～底部ハケのちナデ、

器高 7.8
胴部、平底 内工具によるナテ~

第43図 192 鉢 V 底径1.4
良好

褐 色
不明瞭な平底と直線 外面ナデ、内面ヘラ 底部に孔（径

並 的にのぴる体部 削りのちナデ 6 ~10mm) 

ロ径11.4
内湾する（椀状）体

外面ハケのちヘラ磨
第43図 193 鉢 III 底径 4.3 II 暗茶褐色 き、内面ハケのちへ

器高 6.8
～口縁部、平底

ラ磨きとナデ

口径 7.3 やや外反する有段口
外面ヘラ磨き、内面

第43図 194
小型土器 胴部径 8.5 やや不良 淡黄橙色 縁、胴部はやや縦長

口縁～底部ナデ、脚
外面と、内面

V 脚台径 5.2 不良 褐 灰 色 の球形、直線的に外 口緑部赤彩
器高11.2 下方へ広がる脚台

台ハケのちナデ

ロ径 7.4
外傾する有段口縁、

外面ヘラ磨き、内面
胴部径10.7 ともに良

内面は「く」の字に
口縁部ヘラ磨き、肩

第43図 195 II 黄橙褐色 近い、胴部は縦に扁 外面赤彩
脚台径 7.5 好

平な球形、外反する
～底部ナデ、脚台部

器高10.6
脚、端部面取り

摩耗不明

良 好
内湾する体部と直線

第43図 196 鉢 N ロ径17.2
不 良

II 的な口縁、境界部は 内外面ヘラ磨き 内外面赤彩

屈曲し、稜をもつ

第43図 197
小型土器

底径 2.6 ともに並
褐 灰 色 内湾する体部、不明

＂ I 淡茶褐色 瞭な平底
『

ともに良
内湾する体部、やや 外と内口緑ヘラ磨き、

第43図 198 II 胴部径 7.6
好

褐灰色 内湾する口縁部、丸 体部上位ナデ、下位
底 ヘラ磨き

第43図 199 ＂ ともに並 暗黄橙色 内湾する体部 外ヘラ磨き、内ナテ~ 外面黒斑あり

ほぽ直線的にのぴる

やや不良
体部とやや外反する 外面ヘラ磨き、内面

第43図 200 鉢 w ロ径10.8
不良

橙 色 ロ縁部、境界部は屈 体～口縁部ヘラ磨き、
曲、屈曲部に把手1、 脚台部ナデ
端部擬凹線 3条

良好 黄橙色
内湾する体部と外反 屈曲部に 2段

第43図 201 II ロ径 7.8
並 淡橙色

する口縁部、境界部 内外面ヘラ磨き 1組の斜行刻
は屈曲する 目
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土器観察記録表 C 16溝上層出土土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考焼成 内

町褐；火色
外傾する有段口縁、

第43図 202 鉢 w 口径12.1 ともに並
橙色

端部は不明瞭な面取 内外面ヘラ磨き
り、内湾する体部

やや外反する「く」 内外面口縁部ハケの
外面に煤、内やや不良 暗褐色 の字口縁、端部面取 ちヨコナデ、肩部以第43図 203 小型土器 ロf至 7.8

並 褐色 リ、面はやや凹み、 下ハケ、内頸部指頭 面に炭化物付

外面では稜をもつ 圧 着

内湾し直立する有段
外面ナデ、内面口緑

第44図 204
＂ 

口径13.5 ともに並 褐 色 部ヨコナデ、肩部以 外面煤付着口縁、肩は張らない
下ヘラ削り

第44図 205 鉢
良 好 橙褐色 端部近くに 1L（径13 内外面ヘラ磨き、端

外面赤彩並 黄橙色 mm) あり 部はナデ

ロ径29.3 やや不良 やや外反する有段口 外と内口縁ヘラ磨き、 外面頸～肩部
第44図 206 鉢 VI 

胴部径39.2 良好
茶褐色

緑、擬凹線 8条
外胴下位にハケあり、 に逆U字状把
内肩以下ヘラ削り 手 (1対）

第44図 207
小型土器

ともに並 褐 色 尖底
外上位ハケ、下位へ

VI ラ磨き、内ヘラ削リ

第44図 208 蓋 II 紐部径 3.6
＂ 淡褐色

外反する体部、鉦端 外面ヘラ磨き、内面
部面取り、上面凹む ナデ

外反する体部、紐端 外面ヘラ磨き、内面 外面煤、内面
第44図 209

＂ 
II 

＂ 
11 部は不明瞭な面取り、 紐部ヘラ磨き、体部 体部炭化物付

上面は凹む ナデ 着

口径13.2
良好 外反する体部、紐部第44図 210 蓋 V 紐部径 3.6

＂ 
内外面ヘラ磨き

器高 4.8 並 上面は凹む

第44図 211 蓋 ロ径 6.6
良 好

乳白色 外反する体部 内外面ナデ 内外面赤彩
不 良

口径 9.4 外反する体部、紐端 外面ヘラ磨き、口端 胎土中 1~ 2 
第44図 212 蓋 II 紐部径 2.7 ともに並 橙掲色 部面取り、上面は凹 部ヨコナデ、内面ナ mm大の砂粒を

器高 4.2 む デ 含む

ロ径，
外反する体部、鉦部第44図 213 蓋 V 紐部径 3.4

＂ 淡橙椙色 内外面摩耗不明
器高 4.8 上面は凹む

口径 8.9
橙 色第44図 214

＂ 紐部径 2.9
＂ ＂ ＂ 器高 3 淡橙色

ロ径 7.4
明掲灰色 ほぼ直線的な体部、第44図 215 蓋 IV 紐部径 2.5

＂ 褐灰色 紐部上面は凹む
内外面ヘラ南き

器高 2.7

口径 8.7
良好第44図 216 11 紐部径 2.2 暗褐色

＂ ＂ 器高 3.4 並

ロ径 8.6
やや不良 やや外反する体部、第44図 217 蓋 V 紐部径 2.4 橙 色

” 内外面赤彩
器高 3.9 並 鉗部上面は凹む

口径 8.7 
並

ほぼ直線的にのぴる
第44図 218 蓋 LLL 紐部径 4.3

良 好
黄橙色 体部、紐部上面は凹 II 

器高 4.1 む

ロ径 8.8 はぽ直線的な体部、 外面ヘラ磨き、内面
第44図 219

＂ 
鉗：部径 3.6 ともに並 淡褐色 鉦端部は不明瞭な面 鉦部ヘラ磨き、体部
器高 3.6 取＇）、上面は凹む ナデ

口径11.4
やや不良 内湾する体部、紐部 内外面紐部ナデ、内第44図 220 蓋 VII 紐部径 5.4 橙 色

器高 5.8
不良 上面は凹む 外面体部摩耗不明

ロ径12.2
良好 内湾する体部、紐端

第44図 221
＂ 

紐部径 3.9
並

淡茶褐色 部は反転する面取り、 内外面ヘラ磨き
器高 5.4 上面は凹む

第44図 222 口f至12.I ともに並 黄橙色 やや内湾する体部
外面ヘラ磨き、内面
工具によるヨコナデ

口径 4.5 直線的な体部、内下
外面ヘラ磨き、内面第44図 223 嘉 IX 紐部径 2.4

＂ 淡黄橙色 方へのぴる口縁、ギ
器高 4.1 fll （やや凸）な紐

ナテ~

第44図 224 嚇
＂ ＂ 

円錐状の体部、紐部 外面摩耗不明、内面
に1L（径 5mm) ヘラ序き
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土器観察記録表

図番号 器種 法贔 （cm) 
胎士 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

外頸部ヨコナデ、肩

第45図 1 甕 A N 口径を218 並
淡褐灰色

外反する有段口縁、 以下ハケ、内口縁ヨ
外面に煤付着

不 良 擬凹線 6条 コナデ、肩上位ハケ、
肩以下ヘラ削リ

外頸ヨコナデ、肩ハ
胎土中05~1 

第45図 2 ＂ ロt至19.8 ともに並
淡黄褐色 外反する有段口縁、 ケ、内口縁ヨコナデ、

mm大の砂粒を
淡橙褐色 擬凹線 7条 頸ハケのちヨコナデ、

含む
肩ヘラ削り

並 (0.5~ 外頸部ヨコナデ、肩
1 5 mm大

外反する有段口縁、 以下ハケ、内口縁部
第45図 3 II ロ径18.6 の砂粒を 淡黄褐色

擬凹線 5~ 6条 ョコナデ、頸部ハケ 外面に煤付着

含む） のちヨコナデ、肩以
並 下ヘラ削り

外面頸部ヨコナデ、

外反する有段口縁、
肩部以下ハケ、内面

外面一部に煤
第45図 4 ＂ 

口径：188 ともに並 灰褐色
擬凹線10条

ロ縁部ヨコナデと指
付着

頭庄、頸部ヨコナテ、
肩部以下ヘラ削り

外頸ハケのち一部ヨ
ロf至18

外反する有段口縁、
コナデ、肩以下ハケ、

第45図 5 ” 胴部径19.3 ＂ 
淡黄掲色

擬凹線 7条
内口縁ヨコナデと指
頭圧、頸ハケ、肩以
下ヘラ削り

外頸部ヨコナデ、肩

第45図 6 ＂ 口f至19 ＂ 
淡褐色

外反する有段口縁、 ナテ、内口縁部ヨコ
擬凹線 7~10条 ナテニ頸部ヨコナデ、

肩ヘラ削り

わずかに内湾する有
外面頸部以下ハケと

口f至106 やや不良 ヘラ磨き、内面口縁
第45図 7 甕 A I 

胴部径101 並
淡橙褐色 段口縁、擬凹線 3~ 

～頸部ヨコナデ、肩
4条

部以下ヘラ削り

外傾気味の有段口縁、
口径]I 黄灰褐色 擬凹線 5条、胴部 外頸～肩ヨコナデ、

第45図 8 ” 
胴部径11.6 やや不良 （一部橙 最大径は上位にあ 肩以下ハケ、内口縁

外面に煤付着
底径1.5 ＂ 色） るか肩はあまり張ら ヨコナデ、肩以下へ
器高12.1 明褐灰色 ない、やや不明瞭な ラ削りのちナデ

平底

外頸ヨコナデ、肩ヨ

第45図 9 甕 A N ロ径13.6 ともに並 褐灰色
外反気味の有段口縁 コナデのちハケ、内
擬凹線 6条 ロ縁ヨコナデ、頸ヨ

コナデ、肩ヘラ削り

外頸部ヨコナデ、肩

第45図 10 甕 A II ロ径．］8.4 II 暗褐色
外反する有段口縁、 ハケ、内口縁部ヨコ
擬凹線 7条 ナデと指頭圧、頸部

ハケ、肩ヘラ削り

並 (05mm 
外頸部ヨコナデ、肩

大の砂粒 外反する有段口縁、
部以下ハケ、内口縁

第45図 11 甕 A W 口径18
を含む）

淡茶褐色
擬凹線11条

部ヨコナデ、頸部ハ
ケのちヨコナデ、肩

並
部以下ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩以

外反する有段口縁、
下ハケ、内口縁ヨコ

外面一部に煤
第45図 12 ” ロ径18.8 ” ＂ 

ナデと指頭圧、頸ハ
i疑凹線 8条

ケのちヨコナデ、肩
付着

以下ヘラ削り

外頸部ヨコナデ、肩

淡灰褐色 外反する有段口縁、
ハケ、内口縁ヨコナ

第46図 13 II 口径198 ともに並
淡褐色 擬凹線 9条

デと指頭圧、頸部ハ 外面に煤付着
ケのち一部ヨコナデ、
肩ヘラ削リ

外頸部ナデ、肩以下

第46図 14
＂ 

口行を18.2
やや不良

橙灰色
” 

ケ、内口縁ヨコナデ
不良 と指頭圧、頸ヨコナ

デ、肩以下ヘラ削リ

C 16溝下層出土士器

＄
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土器観察記録表 C 16溝下層出土土器

令

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色 調 外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

外頸ヨコナデ、肩以

ロf至18 並 淡茶褐色 外反する有段口縁、
下ハケ、内口縁ヨコ

第46図 15 甕 A N 
胴部径21.9 不 良 暗褐色 擬凹線11条

ナデと指頭圧、頸ハ 外面に煤付着
ケのちヨコナデ、肩
以下ヘラ削り

外頚ヨコナデ、肩以

第46図 16
＂ 

口f至16.7 
＂ 

暗褐色
外反気味の有段口縁 下ハケ、内口縁ヨコ

II 
擬凹線 6~ 7条 ナデと指頭圧、頚ヨ

コナデ、肩ヘラ削＇）

外頸ヨコナデ、肩以
外面に煤付着、

下ハケ、内口縁ヨコ
第46図 17 II 口f至18.6 ともに並

淡黄褐色 外反する有段口縁、
ナデと指頭圧、頸ハ

胎土中 05~  
淡 橙 色 擬凹線 7~ 9条

ケのちヨコナデ、肩
1 mm大の砂粒

以下ヘラ削り
を含む

外頸ヨコナデ、肩以

外反する有段口縁、
下ハケ、内口縁ヨコ

第46図 18
＂ 

口径17.4
＂ 淡黄掲色

擬凹線 9条
ナデと指頭圧、頸ハ
ケのち一部ヨコナデ、
肩以下ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩以

外反する有段口縁、
下ハケ、内口縁ヨコ

第46図 19
＂ 

口f至17.8 II 暗褐色
擬凹線II条

ナデと指頭庄、頸ハ
ケのち一部ヨコナデ、
肩以下ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩以

やや不良 外反する有段口縁、
下ハケ、内口縁ヨコ

第46図 20
＂ 

口行を18.5
並

淡褐色
擬凹線10条

ナデと指頭圧、頸ハ 外面に煤付着
ケのち一部ヨコナデ、
肩以下ヘラ削り

並 (05mm 外頸ヨコナデ、肩以

第46図 21 II 口f至194 
大の砂粒

淡黄橙色
外反する有段口縁、 下ハケ、内口縁ヨコ 外面一部に煤

を含む） 擬凹線 7~ 8条 ナデと指頭圧、頸ヨ 付着

並 コナデ、肩ヘラ削リ

外頸部ヨコナデ、ヽ肩

第46図 22 ” 口f至19.6 ともに並 暗褐色
外反する有段口縁、 ハケ、内口縁ヨコナ

外面に煤付着
擬凹線 3条 テと指頭圧、頸部ハ

ケ、肩ヘラ削り

並 (0.5~ 外頸ヨコナデ、肩ハケ、

第46図 23 II ロf至195 
1 mm大の

淡茶褐色
外反する有段口縁、 内口縁部ヨコナデと指

II 
砂沫立を含 擬凹線10条 頭圧、頸ハケのち一部
む）、並 ョコナデ、肩ヘラ削り

外口縁～頸部ヨコナ
テ、肩以下ハケ、内

第47図 24 甕 B I 口径12 ともに並 明褐灰色 外傾する有段口縁 ロ縁部ヨコナデと指 II 

頭圧、頸部ヨコナテ、
肩以下ヘラ削り

外口～頸ヨコナデ、

口行を14.2 やや不良 橙色
肩以下ハケ、内口縁

第47図 25 甕 B N 
胴部径14.4 並 淡褐色

II ョコナデと指頭圧、頸
ハケのち一部ヨコナ
テ、肩以下ヘラ削り

外口緑～頸ヨコナテ、

第47図 26 甕 B III ロ径154 II 
淡橙色

内湾する有段口縁
肩ハケのちナデ、内

淡赤掲色 口縁～頸ヨコナデ、
肩ヘラ削り

内外面口～頸ヨコナ

第47図 27 痰 B N 
口径17.6 良 好 淡褐灰色

外反する有段口縁
デ、外肩以下ハケの 外面一部に煤

胴部径188 並 茶 褐 色 ち一部ナデ、内肩以 付着
下ヘラ削り

内外面口～頸ヨコナ
第47図 28 甕 B V ロf至14.2 ともに並 灰 褐 色 ＂ テ、外肩ナデ、内肩

ヘラ削り

並 暗茶褐色
内外面口～頸ヨコナ

第47図 29 ” 口f至162 
良 好 淡茶褐色 ” デ、外肩ハケ、内肩 外面に煤付着

ヘラ削り
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土器観察記録表

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考焼成 内

外反する短い有段口 外口緑～肩ヨコナデ、
第47図 30 甕 D I ロ径16 ともに並 暗褐色 縁、内面は「く」の 内口縁ヨコナデ、肩 外面に煤付着

字に近い ヘラ削り

直立する短い有段口 外口～頸ヨコナデ、 外面に煤付着、
第47図 31

＂ 
ロ径17 ＂ 淡茶褐色 縁、内面は「＜」の 肩ハケ、内口緑ヨコ 胎土中0.5~1

字に近い ナデ、口縁下位に一 mm大の砂粒を
部ハケ、肩ヘラ削り 含む

外反気味の短い有段
外口縁～頸ヨコナデ、 外面に煤付着、

良好 肩ハケ、内口緑ヨコ 胎土中 1mm大第47図 32 甕 D II ロ径14.3
並

茶褐色 口緑、内面は「く」
ナデ、頸ハケのち一 の砂粒をごく

の字に近い
部ヨコナデ 少量含む

やや不良
直立する短い有段口

外口～頸部ヨコナデ、 外面に煤付着、
(1~2 mm 肩部以下ハケ、内ロ 胎土中には 3第47図 33

＂ 
ロ径11.2 

大の砂粒 暗褐色 縁、内面は「く」の
～頸部ヨコナデ、肩 ~5  mm大の砂

含）、並
字に近い

部以下ヘラ削リ 粒も含まれる

ロ径11.8 外傾する有段口縁、 外面口縁部ヨコナデ、
外面一部に煤

第47図 34 甕 B I 
胴部径10.9 やや不良 明黄褐色 肩はあまり張らない、 肩部以下ハケ、内面

内面一部に炭底径1.8 不良 暗掲色 底部は不明瞭な平底 口縁～頸部ヨコナデ、
化物付着器高11.1 で、比較的肉厚 肩部以下ヘラ削

外口縁ヨコナデ、肩

「S」字状口縁、端部
ハケ（左下リ）、胴ハ

並（金雲 の引き出しが比較的
ケ（右下リ）、のち頸

第47図 35 痰 E II 口径12 母を含む） 淡黄橙色 強い、口縁部有段部
ハケ（ヨコ 2~ 3)、

並 分にヘラ先による施
胴上位ハケ（ヨコ 6

文あり
~ 7)、内口縁ヨコナ
デ、頸ハケ、肩以下
強いナデ

暗褐色
「く」の字口縁、端部 外ハケ、端部ヨコナ

第48図 36 甕 C N 口径23.1 ともに並
淡黄橙色

面取り、外面では下 デ、内ナデ、口縁ー
方へのかすかな稜 部にハケが残る

やや不良 淡橙色 「く」の字口縁、端部
外口縁ヨコナデ、肩 頸部に接合痕

第48図 37
＂ 口径20.3

不良 明褐灰色 は不明瞭な面取り
部ヘラ削り、内口緑 あり、内面に
ハケ、肩部ナデ 黒斑あリ

外反する「く」の字口 外面口縁端部ヨコナ

第48図 38 猿 C II 口径18,9 II 淡黄橙色
縁、端部面取り、外 デ、外悶摩卑毛、ハケ 外面に煤付着
面では外下方への稜 か、内ハケ
をかすかにもつ

並 (1~ 「く」の字口縁、端部 外面ハケ、ただし端
外面に煤付着2 mm大の 面取り、外面では外 部はヨコナデ、内面第48図 39 II ロ 径16.0

砂粒を含
灰褐色

下方への稜をかすか 口縁部ハケ、肩部以
内面肩部に接

む）、並 にもっ 下ハケのちナデ
合痕あり

「く」の字口縁、端部 外面口縁部ヨコナデ、

並
は面取り、外面では 肩部ハケのち一部ナ

第48図 40
＂ ロ径18

不 良
暗灰褐色 外下方への稜をかす デ、内面口縁部ハケ、 外面に煤付着

かにもつ 頸部ナデと指頭圧、
屑部ハケのちナデ

第48図 41 痰 ともに並 淡茶褐色 外タタキ、内ナデ II 

第48図 42
＂ 

並 茶褐色 外面タタキ、内面ナ 外面一部に煤
不 良 暗褐色 デ 付着

第48図 43 甕 C I 口径14 ともに並 暗褐色 「く」の字口繰 内外面ヨコナデ 外面に煤付着

外口縁ヨコナデ、肩 外面に煤、内
第48図 44 II ロ 径13.2

＂ 暗灰褐色 ＂ 以下ハケ、内口縁ヨ 面に炭化物付
コナデ、肩以下ナテ~ 着

外口縁部ハケのち一

第48図 45
＂ 口径14.2 ” 

部ナデ、肩以下ハケ、
内口縁部ナデ、肩以
下ヘラ削 I)

外反する「く」の字口 外面ハケ、ただし端 外面一部に煤

第48図 46 痰 C III u f至16 並 茶掲色 縁、端部は面取り、 部はヨコナデ、内面 付着、頸・肩
良 好 灰褐色 外面では外下方への 口縁部ハケ、肩部以 部に接合痕あ

稜をかすかにもつ 下ハケのちナデ り

C16溝下層出土土器

，
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士器観察記録表 C 16溝下層出土土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

内湾気味の「く」の 外面口縁部ヨコナデ、

並
字口縁、端部面取り、 肩部摩耗不明、胴部

第48図 47 甕 C VI ロ径18
不 良

淡黄橙色 内面でははねあげ状 ハケ（タテ→ヨコ）、 外面に煤付着
の、外面では下方へ 内面口縁～頸部ナデ、
の稜をもつ 肩部以下ヘラ削り

外口縁～頸ヨコナデ、
肩以下ハケ、内口縁

第48図 48 甕 C W 
ロf至16

ともに並 褐 色
「く」の字口縁、内面 ヨコナデ、下位指頭 外面に黒斑あ

胴部径21 は肥厚する 圧、胴ヘラ削リ、一 り
部指頭圧痕

やや不良 橙 色
有段口縁、擬凹線 4 外面頸部ハケのちナ

第49図 49 官＝ I 
不 良 淡橙褐色

条以上、外面頸部に デ、内面頸部摩耗不 外面に煤付着
突帯と斜行刻目 明、一部磨きが残る

外頸～肩ヨコナデ、 外面に煤付着

第49図 50 亜ギ v 口f至13.6
やや不良

灰掲色
外反する有段口縁、 内口縁ヨコナデと指 胎士中0.5-2

並 擬凹線14条 頭圧、頸ヨコナデ、 mm大の砂粒を
肩ヘラ削り 含む

口径12 並
外調整不明、内口縁

第49図 51 II 
胴部径16.2 良 好 ＂ 

外反する有段口縁 ヨコナデ、肩ヘラ削 外面に煤付着
り、胴ナデ

外口緑～頸部ヘラ磨

外反する有段口縁、
き、肩以下ハケのち

やや不良 一部ヘラ磨き、内口
第49図 52 咄―- VI ロ径14

良好
淡橙色 口縁部下位に擬凹線

縁部ヘラ磨き、頸部
2条

ハケのちヘラ磨き、
肩以下ヘラ削り

外口縁摩耗不明、頸
部ヘラ磨き、肩部以

第49図 53
＂ 

口f至13.4 ともに並 淡灰褐色 外傾気味の有段口縁 下摩耗不明、内口縁 外面に煤付着
～頸部ヨコナデ、肩
部以下ナデ

良好
外面口緑ヘラ慮き、 外面に一部煤

第49図 54 亜＝金コ I 口径15.7 外反する有段口縁 頸部ハケのちヘラ磨 付着、内外面
並 き、内面ヘラ磨き 赤彩

第49図 55 咄士 V 口径11.4 ともに良 淡茶色
外反する有段口緑、

内外面ヘラ磨き
好 口緑下位擬凹線 4条

良 好
外面口縁部ハケのち

第49図 56 ＂ 
ロ径12 淡茶褐色 外反する有段口縁 ヘラ磨き、頸部ヘラ

不 良
南き、内面ヘラ磨き

外ヘラ磨き、内口緑 外煤、内炭化

第49図 57
＂ 

口径10.6 ともに並 淡黄掲色 ＂ 
～頸部ヘラ磨き、肩 物付着内頸
以下ナデと指頭圧 部に接合痕

外口縁ヘラ南き、端

c 部ヨコナデ、頸ナデ、

第49図 58 宰ギ N 口f至13.8
＂ 

黄橙色 ＂ 
内口縁～頸ヘラ磨き
ロ緑端部ヨコナテ｀、
肩部ヘラ削り

゜
外反する「く」の字

外面口緑部ヨコナデ、
第49図 59

＂ 
口径12.8

やや不良
褐灰色

口縁、端部は幅の広
ただし下位はナデ、 外面に煤付着

良好 い面取り、外面では
内面ナデ

外下方への稜をもつ

外口縁～頸ヨコナデ、

第49図 60
＂ 

ロ径11.8 ともに並 暗灰色
内傾する有段口縁、 肩以下ハケ、内口縁
内面は「く」の字状 ～頸ハケのちナデ、

肩以下ヘラ削り

外口縁～頸ヨコナデ、
外反する有段口縁、 肩以下ハケ、内口縁

内面頸部に接
第49図 61 壺 VJ 口径15.8 II 暗褐色 内面は「く」の字に近 ヨコナデ、頸ハケ、

合痕あり
い、端部は面取り 肩以下ヘラ削りのち

工具によるナデ

並
外面ヘラ磨き、内面

内頂ill緑部に
第50図 62 宝-~ N 口t至 77 

不 良
淡茶色 内湾気味の口縁 ロ縁 l．．位ヘラ南き、

接合痕あり
下位～頸部ヨコナデ
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土器観察記録表 C 16溝下層出土土器

図番号 器種 法旦 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調幣の特徴 備 考焼成 内

第50図 63 宰＝企ム VIII ロ径II 5 
並

橙褐色
内湾気味の「く」の 外ヘラ磨き、内口縁

不 良 字状口緑 ヘラ壱き、肩ナテ

第50図 64
亜一 X 口径 74 

やや不良
黄橙色 口縁部に注ぎ口あり

外ナテ、内口縁～肩
不良 ナデ、胴ヘラ磨き

第50図 65 可ギ花 II ともに並
淡褐色 トカ≫ら櫛描文、山形

内外面ハケ 山形文力、彩灰褐色 文、櫛描文、山形文

第50図 66
＂ 

II 
淡褐色 上から、山形文、櫛

外面ハケ、内面不明淡灰色 描文、山形文

良好
外面ヘラ磨き、内面

第50図 67 壺 口径 64 
並

明褐灰色 直立する口縁 ハケのちナデ、口縁
端部はヘラ磨き

外反する口緑、端部
外面ハケのちヨコナ

第50図 68
＂ 

口径15.8
やや不良

淡橙褐色
は面取り、ヘラ状具

デ、内面ハケのち一
並 による右下かりの沈

部ヨコナデ線か多数めぐっている

外面ヘラ磨き、内面 肩部上位に 2

第50図 69
益一 X 

ロ径 52 やや不良 明褐灰色 やや偏平な球形の胴 口縁部ヘラ磨き、胴 孔一対（径 4
胴部径124 良好 淡茶褐色 部と丸底 部ナデ、底部付近へ ~6  mm, 4) 

ラ磨き の孔あり

第50図 70 可ー上 — ともに良好 暗褐色 外面ヘラによる施文 内面ナデ

良 好 外ヘラ磨き、内肩指
第5()図 71 ’•弔士f： N 胴部径15.6

不 良
淡褐色 扁平な球形のila]部 頭圧、胴ナデと指頭 外面赤彩

圧、底ハケ

第50図 72 底部（壺） 底径 4.6
良好

褐灰色 ギ底
外面ヘラ磨き、内面

並 ハケのちヘラ削リ

第50図 73
＂ 底径 5.8

やや不良 淡灰茶褐
II 

外面に接合痕
並 色 あり

外反きみの脚台、端
外面ヘラ磨き、内面 胎土中 1~ 2 

第50図 74 脚 台 脚台径 76 ともに並 淡茶撮色 底部ヘラ磨き、脚台 mm大の砂粒を部は面取り
部ナテ‘ 含む

ともに良 外反する脚台、端部
外底部ナテ、脚台へ

第50図 75
＂ 

脚台径 66 淡橙褐色 ラ磨き、内底部ヘラ好 は面取り
磨き、脚台ナデ

第50図 76 ” 脚台径 9.3
やや不良

灰褐色
内湾ぎみの脚台、端

内外面ナデ
外面煤、内面

不良 部は不明瞭な面取り 炭化物付着

良好 平底、下面はやや凹 外面ヘラ咽き、内面
胎i：中05~2 

第50図 77 寂部（珀'・:) 底径 3.2 淡灰褐色 mm大の砂料を並 む ナテ
少量含む

第50図 78 底部（な~) 底径 3.1 ともに並 淡総色 平底 外ハケ、内ヘラ削り 外面に煤付着

並
外反する脚台、端部 外面ヘラ磨き、ただ

外面一部に煤第50図 79 脚 台 脚台径 8 3 
良 好

淡灰褐色 は面取り、上端は外 し端部はナテ、内面
付着r．方へのかすかな稜 ナデ

q 

外反する脚台、端部 外底部調整不明、脚

第50図 80
＂ 

脚台径 8 ともに並 淡棺褐色
は不明瞭な面取り、 台ヨコナデ、内底部 脚台部上位に
上端は外上方への稜 調悴不明、脚台上位 接合痕あり
をかすかにもつ ハケ、下位ナテ｀~

外反する脚、端部は
外面ハケのちヘラ磨

淡褐色 不明瞭な面取り、端
き（端部を除く）、内

第50図 81 脚 脚部径13.8 II 
淡棺褐色 部上面はやや反転す

面底部ヘラ磨き、脚
部上位ナデ、下位エる
具によるナテ‘

並 (1~2 外脚台上位ヘラ削り 外血一部に煤

第50図 82 脚 台 脚台径11
mm大の砂 灰白色 外反する知い脚台、 下位ハケ、端部ナテ 付着、内面脚
粒含む） 淡黄褐色 端部は面取＇） 内底ヘラ削り、脚台 台部に接合痕

並 ハケのちナテ あり

やや不良 外面脚台部上位ヘラ
(I~2mm 

茶掲色
磨き、下位ヨコナデ、 胎上中には 3

第50図 83 II 脚台径14.3 大の砂料
灰褐色

知い脚台 内面底部ヘラ削り、 mm大の砂少粒も
を含む） 脚台部ヘラ磨き、た 含まれる

並 だし端部はヨコナテ
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土器観察記録表 C 16溝下層出土土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

内湾ぎみの体部と外

やや不良
反する口緑、端部不

第51図 84 高杯 I ロ径24.8
良好

明灰褐色 明瞭な面取り、境界 内外面膚耗不明

部は屈曲し外面では
稜、口縁端部沈線 1

外反する体部と口縁 外口縁ヘラ磨き、体

第51図 85 ＂ ともに並 橙褐色
部、境界部分では屈 ー脚工具によるナデ、

曲し、外面では稜を 内口緑～体ヘラ磨き、
かすかにもつ 脚しぽり（痕）

内湾ぎみの体部と外
外面口緑部ハケのち

第51図 86 II ロ 径21
やや不良

淡黄橙色
反ぎみの口縁部、境

ヘラ磨き、体部ヘラ
並 界部分は屈曲し、外

磨き、内面ヘラ磨き
面では稜をもつ

内湾ぎみの体部と外 外ヘラ磨き、口縁部

第51図 87 ＂ 脚部径13.2
良 好 明褐灰色 反する口縁部、境界 に一部ハケが残る、 内面脚にヘラ

並 褐灰色 部分は屈曲する、外 内口～体部ヘラ磨き、 記号(X)

反する脚部 脚ハケのちナデ

内湾する体部と外反
外面ヘラ磨き、ただ

する口縁部、端部は
し口縁端部はナデ、 脚部に透し穴

良 好 不明瞭な面取り、境
第51図 88 高坪 II ロ径22.5

不 良
黄橙色

界部分は屈曲し、内
内面口縁部ヘラ磨き、 （径 7~9  mm 

外面とも稜をもつ、
体部ハケ、脚部ナデ 3) 

外反する脚部
としぽり（痕）

内湾する体部と外反
する口緑部、端部は

良好
やや凹む面取り、境 外面口縁部ハケのち 外面に煤、内

第51図 89 ＂ ロ径22.8 茶褐色 界部分は屈曲し、内 ヘラ磨き、体部ヘラ 面に炭化物付
並

外面とも稜をもつ、 磨き、内面ヘラ磨き 着

（内面ではかすかで
ある）

内湾する体部と外反

第51図 90 ＂ 
II ともに並

暗茶褐色 ぎみの口縁、境界部
内外面ヘラ磨き

淡橙褐色 は屈曲し内外面とも
稜をかすかにもつ

内湾する体部と外反

第51図 91 II ロ 径20.4 II 橙褐色
する口緑部、境界部

＂ 
外面一部に黒

分は屈曲し、外面で 玖［あり

は稜をかすかにもつ

内湾ぎみの体部と外 胎上中 0.5~

第51図 92 II ロf至20 ＂ 淡茶褐色
反する口緑部、境界 内外面ハケのちヘラ

2 mm大の砂粒
部分は屈曲し、外面 磨き

を少鼠含む
では稜をもつ

内湾ぎみの体部と外

第51図 93 ＂ ロ径18
良 好 反する口縁部、境界

内外面ヘラ磨き 内外面赤彩
不 良 部分は屈曲し、外面

では稜をもつ

e 内湾する体部と外反

第51図 94 ＂ ロ径18.1
良好

淡褐色
する口縁部、境界部

II II 

並 分は屈曲し、外面で
は稜をもつ

並(0.5~1 内湾する体部と外反 胎土は 3mm大

第52図 95 ＂ ロ径16.8
mm大の砂

橙褐色
する口縁部、境界部

II の砂礫を 2~ 
粒含む）、 分は屈曲し、外面で 3個含む
並 は稜をもつ

小さい体部と内湾す 外口縁ヘラ削りのち

第52図 96 高杯 Ill ロf至16
やや不良

淡橙色
る口縁部、端部は面 ヘラ磨き、端部ナデ、

良好 取り、境界部分は屈 体部ヘラ削り、内へ
曲する ラ磨き

ともに
外反する体部と口緑

第52図 97 高杯 W 口径13.5
良好

淡黄灰色 部（逆台形）、境界部 内外面ヘラ磨き

分は屈曲する

ほぼ直線的な体部と

良 好
口縁部（逆台形）、

第52図 98 ＂ 
淡茶褐色 境界部分は屈曲し、 ＂ 

並
外面には斜行刻目を
もつ
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土器観察記録表

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考焼成 内

やや不良 淡茶褐色
内湾ぎみの体部と外

第52図 99 高J-ィ、 V LI 径14.5
並 灰褐色

反ぎみの短い口縁、 内外面ヘラ磨き
境界部分は屈曲する

第52図 100 高坪 I 並
黄橙色

外反する脚部、脚体 外ヘラ磨き、内体部
良 好 部の境界部分は肉厚 ヘラ磨き、脚ナデ

良好
外反する脚部、脚部 外ハケのちヘラ磨き、

第52図 101 高 杯 脚部径135 
並

淡灰褐色 に透し穴（径 5~ 6 内脚上位しばり、下
mm、 3) 位ハケのちナデ

第52図 102
＂ 脚部径!1.6 II 

淡黄褐色
外反する脚部

外面ヘラ磨き、内面 外面に黒斑あ
淡橙褐色 脚部ナデ I) 

第52図 103 II 脚部径11.1 ともに並
橙色 外反する脚部、端部 外面ハケのちヘラ磨

外面赤彩明褐灰色 はわずかに反転する き、内面ナデ

ともに
外反する脚部、脚部 外面ヘラ磨き、内面

第52図 104 II 脚部径128 
良好

明褐灰色 に透し穴（径 3~ 4 脚部上位ナデ、下位
mm、 2) ハケのちナデ

外反する脚部、脚部 外面ヘラ磨き、内曲

第52図 105 高Jィ、 Ill 脚部径138 並 淡褐色 に透し穴、 3孔一対、 脚部上位ヘラ削り、
不 良 灰褐色 下位に 2、上位に 1、 指頭圧、下位ハケの

（径11~12mm、 6) ちナデ

並 (1~
外反する脚部、脚部 外面ハケのちヘラ磨

第52図 106 高｝イ、 N 脚部径148 
2 mm大の

褐 色 に透し穴（径 4~12 き、内面上位ナデ、
内面に黒斑あ

砂粒を含 り
む）、並

mm、 4) 下位ハケ

良好
外反する脚部、脚部

外面ヘラ磨き、内面第52図 107 高 Jィく 脚部径11.8 淡茶椙色 に透し穴（径 6~ 9 
並

mm、 3) ナデ

やや不良
外反する脚部、脚部 外面ヘラ磨き、内面

第52図 108 II 脚部径13
不良

淡橙褐色 に 2孔一対の透し穴 脚部ナデ、ただし端
（径 5~6  mm、 4) 部にハケが残る

並
外反する脚部、脚部 外面ヘラ磨き、内面

第52図 109 高Jィ、 I 脚部径13.5
良 好

黄橙色 に透し穴（径 7~ 8 体部ヘラ磨き、脚部
mm、 3) ナデ

第52図 110 高 jィ、 脚部径117 ともに並 淡橙褐色
外反する脚部、脚部 外ヘラ磨き、内体へ
は不明瞭な面取＇） ラ磨き、脚ナデ

並
外反する脚部、脚部

外面ヘラ磨き、内面
外面一部に煤

第52図 Ill 高 Jイ、 脚部径］5
不 良

明褐灰色 に透し穴（径 5~ 6 
ナデ

内面一部に炭
mm、 3) 化物付着

やや不良
(1~ 2 外反する脚部、脚部

外面ヘラ磨き、内面
胎土は 3~ 5 

第52図 112 高Jイ、 III 脚部径147 mm大の砂 乳褐色 に透し穴（径15~20 mm大の砂礫を
粒含む） mm、 3)

ハケのちナデ
多量に含む

並

内湾気味の脚、端部
外面ヘラ磨き、内面橙褐色 不明瞭な面取り、脚 外面一部に黒第52図 l]3

＂ 脚部径13 ともに並
淡橙褐色 に 2孔一対の透し穴

上位にナデとしばり
政王あり

（径14~23mm、 4)
（痕）、下位ハケ

内湾気味の脚部、端 外面ヘラ磨き、内面

第52図 114 ” 脚部径113 並
淡黄橙色

部は不明瞭な面取り、 上位にナデとしばリ
II 

良 好 脚部に透し穴（径14 （痕）、下位ハケのち
~20mm、 4) 一部ヨコナデ

外反ぎみの脚部、上 外面ハケのちヘラ磨
外面赤彩、脚

良 好 部に透し穴第53図 115 高 」ィ、 脚部径126 
不 良

茶褐色 位は棒状に近い、端 き、内面上位ナデ、
（径 6mm、 1部は不明瞭な面取り 下位ハケ、端部ナテ、

木貰通）

第53図 116 脚 脚部径128 ともに並 暗褐色
外反ぎみの脚部、端 外面ヘラ磨き、内面 外黒斑と赤彩
部は面取り ハケのちナデ 内炭化物付着

第53図 117 II 脚部径Jl5 
ともに

淡橙褐色
外反する脚部、端部

内外面ヘラ磨き
外一部煤、内

良好 は面取り 一部炭化物付

やや不良 外反する脚部、端部 脚部に透し穴
第53図 118 II 脚部径119 

不良
橙 色 は不明瞭な面取り

内外面摩耗不明 （径：8-13mm、
4) 

C 16溝下層出土士器

人↓
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土器観察記録表 C 16溝下層出土土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

良好
外面ハケのちヘラ磨

第53図 119 脚 脚部径12.8
並

橙褐色 外反ぎみの脚部 き、内面上位ナデ、 外面に煤付着
下位ハケ

第53図 120 ＂ ＂ 
並 黄橙色

ほぼ直線的な脚部、 外面ハケのちヘラ磨

良 好 脚部に透し穴（ 4) き、内面ヨコナデ

内湾ぎみの体部と外 擬凹線はヘラ

やや不良
反する受部、端部面

磨きにより一
第53図 121 器台 II 受部径24

良好
明褐灰色 取り、境界部は屈曲 内外面ヘラ磨き

部消されてい
外面では稜、外面受
部に擬凹線 3条

る

外上方へ直線的にの
外面ヘラ磨き、内面 体部に涙適形

第53図 122 器台 v 受部径17.2 ＂ 
淡黄褐色 びる体底部、外反ぎ

みの垂下帯
ハケのちヘラ磨き 透穴 6組12個

橙 色
外上方へ外反ぎみに

外面赤彩、外
第53図 123 II 受部径13.5 II 

黄橙色
のびる体底部、体部 内外血ヘラ1兵き 面に化粧土
に涙滴形透穴 6組12

やや不良
外上方へやや内氾ぎ 外面ヘラ磨き、内面 脚部に透し穴

第53図 124 ＂ 
受部径13.2

不良
淡茶褐色 みの体底部、外反す 体底部ヘラ磨き、脚 （径 5mm、

る脚部と垂下帯 部ナデ 4) 

並 (0.5 外反する脚部、上位

~1  mm大 は屈曲し、外面では
外面ヘラ磨き、内面

内外面とも一

第53図 125 脚（器台） 脚部径126 の砂粒を 茶褐色 稜をもつ、端部は反 部に黒斑あり

含む） 転する面取り、透し
ヨコナデ

外面赤彩

並 穴（径 5~9  mm、 4)

棒状の脚部上位から
外受～脚上位ヘラ磨

第53図 126 II 脚部径 7.6
良好

黄橙褐色 直線的にのぴる受部
き、下位ハケのちへ

内外面煤付着
並 と脚部下位

ラ磨き、内受摩耗不
明、脚ハケのちナデ

逆円錘状の脚上位と 外面ハケのちヘラ磨

第53図 127 ＂ 
脚部径10.2 並 淡橙掲色

外下方にのびる下位、 き、ただし端部はナ

不 良 端部は反転したのち デ、内面ナデとしぼ

外下方へ若干屈曲 り（痕）

棒状の脚上位と外反

暗灰褐色
する下位、境界部は

外面ヘラ廃き、内面
第53図 128 II 脚部径16.1 ともに並

灰褐色
屈曲し、外面では稜

ナデ
外面に煤付着

をもつ、端部は面取
りでわずかに反転

外反する脚部、上位 脚部に 2孔 l

第53図 129 ＂ 
脚部径12.4

良 好 橙 色 は屈曲し、外面では
内外面摩耗不明

対の透し穴

不 良 淡橙色 稜をもつ、端部はわ （径 4~5  mm、

ずかに反転 4) 

淡橙褐色
外反する脚、端部下

外面ヘラ磨き、内面
外面に煤、内

第53図 130
＂ 

脚部径13.9 ともに並
暗褐色

面も面取りで、わず
ハケのちナデ

面に炭化物付

かに反転、沈線 l 着

e 外反ぎみの脚部、透
外面ヘラ削りのち一

第53図 131
＂ 

脚部径158 
やや不良 淡茶褐色 し穴（径10~]]mm、

部ヘラ磨き、内面上

不良 暗茶褐色
3) 

位ヘラ削り、中位ハ
ケ、下位ナデ

棒状に近い脚部上位 外面ハケのちヘラ磨

第53図 132 脚 脚部径12.2 ともに並 淡橙色
と外反ぎみの下位、 き、内面上位ナデと

透し穴（径 6~10mm、 しぼり（痕）、下位ハ
3) ケのち一部ナデ

ロ径 9.8
並

外傾する有段口縁、 外面頸部ヨコナデ、

第54図 133 鉢
I 胴部径 9.6 不 良

淡黄橙色 擬凹線 7条、底部は 肩部以下ハケ、内面

底径1.2 乎底に近く、下面は ロ縁部ヨコナデ、肩

器高 98 やや凹む 部以下ナデ

外頸ナテ、肩以下ハ

第54図 134 II 口t至13 ともに並 II孔褐色
外傾ぎみの有段口縁 ケ、内口縁ヨコナデ、

擬凹線 6条 肩以下ヘラ削りのち
一部ヘラ磨きか

ロ径127 外反ぎみの有段口縁
外口縁～頸ヨコナデ、

胴部径10.5 並 肩は張らない、底部
肩以下ハケのちナデ、

第54図 135 ＂ 底径 I8 不 良
橙 色

は平底で、下面はや
底ヘラ削り、内口縁

器高 9.3 や凹む
ヨコナデ、肩以下へ
ラ削りのちナデ

-I:!! -



士器観察記録表

図番号 器種 法量 (cm) 胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 傭 考焼成 内

外傾する有段口縁、
外面口縁～頸部ヨコ

第54図 136 鉢 I 口径11.6 並
暗褐色 やや下位に胴部最大

ナデ、肩部以下ナデ
外面に煤付着胴部径10.5 不 良 内面口縁部ヨコナデ径をもつ

肩部以下ヘラ削り

やや不良 淡黄橙色
ほぼ直線的にのぴる 外面摩耗不明、ヘラ

第54図 137 鉢 II ロ径12.2
不良 明黄褐色

体～口縁部、境界部 磨きか、内面口縁部
分は屈曲する ナデ、体部ヘラ磨き

内硲ぎみの体部と外
外面口縁部ヘラ磨き

第54図 138 II ロ径16 ともに、
淡橙褐色

反する口縁部、境界
体部ハケのちヘラ磨 外面に煤付着やや不良 部分は屈曲し、外面
き、内面ヘラ磨き

では稜をもつ

内沿ぎみの体部と外 内外面化粧土
胎土は 0.5~第54図 139 II 口径19.9 ともに並 淡黄褐色 反する口緑部、境界
1 mm大の砂粒部分は屈曲する
を含む

第54図 140
小型土器

口径 9.6 II 明褐灰色
外傾する有段口縁、

内外面ヘラ磨き 外面に煤付着

＂ 内面では「く」の字状

外上方に広がる体部
外面一部黒斑

第54図 141
小型土器 口径10.4 やや不良

暗褐色 と内沈ぎみの口緑部
内外面ハケのちヘラ 胎土は 1~ 2 

VI 器高 8.6 並
丸みを帯ぴた尖底

磨き mm大の砂粒を
含む

第54図 142 II ともに並 明茶褐色
外上方に広がる体部 外ヘラ削り、内.l:位
尖底 ヘラ磨き、下位ナデ

外上方に広がる体部
外面ヘラ磨き、内面第54図 143 鉢 V 底径 3.7 ＂ 淡褐色 ギ底、底部に礼（径
工具によるナデ

外面に煤付着
4 ~7 mm) 

第54図 144 ＂ 底径27 II 
暗褐色 外上方に広がる体部 外面ナデ、内面ヘラ 底部にfL（径
淡褐色 乎底 削り 13~14mm) 

外面口縁部ヨコナデ 外面に煤付着

第54図 145
＂ 口径17.2 II 灰茶褐色 内湾する口縁～体部

体部ハケ、内面口縁 胎土は 0.5~
部ヨコナデ、体部へ 2 mm大の砂粒
ラ削り を含む

ロ径17.6 内湾ぎみの口絃～体 外ハケのち一部ナデ

第54図 146
＂ 底径： 4.2 II 褐 色

部、端部は不明瞭な 内口縁ヘラ削りのち

器高10.6 面取＇）、平底、底部 ナデ、端部はハケ、
に1し（径II~12mm) 体部はヘラ削り

ロ径15
灰褐色 内沼する口～イ本部、 外面ハケ、内面ヘラ

底部に1し（径第54図 147 II 底径， II 
暗褐色 端部は不明瞭な面取 削り、ただし口緑部 9 ~11mm) 器高10 り は内外面ヨコナデ

小型土器
口径 4.5

ともに 内it'Jする体部、端部
外口緑指押さえのち

外面一部に黒第54図 148 底径 2.5 明褐灰色 ハケ、体上位ハケ、VII 
器高 3.1 良好 はやや反転

下指押さえ、内ハケ
玖［あり

ロ径 7.5 外体部ハケのちヘラ

第54図 149 II 底径 3.6 ともに並 淡黄橙色
内洒ずる口緑～体部 磨き、底部ナデ、内

器高 4.8 不明瞭な平底、椀状 ナデ、口縁端部は内
外面指押さえ

ロ径 6.7
底～体部の境界部で 外ナデ、内口緑～体第54図 150 II 底径 4.9 II 淡褐灰色

器高 4.2 やや屈曲、平底 部ナデ、底部ハケ

ロ径 3.9
並 胎土中 1~3  

第54図 151 II 底径 3.3
良 好

淡黄橙色 乎底 内外面指によるナデ mm大の砂沫立を
器高 2.7 多量に含む

口径 4
内沈する口緑～体部 胎土中 1~2  

第54図 152
＂ 底径 2.4 ともに並 淡茶掲色

やや不明瞭な平底
内外面ナデ mm大の砂粒を

器高 4.2 少量含む

ロ径 3.3 内沿する口縁～体部 内と外口～体部ヘラ
第54図 153 鉢 III 底径 3.3 ＂ 淡茶色 下面がやや凹む平底、 磨き、外底部付近へ

器高 4.8 椀状 ラ削り、下面ハケ

ロ径11.4
良好 内冷する口縁～体部

外面ヘラ序き、ただ 胎土中 0.5-
第54図 154 II 底径 4.8

並
茶褐色

平底、椀状 し、体部にハケか残 1 mm大の砂粒
器高 6.5 る、内面ヘラ序き を少量含む

C 16溝下層出土土器
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土器観察記録表 C 16溝下層出土土器

図番号 器 種 法量 (cm) 
胎土 色 調 外 器形の特徴 調整の特徴
焼成 内 備i 考

内湾する体部と外J: 外ヘラ磨き、端部ヨ
外面一部に黒

第55図 155 鉢 III ロ径13.6 ともに並 淡黄褐色 方にのびる口縁、境 コナデ、内口縁ヘラ
斑、外面赤彩

界屈曲、端部面取リ 磨き、体部ヘラ削り

第55図 156
＂ 

ロ径13.8
良 好 橙 色 内湾する口縁～体部、 外面摩耗不明、内面 外一部煤、内
不 良 暗灰褐色 椀状 ヘラ磨き 一部炭化物付

並 内湾ぎみの口縁～体
外面口縁部ヨコナデ

第55図 157
＂ 

口径：12.9 淡褐色 体部ハケのちヘラ磨
不 良 部、椀状

き、内面ヘラ磨き

第55図 158
＂ 

口径11.8 
良好

淡茶褐色
椀状、端部付近やや

内外面ヘラ磨き 外面一部黒斑
並 屈曲

第55図 159 鉢 N 口径 7.8 II 淡黄褐色
外反する口縁部、体
部との境界部に把手

ロ径11
外口縁ヨコナデ、体

第55図 160 鉢 III 脚部径 6.1
やや不良 黄 橙 色 椀状の体部と短かい 部以下指によるナデ

外面に黒斑
器高 7.1 並 黄茶褐色 脚台、両端は面取り 内口～体部ヘラ削り

脚台ナデ

第55図 161
小型土器

ロ径 9.2 ともに並 灰 褐 色 「＜ jの字口縁
外と内口縁ヘラ磨き

外面に煤付着
III 肩部以下ナデ

ロ径10.3 短い有段口縁、端部 外ヘラ磨き、内口縁

第55図 162
胴部径13.5 やや不良 橙 色 は内傾の面取り、肩 ヨコナデ、肩～胴J:.
底径 2.3 不 良 淡黄褐色 は張らない、平底、 位：ハケのちナデと指
器高14.4 下面はやや凹む 頭圧、下位ナデ

外ハケのちヘラ磨き

やや不良 淡橙褐色
直線的な体部と口縁 内口縁上位ヨコナデ

第55図 163 鉢 N ロ径 9.9 部、端部は外反、境 下位ナデと指頭圧、
並 淡黄褐色

界部は屈曲 体部ハケのちナデ、
脚摩耗不明

ロ径 7.1 外反する体部、紐端
第55図 164 蓋 紐部径 3.3

＂ 淡茶褐色 部は面取り、上面は 内外面ナデ
器高 2.9 凹む

外ヘラ磨きのちナデ
ロ径 8.2

淡橙色
外反する体部、紐部 両端部はナデ、内紐

第55図 165 蓋 III 紐部径 44 ともに並
黄橙色

上面は凹む、口縁端 部上位と体部下位へ
器高 3.6 部は面取り ラ磨き、紐部下位と

体部上位ナデ

口径 9.2
良好 暗褐色 直線的な体部、紐部

第55図 166 蓋 VI 紐部径 3.6 内外面ヘラ磨き
器高 3.9 並 上面外1則がやや凹む

口径 9.1
やや不良 黄 橙 色 内湾する体部、紐部

外鉦部指押さえ、体
第55図 167 蓋 暉 紐部径 2.1

並 橙色 上面は凹む
部以下ハケのちヘラ 内外面赤彩

器高 5 磨き、内ヘラ磨き

¢, 口径11
良好

内湾ぎみの体部、紐 外ヘラ磨き、ただし
第55図 168

＂ 
紐部径 5.8

並
淡 褐 色 端部は面取り、上面 体部上位に一部ハケ

器高 7.4 は凹む が残る、内ヘラ磨き

口径 8.6 はぽ直線的な体部、 外ヘラ磨き、口端部
第55図 169 蓋 V 紐部径 2.5

＂ 
黄 橙 色 紐部上面は凹む、ロ ナデ、内紐部と体部

器高 3.5 緑端部は面取り 上位ナデ、下位ハケ

ロ径 9.1
並 外反する体部、紐部

第55図 170 蓋 V 紐部径 1.9 
不 良

明茶褐色
上面は凹む

内外面ヘラ磨き
器高 3.9

ロ径 8.8
直線的な体部、紐部

第55図 171 II 紐部径 2.7 ともに良 橙褐色
＂ 

外面に黒斑
器高 4.4

上面は凹む

口径10.8
やや良好 ほぽ直線的な体部、

第55図 172
＂ 

紐部径 3.8
良好

黄 橙 色
紐部上面は凹む

内外面ナデ
器高 5.1

内外面紐部指による

第55図 173 蓋： VDI 紐部径 5.1
良 好 淡橙褐色 内湾する体部、紐部 ナデ、外体部ハケの

並 褐 色 上面は凹む ちナデ、内体部工具
によるナデ
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土器観察記録表 C 16溝下層出土土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考焼成 内

ロ径10.4
並 内湾する体部、紐部

内外面ヘラ磨き、た
第55図 174 蓋 V冒 紐部径 4.5

不 良
淡茶褐色

上面は凹む
だし外面境界部分指

器高 5.4 押さえ

ロ径11.8
褐灰色

内外面ナデ、ただし
第55図 175

＂ 
紐部径 4.6 ともに並 II 外面紐部は指押さえ 外面に黒斑
器高 7.4

暗茶褐色
口縁端部はヨコナデ

ロ径10.6 直線的な体部、口縁
第55図 176 蓋 VI 紐部径 3.1 II 部でやや外反、紐部 内外面ヘラ磨き 内外面赤彩

器高 5.5 上面はやや凹む

ロ径16.7
並 黄橙色 ほぽ直線的な体部、 外面ヘラ磨き、内面第55図 177 蓋 1 紐部径 2.9

器高 7.2
良 好 暗褐灰色 紐部上面は凹む ナデのちヘラ磨き

ロ径10.8
良好 内湾する体部、紐部

内外面ヘラ磨き、内
第55図 178 蓋 " 紐部径 5.3 茶褐色 紐部下位と体部上位

器高 8.1 並 上面は凹む
は指押さえ

Q
 

C 17溝出土土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考焼成 内

外頸ヨコナデ、肩ハ

第56図 1 甕 ロ径18 並
黄橙褐色

外反する有段口縁、 ケ、内口縁指頭圧の
外面に煤付着良 好 擬凹線 9~10条 ちヨコナデ、頸ハケ、

肩ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩以

口径20 外反する有段口縁、
下ハケ、内口縁ヨコ

第56図 2 II 
胴部径25.3 ともに並 淡黄褐色

擬凹線 9条
ナデと指頭圧、頸ハ II 

ケのち一部ナデ、肩
以下ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩以

ロ径19.2 やや良好 外反する有段口縁、
下ハケ、内口縁ヨコ

第56図 3 II 
胴部径22.6 良好

黄橙褐色
擬凹線10条

ナデと指頭圧、頸ハ II 

ケのちヨコナデ、肩
以下ヘラ削り

第56図 4
＂ 

口径18.2 並

’’ 
外反する有段口縁、

II II 良 好 擬凹線 9条

第56図 5 II 
口径17

II 淡茶褐色
外反する有段口縁、

II 

＂ 胴部径18.8 擬凹線 8条

外反する有段口縁、
内外頸ヨコナデ、内

第56図 6 II ロ径16.8 ＂ 橙褐色 口縁ヨコナデと指頭
擬凹線 9条

圧、肩ヘラ削り

やや良好 外反する有段口縁、
外頸ヨコナデ、内ロ

第56図 7 II ロ径18 淡茶褐色 縁ヨコナデと指頭庄 外面に煤付着良好 擬凹線10条
頸ハケ、肩ヘラ削り

並 外反する有段口縁、
外頸ヨコナデ、肩ハ

第56図 8 II ロ径15.4
良 好

黄橙褐色
擬凹線 8条

ケ、内口縁～頸摩耗
不明、肩ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩摩

第56図， II ロ径18 II II 
外反する有段口縁、 耗不明、内口縁ヨコ

外面に煤付着擬凹線 9-10条 ナデ、頸ハケ、肩ヘ
ラ削り

外頸ハケのち一部ヨ

第56図 10 II ロ径19
＂ 

II 
外反する有段口縁、 コナデ、肩ハケ、内
擬凹線 7~8条 口縁ヨコナデ、頸ハ

ケ、肩ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩以

第56図 11 II 
口径18

II 

＂ 
外反する有段口縁、 下ハケ、内口縁ヨコ

外面に煤付着胴部径19.4 擬凹線8条 ナデ、頸～肩上位ハ
ケ、肩以下ヘラ削り

外頸ヨコナデ、肩ハ
第56図 12 II ロ径22 II II 

＂ ケ、内口縁ヨコナデ II 

頸ハケ、肩ヘラ削り

外傾する有段口緑、 外面口縁～頸部ヨコ
外有段部にヨコナデ ナデ、肩部以下ハケ、

第57図 13 II ロ径24 ともに並 茶褐色 による稜、口端面取 内面口縁～頸部ヨコ II 

り、面はやや凹み、 ナデ、肩部以下ヘラ
外面は外上方への稜 削り

w
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を

図 番号 器種 法量 (cm) 胎土 色 調 外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

内湾ぎみの「く」の

第57図 14 甕 口径16.5 ともに並 暗灰褐色
字口縁、端部は不明

内外面ヨコナデ 外面に煤付着
瞭な内傾面取り、内
面では肥厚する

第57図 15 ＂ 
ロ径14.6 並 橙 褐 色

内湾ぎみの「く」の字

＂ ＂ 不 良 口縁、外端部に沈線

やや内湾する「く」 外口～頸ヨコナデ、
外面に煤付着、

第57図 16 ＂ ロ径16.6 ともに並 暗褐色
の字口縁、端部は内 肩ハケ、内口縁ヨコ

外面肩部に波
傾面取り、内面では ナデ、肩指頭圧、肩

状文
肥厚する 以下ヘラ削り

内湾する「く」の字口 内外口縁ヨコナデ、

第57図 17 II 口径17.8 ＂ ＂ 
縁、端部内傾面取、 外肩ハケ、内肩指頭 外面に煤付着
内面では肥厚する 圧、肩以下ヘラ削り

内湾ぎみの「く」の字 外口～頸部ヨコナデ、
外面一部に:、

第57図 18 II ロ径15.9
やや不良 明黄褐色 口縁、端部は不明瞭 肩部以下ハケ、内面

内面に炭化
並 暗褐色 な内傾面取り、内面 口縁ヨコナデ、肩指

付着
では肥厚する 頭圧、胴ヘラ削り

第57図 19 高 杯 ロ径10.8 ともに良 淡 褐 色 椀状、やや肉厚 ＂ 
第57図 20 小型土器

胴部径 5.9 良 好
橙 色

不明瞭な乎底、胴部 外面摩耗不明、内面
底径1.1 不 良 は扁平な球形 胴部ナデ、底部ハケ

丸底椀状の体部、や

第57図 21 鉢
口径15.3 良 好

茶 褐 色
や内塁する口縁部、 内外面ヘラ磨き

（器高67推） 並 境界では屈曲し、
内面では稜をもつ

外反する「くの字」
外摩耗不明、内口縁

第57図 22 痰 ロ径15.4 ともに並 淡黄褐色 口縁、端部面取り、
ョコナデ、頸ハケの

上端はつまみあげ
ちヨコナデ、肩ヘラ
削り

「く」の字口縁、端
外面口～頸部ヨコナ

やや不良 淡 黄 色 部は不明瞭な内傾面
デ、肩部以下ハケの

第57図 23
＂ 

口径17.7 
並 茶褐色 取り、内面では肥厚

ちナデと指頭圧、内 外面に煤付着
面口縁ナデ、肩指頭

する
圧、胴部ヘラ削り

内湾する「く」の字 外面口～頸部ヨコナ

第57図 24 II ロ径17.8 ともに並 暗 褐 色
口縁、端部は内傾面 デ、肩部ハケ、内面
取り、内面では肥厚 口緑ヨコナデ、肩部
する 指頭圧、肩ヘラ削り

内外口～頸ヨコナデ、

第57図 25 II ロ径16.2. ＂ ＂ ＂ 
（外面頸部にハケか

＂ 残る）、肩以下ハケ、
内肩以下ヘラ削り

外口～頸部ヨコナデ

第58図 26 II ロ径19.6
＂ ＂ 

11 
肩部以下ハケ、内口

外面に煤付着
縁ヨコナデ、肩指頭
圧、胴部ヘラ削り

やや内湾する「く」 外口～頸ヨコナデ、

第58図 27 ” ロ径17.8
やや不良

褐 色
の字口緑、端部は内 肩以下ハケ、内口縁

並 傾面取り、内面では ヨコナテ、肩ナデと
肥厚する 指頭圧、胴ヘラ削り

内湾する「く」の字 外面口縁部ナデ、屑

第58図 28 ＂ ロ径17.1 11 
明黄橙色 ロ縁、端部は丸みを 部以下ハケ、内面口

＂ 淡黄褐色 もち、内面では肥厚 縁～頸部ヨコナデ、
する 肩部以下ヘラ削り

並 (1~ 受口状口縁、外有段 外面口～肩上位ヨコ
2mm大の 部はヨコナデによる ナデ、肩以下ハケ、

第58図 29 II 口径11.6 砂粒を含 茶掲色 稜、口端部は不明瞭 内口縁ヨコナデ、頸 ＂ む） な面、面はやや凹む、 ～肩上位ナデ、肩指
並 内面では肥厚する 頭圧胴ヘラ削り

外頸～肩ハケのちヨ

口径14.8 やや不良
外反する有段口縁、 コナデ、肩以下ハケ、

第58図 30
名一 胴部径20.7 並

橙 色 擬凹線10~11条、器 内口縁ヨコナデと指 外面に煤付着
壁は厚い 頭圧、頸ヨコナデ、

肩以下ヘラ削り
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土器観察記録表 C 17溝出土土器

図番号 器種 法量 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

第58図 31 II ロ径14.2 ともに並 茶褐色 外反する有段口縁
外面口縁ヨコナデ、 内面に一部黒
頸ハケ、内ヨコナデ 斑あり

第58図 32 II ロ径19.4
やや不良

明黄橙褐 ＂ 
外面摩耗不明、内面

不良 ョコナデ

第58図 33 ＂ 
口径10.3 並

茶掲色 外傾する有段口縁
外ヘラ磨き、内口～

胴部径13.7 良 好 頸ヘラ磨き、胴ナデ

良好 やや外反する口縁、
外面ヘラ磨き、内面 35と同一個体

第58図 3々 II ロ径14.7 橙 色 口縁部ヘラ磨き、肩
並 端部面取り 部ナデと指頭圧

力9

外反する脚台、端部
外ハケのちヘラ磨き

34と同一個体
第58図 35 脚台（壺） 脚台径13.6 II 淡茶褐色 内底部ハケ、脚台ヨ

は不明瞭な面をもつ
コナデと指頭圧

か

受部径 8.2
並

内湾する受部と外反 外面ヘラ磨き、内面 外面受部に一

第58図 36 器 台 脚部径11.5 黄橙色 する脚、透し穴（径 受部ヘラ磨き、脚部 部指頭圧痕あ

器高 7.9
良 好 10-14四、 3) ハケのち一部ナデ り

外ハケのちヘラ磨き、
第58図 37 II 受部径 8.6 ともに並 ＂ 

直線的にのぴる受部 内受部ハケのちヘラ
磨き、脚ヘラ削り

小さい体部と内湾す
第58図 38 高 外 ロ径18 ＂ 

II る口縁部、境界部の 内、外面ヘラ磨き 内外面赤彩
屈曲はやや不明瞭

紗

C-6溝出土土器 その他の遺構出土士器

第59図 1 甕 ロ径15.8 ともに並 淡橙色
外反する有段口縁、 外頸部ヨコナデ、内
擬凹線 9条 ヨコナデと指頭圧

ロ径14.1
並 淡褐灰色

外反する体部、紐部
外面ナデ、内面ヘラ第59図 2 蓋 紐部径 4.1

不 良 褐灰色
上面は凹む、紐端部

磨き
器高 5.3 は不明瞭な面取り

ロ径14 やや外反する体部、
外体部上位と
内口端部に煤第59図 3 紐部径 3.8 ともに並 淡茶褐色 紐部上面は凹む、紐 内外面ヘラ磨き 内体部上位に

＂ 
器高 4.9 端部不明瞭な面取り

炭化物付着

ロ径 6.6 体部は椀状、口緑端

第59図 4 小型土器
胴部径 7.1 やや不良

黄橙色
部は水平面取り、底

内外面ナデ
外面底部に煤

底径 3.4 並 部は平底、下面はや 付着
器高 4.6 や凹む

並
外反する円錐状の脚、

第59図 5 脚（高杯） 脚部径13.6
やや不良

淡褐色 中位に透穴（径 9mm、
個数不明）

C-11溝出土土器 c
 

第59図 6 甕
「く」の字口緑、端

口径16.4Iともに並 I褐 色 I部は内傾面取り、内
面は肥厚する

外口～頸ヨコナデ、

肩～胴ハケ、内口縁 l外面に煤付着
ョコナデ、頸指頭圧、
肩以下ヘラ削り

C-12溝出土土器

第59図 7 甕

「く」の字口縁、端

ロ 径15.sIやや並不良 1淡橙褐色 1 農芍了閃百合旦g厚
る

外口～頸ヨコナデと
指頭圧、肩以下ハケ、 外面口縁部の

罪之猛昇←、ちI~部に黒斑あ
一部ナデと指頭圧

C-18溝出土土器
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土器観察記録表
C-18溝出土土器 その他の遺構出土土器

図番号
器種 法量 (cm) 胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考図版番号 焼成 内

外面ヘラ磨き、内面
第59図 9 底部（壺） 底径 2.2 ともに並 淡茶褐色 平底、下面は凹む 下からハケ、ヘラ削

り、ヘラ磨き

口径15.6
体部は椀状、底部は

外ヘラ磨き、底下面 胎土中 1~ 3 
第59図 10 鉢（台付） 底径 8.2 ＂ 淡黄褐色 不明、内口端部ヨコ mm大の砂粒を

器高 7.9
低い脚台状の平底

ナデ、体部ヘラ削り 含む

竪穴状遺構出土土器

て9

「く」の字口縁、端
外口～頸ヨコナテ、

ともに 肩以下ハケ、内ロヨ
第59図 II 甕 ロ径15.6 やや不良 淡褐色 部は内傾面取り、内 コナデ、肩上指頭圧、 外面に煤付着

面では肥厚する
肩以下ヘラ削り

第59図 12 ” ともに並 淡茶褐色
「＜ jの字口縁、端 外ヨコナデ、内口縁

II 
部内面は肥厚する ョコナデ、肩部ナテ‘‘

「く」の字口縁、端
第59図］3 II 

＂ 茶掲色 部は内傾面取り、内 内外面ヨコナテ II 

面では肥厚する

包含層出土土器

やや内湾する「く」
外口～頸ヨコナテ、 I 108区、胎土

第6]図 1 甕 ロ径11.6 ともに並 黄橙色 肩ハケ、内口～肩上 中05~2mm大の字口縁
位ヨコナデ、肩ナデ の砂粒含

第61図 2 
＂ 

並 淡茶褐色 外面タタキ、内面へ
J 105区良 好 淡椙灰色 ラ削り

第61図 3 脚 台 脚台径 9.2
やや不良 淡褐色 外反する脚台、端部 外面ハケ、端部はヨ

並 淡黄褐色 は不明瞭な面取り コナデ、内面ナテ

外反する有段口縁、 H 107区、胎土
第61図 4 空て ロ径215 II 淡黄褐色 屈曲部に竹管文スタ 調整は摩耗不明 は0.5~2mm大

ンプあり の砂粒含

並
内湾する体部に外反 内外面赤彩、

第61図 5 高 杯 ロ径21
不 良 ＂ する口縁部、境界部 内外面ヘラ磨き 外面一部に黒

は屈曲し有段 斑あり

第61図 6 ＂ 口径18.8
やや不良

淡橙色
内湾する体部と口縁

内外面摩耗不明不良 部、無段

口径169 
並

小さい体部に内湾す 脚部に円形透
第61図 7 ＂ 脚部径 9.5

やや不良
II る口縁、境界は屈曲

＂ 
穴 (9~11

器高12.4 し有稜、脚は円錐状 mm、3)

第61図 8 脚 脚部径12.5
ともに

淡黄椙色
外反する円錐状の脚 外ヘラ磨き、内上位 H 107区

良好 部、端部は面取り ヘラ削り、下位ナデ 外面赤彩

ロ径 34 
外反する体部、紐部第61図 ， 蓋 紐部径 0.9 ともに並 淡茶渇色
上面は凹む 内外面ナデ

器高 16 

その他の上器 (1~11は C16溝出土）

内傾する幅の狭い有 外口縁部ヨコナテ、

第62図 I 甕 口径16 並
淡灰褐色

段口縁、端部は内面 肩部以下タタき、内
下層出土不 良 てははねあげ状、擬 ロ縁部ヨコナデ、肩

凹線 2条 部以下ナデと指頭圧

並 暗灰褐色
外反する「く」の字 外面ハケ、内面口縁

下層出土第62図 2 II 口 径17.4
良 好 茶娼色

口縁、端部面取りと 部ハケ、肩部以下ナ
外面に煤付着

不規則な押え デ

「く」の字口緑、た

淡橙褐色
だし受口状の屈曲を

外面ナデ、内面上位第62図 3 ” ロ径15.6 ともに並 もつ、端部面取り、 上層出土暗渇色
面ド位にやや斜行す

ナデ、下位ハケ

る刻目、頸部に刻目
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土器観察記録表 その他の土器 (1~11はC16溝出土）

図番号 器種 法醤 (cm) 
胎土 色調外 器形の特徴 調整の特徴 備 考
焼成 内

外反する「＜」の字 外面口縁部ヨコナデ、

第62図 4 甕
ロ径13.8 やや不良 褐灰色 口縁、端部面取り、 肩部以下ハケ、内面

上層出士胴部径15.4 並 淡茶褐色 面は凹み内面ではは 口縁～頸部ヨコナデ、
ねあげ状の稜をもつ 肩部以下ヘラ削り

並 (1~
外反する「く」の字 外面口縁部ヨコナデ、

第62図 5 甕（片口）
口径15.5 2 mm大の

茶褐色 口縁、端部面取り、 肩部以下ハケ、内面 下層出土
胴部径15.4 砂粒を含

む）、並
片口 9 ケヽ

やや不良
外反する「く」の字 外ハケのち一部ナデ、

第62図 6 甕 ロ径II8 
並

淡黄褐色 ロ縁、端部面取りで 内口縁ハケのちナデ、 II 

刻目あり 肩以下ナデ

外口縁ナデ、頸指頭

第62図 7 
＂ 

ロ径15
やや不良 黄橙色 外反する「く」の字 圧、肩以下ハケのち

＂ 不 良 橙 色 口縁 ナデ、内口縁ナデ、
肩以下ハケのちナデ

外反する「く」の字 外面口縁部ヨコナデ、

第62図 8 鉢
ロ径13.3 並 褐灰色 口縁、端部面取り、 肩部以下ハケ、内面

＂ 胴部径11.4 やや不良 淡褐灰色 面にはエ具による沈 口縁部ナデ、肩部以
線 (1) あり 下ヘラ削り

並
やや外反する口縁、

上層出土第62図 ， 甕
不 良

淡茶褐色 端部は波状、外面上 内外面ナデ
外面に煤付着位斜行刻目

淡黄褐色
外面ハケ、底部付近 上層出土、外

第62図 10 底 部 底径 5.4 ともに並
灰褐色

平底 ヘラ削り、内面ハケ 面に煤、内面
のちナデ に炭化物付着

やや不良
外脚上位に 5条（以
上）、中位に 4条の沈(1~ 2 
線、沈線は一本ずつ

外面ハケ、面取りを
上層出土、外

第62図 11 高 ”; 脚部径10.6
mm大の砂

淡褐灰色 施され、らせん状に
施した端部はヨコナ

面端部に黒斑粒を多く デ、内面上位絞り（痕）
含む）

まわる可能性あり、
下位ヘラ削り

あり

並
下位に 2個以上の透
穴 (4または 6か）

外やや下方へ大きく

良好
外反する「く」の字 D 109区

第62図 12 甕 口径17.9
並

褐 色 状口縁、端部面取り、
pit62出土

内面頸部では内やや
上方への稜をもつ

やや不良 外反する口縁、外面
包含層出土、

第62図 13 言• 
(1mm大の

黄灰色 の器壁を二段にえぐ 内外面粗いハケ 波状口縁にな砂粒含） り、凸部に棒状工具
良 好 で半円状の施文

る可能性あり

並
外反する「く」の字

包含層出土第62図 14 甕 淡茶褐色 口縁、端部面取り、 外面ハケ、内面ナデ
不 良

下位に斜行刻目
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遺跡の全景 （逍構検出時 東より ）

0-

．』

逍跡の全娯（遺構検出時 西より ）
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遺構の検出状況 （西部）
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ヽ___... 
逍構検出後の全景 （南束より ）

遺構検出後の状況 （束よリ ）
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A8溝 ．A9溝 ・A10溝 ．C16溝全景 （北西より ）

B溝群全景 （北より ）
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調査区北西部 (A11 溝 ． 竪穴状遺構~り ）

翌穴状逍構 （南より ）
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上一 C16溝土器出土状態 （下層 ）下ー 同溝堆梢土）竹断面
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上・中 ・ドーC16溝逍物出上状態
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C 17溝全景（南より）
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第 2次調査区表土除去作業風景 （束より ）
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第 2次調査区第 2地点弥生中期土器出土状況

第 2次調査区第 1地点検出の近世溝（北よ

そ— - -- - -ん
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第 2次調査区第 2地点逍物出土状況（東よリ ）



~
 

図
版

13

47-35 

C 16溝出」．．」：器



図
版

14

34-73 

37-104 

≫ ヽ

iヽ‘

36-102 

C16溝出土土器



51-88 

図
版

15

40-137 

41-166 

9
 

)
’
 42-168 

C 16溝出土土器

---/ 

42-170 



図
版

16

55-162 

43-182 

ヽ

44~ 193 

C 16溝出土土器

43-200 

55-163 



．． ヽ

図
版

17

., 
’ 

43-194 

54-133 

C 16溝出土土器

43~ 190 



ヽ

54-141 

図
版

18

43-183 

43-198 54-149 

‘
 

・
鼻
，、’

43-188 

C 16溝出土土器
43-184 



55-177 

`̀̀ 

44-221 

55-175 

ー
／ 

-・ ―` 三- - . • • • 

ー` ・・ 一—---

図
版

19

44-217 

44-223 

50-65 

55-167 

C 16溝出土土器

42-179 



58-29 

58-32 

58-30 

人

図
版

20

58-34 

58-33 

58-31 

C 17溝出土上器

58-36 



J 

62-13 

62-11 

． ／ 

ん，

59-8 

C 1 6溝 • C 18溝 ．竪穴状遺構 ．C1溝 ・包含府 出上上器

図
版

21

61-10 

60-17 

/ 

44-205 



• 
J
 

図
版

22

• I 

須恵器 ・珠洲焼 ・越前焼

中 ・近世の陶磁器類



ヽ
ィ

ヽ
1. 

63-1 

図
版

23

63-2 

ヽ
63-5 63-4 

、メ
63-6 

64-4 64-5 
64-2 64-3 64-6 

64-7 

64-1 

上一打製石斧（縮尺13) 中ー1砦石 ・敲石（縮尺13) 下ー管且 ． 勾 I~ （新i尺尖大）



た‘祇．Jヽ：げ'.i●?`象？、｀~'·
’‘i”’`~ ̀・‘し “;‘r"

量▼一 ~ ＂で ｀~と 一u・ 
ぶ上°ー

ーコ

囀 ー ~· 
I 

66-1 

＞
 

66-2 

““ 

' 00 

図
版

24

70-1 

66-5 

[_ ――o ----ローニーニ:：ー：一：9:=-
66-6 

左上一穂摘具／fク本製品（縮／心2,3)/＇：中一鍬 ・す＇）こき 4人木製品守：（縮）-.'.1/3)

右土一手網（新i)-.'.I 4) ドー火鑽I可 ・火鑽枠（縮I↓‘）：大）



金沢市北安江遺跡

金沢勤労者プラザ建設事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書

発行昭和 60 年 3 月 30 日

発行者石川県立埋蔵文化財センター

金沢市米泉町 4丁目 1 3 3番地

TEL  (0762) 43-7692 

印刷所北国書籍印刷株式会社

金沢市泉本町 2丁目 1 5 5番地


	例言
	目次
	第1章調査の経緯
	I 第1次発掘調査
	II 第2次発掘調査

	第2章遺跡の環境
	I 位置と地理的環境
	II 歴史的環境

	第3章遺構
	Ⅰ 第1次発掘調査の検出遺構
	II 第2次調査の遺構と遺物

	第4章遺物
	I 土器
	II 石器と木器

	第5章考察
	I 北安江遺跡出土の月影式土器について
	II 北加賀出土の布留系土器について




